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　第七章　レセプション




　車くるま椅い子すの老人が現れると、会場の人垣が一瞬にして割れた。モーゼの十戒を見ているようだった。

「や」

　と、彼は片手を挙あげて、軽く挨あい拶さつした。それだけで、会場が沸わいた。

「ワシに構かまうことはない。続けて続けて……」

　足腰は衰おとろえたが、言葉はしっかりとしており、矍かく鑠しやくとしていた。胸にまで届く白はく髯ぜんの老人は、確か九十歳になるはずだ。かつて、宇宙一の名将と呼ばれ、銀河に一時代を築いた彼である。自おのずから威い厳げんが備わっていた。その笑顔だけで、見る者をして敬服させてしまうのだ。

「長官」

　と、すかさず声をかけた者がいる。こちらは短い、半白の鼻はな髭ひげをたくわえた恰かつ幅ぷくのよい初老の男であった。

「わざわざの御ご足そく労ろう、痛み入ります」

「足労などしておらんよ」

　と、皮肉を込めて微笑ほほえむ老人。

「この通り、ずっと座すわりっ放しだ。誰だれかがずっと、押していてくれた」

「では──」

　と、初老の男がすかさず言った。

「次は、不ふ肖しようこの私が……」

「それには及ばんよ」

　老人は、やんわりと辞退した。

「かえって恐きよう縮しゆくするよ。それにしても、君は変わらんな、フジ君……」

「これがすっかり、板に付いてしまいました」

　ススム・フジは苦笑した。目の前にいる白髯の好こう々こう爺やほどではないにせよ、年を経へて、彼もいくぶん丸くなったようだ。軍でいちばん偉えらい息むす子こと、宇宙でいちばん偉い嫁と、その間に産まれた八人もの孫に揉もまれれば、当然であろう。

「私にとって長官は、今でも特別の御お方かたですから──」

　けして追つい従しよう笑わらいではなく、フジは言った。

「その長官も、よしてくれ」

　と、元惑星連合宇宙軍最高司令長官、アドリアン・アンダーソン退たい役えき名めい誉よ元げん帥すいは白髯の中で静かに笑った。

「誰も彼もが、未いまだに私をそう呼ぶので、かなわん。今のワシは、何の肩書きも持たぬ、ただの年金じじいだよ。それで結けつ構こうだ。それで充分、楽しく余生を過ごしている」

「ですが、私だけには『長官』と呼ばさせてください」

　と、フジ退役大将は言った。

「あなたの下で参さん謀ぼう総長を務めたことが、私の生しよう涯がいにおける最高の誇ほこりなのですから……」

「君が心からそう思ってくれていることは、わかる。正直ワシも嬉うれしい」

　と、アンダーソンは言った。

「この歳としになると、他人の噓うそなど一瞬にして見抜く目が、備わるようだ。ワシにとっても君は、恐らく望み得る最高のパートナーだった」

「恐縮です……」

　フジ参謀総長は、ほとんど感かん涙るいしていた。

「結局、頂点近くに上り詰めた軍人にとって、成功の秘訣とはよきパートナーを得るか否いなかだな。君とワシもそうだったが、タイラー名誉元帥とヤマモト元帥、そして君の御ご子し息そくのイサム・フジ元帥とスナガ参謀総長などを見るにつけ、つくづくそう思わずにはおれん」

「まったく同感です」

　と、フジは頷うなずいた。

「軍人だけではない。よき伴はん侶りよを得られるかどうかで、人生の輝き方も変わる。それにしてもワシは幸福だったと、しみじみ思うよ」

「何よりです……」

「それにしてもアスカ・コリア准じゆん将しようは、気の毒なことをしたな」

「はい……」

　フジはうなだれた。かつての名悪役も、最愛の伴侶を喪うしなって以来、めっきり老ふけ込んでいる。

「まだ六十歳にもなっていなかったんだろう？」

「ベドウィルス性の甲状線腫しゆ瘍ようです。現代の医学でも人類が克服しきれていない、ほとんど唯ゆい一いつの病魔です」

「じきに克服されるだろう」

　と、アンダーソンは言った。

「はい。撲ぼく滅めつ基金に嫁が、手持ちの惑星十個分を売り払った資金を、そっくり注ぎ込んでいますから──」

「また売ったのか!?」

　と、アンダーソンは驚いたように笑う。

「御子息の結婚式の時も、初孫の七五三祝いの時も、盛大に売り払っただろう？」

「笑ってください。いまや我が家は、銀河の切り売り成金と呼ばれています」

「あと、何個残っている？」

「数えきれません」

　と、苦笑するフジ。

「なにしろ銀河の星の半分は、嫁のものだったのですから……」

「は、それもそうだ……」

「身内のためなら、人間はいくらでも馬ば鹿かになれますな。孫たちが、私を慰めてくれるので、寂しくはありません。孫たちは……私の宝です……」

「では私の『宝』を見てくれ」

　と、こちらも祖父馬鹿丸出しの表情で、アンダーソンは車椅子を押していた妙みよう齢れいの美女を振り仰いだ。

「これ、レン。御挨拶なさい」

「はい。お祖じ父い様……」

　栗色の髪をした美女は、優美な動作で辞儀をした。腰までありそうな髪が、キラキラと揺れた。これならじきに、アンダーソン長官一人の宝ではなくなるだろう。銀河の至し宝ほうと呼んでさえ、少しも誇張ではないように思われた。

「レン・アンダーソンです」

　と、彼女は自己紹介した。

「フジ参謀総長のお噂うわさは、祖父からよく、毎日のように──」

「そ、そうですか……」

　二人目の妻を亡なくして久しいススム・フジですら、思わずぞくっとさせられた。林りん檎ごのように血色のよい頰ほおと、小さめの唇くちびるの形が絶妙であった。

「いちばん下の、孫でな。いずれはワシのなけなしの財産の大半は、この子のものになるはずだ」

「神からもっと凄すごい財産を、受け継いでおいでです」
















　さすがに現役時代、最高のおべっか使いと言われただけに、すらすらと出る。

「嫌いやですわ……」

　と、レンが笑った。その瞬間に付近数メートルの宇宙は、彼女のものだった。

　フジは、なまじ自分の幇間たいこもちとしての前科が前科であるだけに、今の心からの賛さん辞じをそう受け取られるのが、嫌だった。これも報むくいであろう。

「甚はなはだ失礼ですが、レンさんはお幾つで？」

「当ててくださいな」

　と、レンは悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「幾つに見えますか？」

「待ってくださいよ……。二十……一」

「はい。当たりです。上かみ一桁は」

「正解は、二十二だ。惜しかったな、フジ君」

　アンダーソンが笑う。

「あら嫌だ、お祖父様」

　と、レンが間ま違ちがいを訂正した。

「もう、二十三ですのよ。銀河標準暦でこの春、就職しましたの」

「そうでしたか。お若い……」

　フジには、素直に彼女の輝くような若さが羨うらやましかった。それは、彼にも二十三歳の頃はあった、確かに。しかし、その青春は今にして振り返ればあまりにも暗かった。上り坂の、入口さえ見えていなかったような気がする。今が人生のひとつの絶頂であろうレンと比くらべて、雲うん泥でいの差だ。

　しかし、それはそれで輝いてはいた。ひたすら渋く、燻いぶし銀のようにではあるが──。黄金あり、プラチナあり、はたまた鍍金めつきあり、頂点が二十代か五十代か……いろいろな生き方があっていい。今ならそう言える。

「ほう。どちらへ？」

「銀河情報サービスの管理部へ」

「ほう。ギャラクシー・インフォメーション・サービス。略してＧＩＳジス。あの大手企業ですな。軍の情報管理も、かなり任まかせているとか……」

「今ではほとんど任せきりだそうだ」

　とアンダーソン。

「噂だが、ＧＩＳが軍の情報ネットワークの管理機関か、それとも軍がＧＩＳの出先機関の惑星連合宇宙軍か、わからなくなっているらしい。事実上、親方日の丸の、半官半民の会社だな」

「かなり、軍の機密に抵てい触しよくする内容も、扱っておりますの」

　と、レンは言った。

「そのため、ＧＩＳから軍の仕事に選抜された者は、それ専門で出向扱いとなり、名目上の階級まで与えられますのよ。機密を漏もらせば、軍人と同じように罰ばつせられます。つまり、銃じゆう殺さつもあり得るそうですわ。まだそうなった者はおりませんけれど──。私も、入社早そう々そうに軍担当に選抜され、出向早々、いきなり大たい尉い待たい遇ぐうの情報処理官を拝はい命めい致しました」

「それは凄すごいエリートコースだ！」

　とフジ。

「さすがです!!」

「祖父の七光りと、同期の間では呼ばれております……」

「御ご謙けん遜そんを……。それはそうと、あなたの銃殺だけは願い下げです。どうかいざという折りには、私にお声を。なに、老骨といえども、かつては軍に陰の最高司令長官として君臨したこのススム・フジ！　今でも軍内部には縦横のネットワークを持っております。いざとなれば銃殺のひとつやふたつ、揉もみ消してみせますぞ！」

「宜よろしいのですか？」

　レンが、くすっと笑った。

「お祖父様の、前ですが……」

「あ──!?」

　これは墓穴を掘ったかも知れない。

「構わんよ」

　と、微笑むアンダーソン。

「ワシは、汚きたないことは全部君にやらせてしまったことを、今でも済まないと思っているのだ。それに、こういう仕事は君の専門だろう」

「は、はあ……」

　恐縮するかつての参謀総長。

「ですが、最近は軍もだいぶ、様さま変わりしたようですわ」

「タイラー以前と、タイラー以後で大きく変わったからな」

　と、不ふ承しよう不ぶ承しようながら、認めるフジ。

「それもありますが、最近ではさらに新しい、ニューウェーブと呼ばれる軍人たちが、幅を利きかせているようです」

「ああ、倅せがれのイサムも嘆なげいていた……」

　と、フジ。

「今の若い連中の考えることは、さっぱりわからんと言っています。まったく、かつては自分もそうだったことを棚たなに上げて……。同じ台詞せりふを、何度私に言わせたことか──」

「もう時効にしてやりたまえ」

　笑いながらアンダーソンは、顎あご髭ひげを抜いた。

「今は親孝行なのだし、息子さんは今、若い連中に逆襲されているのだ」

「いい気味だ」

　とフジ。

「これで少しは、自分の親不孝も身に染しみてわかるだろう」

「しかし、あのタイラー提てい督とくの現役時代を知らない若い子たちが、今の惑星連合宇宙軍の兵士の大半なのだ。主力と言ってもいいだろう。もはや彼らなしで、戦争はできん」

　そう言って、アンダーソンは白い眉まゆを動かした。

「まったく、ワシが現役の頃……ラアルゴンと戦争していた当時に比べたら、今は隔かく世せいの感があるね」

「私もそれを、肌身で感じております」

　と苦笑するフジ。

「何しろ、私の嫁というのが、そのラアルゴンの皇こう帝てい陛へい下かですからね……」

「君の孫たちは、いいなあ……」

　と、アンダーソンは心から羨ましそうにフジを見た。

「何がです？」

「孫たちの視点に立ってみたまえ」

　と、往年の名将は言った。

「父は惑星連合宇宙軍の司令長官、母はラアルゴン皇帝だ。これほどわかりやすい混血ハイブリツドはあるまい。地球もラアルゴンも、両方が身内。戦争は、言わば身内同士の喧けん嘩かだ。これは辛つらい……」

「そ、そうですね。言われてみれば……」

「銀河の平和は、君のお孫さんたちが守ってくれるさ」

　フジは目から鱗うろこが落ちる思いであった。

「してみるともう我々の時代では、ないのかも知れませんな」

「何を今いま更さら──」

　アンダーソンの目は遠くに焦点を結び、あの頃に想いを馳はせた。

「もっとも君は、あの漢おとこに自分の地位を奪われそうになった時も、決して世代交替の時期が来たことを認めようとはしなかったな。なるほど首しゆ尾び一いつ貫かんしている」

「結果として、その方があの漢のため、ひいては銀河のためであったと自負しております」

　老いさらばえた顔に矜きよう持じを漲みなぎらせ、フジは言った。

「去り行く者も、すんなりと席を明け渡してはいけません。その方が若い連中のためなのですから……」

「君も言うようになった」

　と、満足そうにアンダーソン。

「お孫さんたちの、感化かな」

「ははは……」

　まんざらでもなさそうに、笑うフジ。

「そう、世代交替で思い出しました」

「何かね？」

「例のタイラーの、馬鹿娘のことです」

「キサラがどうかしたのかね？」

「件くだんの海かい賊ぞくの一件で、惑星ルクサーに島流しだそうですよ。ヤマモト家の総そう領りよう息むす子こも一いつ緒しよだそうです」

「結構なことだ」

　とアンダーソン。

「今や人生、銀河標準時間で百年……一世紀だ。一年や二年の回り道は必要だ」

「同じことを、あのお転てん婆ば娘むすめの父親も、言っておりましたぞ。妙みようにさばさばした表情でした」

「そうだろうそうだろう。あの漢ならさもありなんさ。しかし、ヤマモト君にはショックだったろうな。彼の性格からして……」

「こちらは、合がつ掌しよう……という感じでした」

「ははは、彼らしい」

「当分は、集中神経洗浄カプセルのお世話になるそうです」

「彼らしい……と言ったら気の毒か」

「しかし、父親もそうでしたが、娘は輪をかけて人騒がせですな。ああいうのが、今のニューウェーブとやらの主流だとしたら、銀河も一万年後の、ジェーンの再来を待つまでもないですな」

「戦争を知らない、子供たち……か」

　アンダーソンの言葉は、実に意い味み深しんである。

「想像もつかんね。生しよう涯がいの大半を、戦争の中で過ごしたワシなどには……」

「人間が、何千年経たっても利り口こうにならない理由が、この歳になってやっとわかりましたよ」

　フジ参謀総長が、しみじみ言った。

「『親の心子知らず』。これに尽きます。親の苦労は、子供には伝わらんのです。今の若い連中の口くち癖ぐせを知っていますか。二言目には、『戦争がしたい』ですぞ！　……ったく、我々があれほど必死になって勝ち得た平和を、何と粗そ末まつにすることか。泣きたくなります」

　そう言って、傍かたわらにいたレンを見た。

「レンさん。あなたはどうです？　戦争、お好きですか」

「嫌いです」

　レンはきっぱりと言った。

「戦争がどれほど人じん心しんを荒こう廃はいさせるか、たとえ戦争を知らずともわかります」

「さすが、アンダーソン長官のお孫さんだ」

「ですが、私もニューウェーブ世代の一人として、不ふ遜そんを承知で言わせてください」

「ほう……」

「たとえそれが戦争であっても、同世代なら共に語れる現実の共通体験があるというのは羨ましいことだと思います。私たちには、そういう同世代の万ばん人にんと話せる共通の体験がないのです。それこそ千せん差さ万ばん別べつの価値観で……。それがいいと言う人もおりますけれど、せいぜいが立体テレビの『コズミックマン』が架か空くうの共通体験だなんて、寂しいと思う時もございますわ」

「なるほど。そうかもな……」

「それと──」

「まだ、何か？」

「戦争世代の、何かあると私たちに向かって言う『戦争も知らないくせに』の一ひと言ことには、我が慢まんのならない時もございますわ。鼻持ちなりませんね。たまたまそういう時代に巡めぐり合わせたというだけで……」

「なるほど。これがジェネレーション・ギャップというものか……」

　フジは頷うなずいた。

「いや、歯に衣きぬ着せずに言っていただけて、嬉しい。してみると我々も少しは、いい想いをしたということか……」

「そうとも、フジ君」

　と、アンダーソンは目を細め、何度も何度も頷いた。

「我々が生きたのは、悲ひ惨さんな時代だった……。だが、タイラーや、ヤマモトや、その他大勢の連中の生きたあの時代に生まれ合わせたということは、とてつもない幸福だった」

「今も、そうです！」

　と、フジは広いレセプション会場を見回して、

「ごらんなさい、ここを──!!」

　と、叫んだ。

「ここは、あの頃のままですぞ！」




「義ち父ちが、また発ほつ作さを起こしたらしい……」

　と、末っ子で乳ち飲のみ子のノボルをあやしながら、アザリンは言った。

「パコパコに惚ほれておることにかけては、ひょっとして朕ちん以上かもな」

「陛下……」

　遠慮がちに畏かしこまって声をかけたのは、新しい侍じ従じゆう長ちようである。

「僭せん越えつながら、ノボル様は、乳母に──」

「よい」

　と、アザリン。この声と姿には、相変わらずの威厳が溢あふれていた。

「子の世話は、母親の務めじゃ。地球では、そうなっておる。現に朕は、八人ともそうやって育てた」

「ですが、今は、公式のレセプションの最中ですぞ」

「構わぬ。退さがれ──」

「し、しかし……」

「陛下」

　そこへぬっと現れたのは、黒マントを着た、長身の男であった。

「もし宜しければ、ノボル殿下のお守りは、不ふ肖しよう、この私めが……」

「おお、そちがおったか！」

　アザリンの表情が、ぱっと輝いた。

「ではそちに、ノボルの傅もり役やく申し付ける！」

「御ぎよ意い！」

　長身を屈かがめて、彼は畏まった。

「こうしておると、昔のままじゃの」

　と、アザリン。

「のう、ドム」

「左さ様ように御ご座ざいますな、陛下」

「堅苦しい挨拶はよせ」

「私にはこの方が、心が休まります」

　ル・バラバ・ドムは静かに微笑みつつ言った。

「陛下はどうか、心措きなく来らい賓ひん方と御歓談を──」

「有り難がたい」

　とアザリンは昔のままの快活さで、ドレスの裾を翻ひるがえした。

「そちになら、大事な息子も安心して任せられる。実はな、皆と話しとうてうずうずしておったのじゃ」

「最初に誰と？」

「決まっておる！」

　わからぬかという表情で、責めるアザリン。

「わかっておりますとも……」

「そうじゃな」

　微笑む。

「朕は、パコパコに逢あいに来たのじゃ」

「あまり、タイラーを独占なさいませぬよう……」

　老ろう婆ば心しんながら、ドムは付け加えた。

「誰もが同じ想いなのですから」

「そういうそちが、実はいちばん話すことが多そうじゃな」

「私は……後でゆっくりと。タイラーとは二人きりでなければ話せぬことばかりです」

「そのために前もって子守役を買って出たというわけか。相変わらずの策略家よな」

「買い被かぶりです」

　苦笑して、ノボルを受け取った。

「ほら、高い高い……」

　本当に高いので、ノボルは大喜びだ。

「ドム……」

「は？」

「おまえ、幾つになった？」

「忘れました」

　さらりと言ってのける、国防長官ル・バラバ・ドム。

「数えておりませぬゆえ……」

「そちが言うと、いかにもらしいのう。では、頼む」

「ごゆるりと」

　アザリンが歓声とともに歓談の輪に迎えられるのを見届けてから、ドムはノボルの番に徹てつしきった。きゃっきゃっと言っては歩き回る皇子を、優しい目で見守る。

「こんな所で、子守ですか？　ドム様」

　物陰から、声がした。

「相変わらず、陛下のサポート役に徹するのですな。ま、それが絵になると言えば、なるのですが……」

「貴き様さまこそ、そんな所にこそこそといないで、出て来たらどうだ？」

　と、はしゃぎ回るノボルから、視線を逸そらさずにドムは言った。

「それとも壁の花ならぬ、柱の花を決め込んでいるのか？　シア・ハス」

「たはは……」

　惑星連合宇宙軍の礼服を着たシア・ハスが、頭を搔かきながら現れる。

「宇宙軍に籍を置く都つ合ごう上、強制的にこれを着せられるのはたまりません」

「なるほど……」

　ドムはそのロングドレスを一目見るなり、人目を避けるシアの心情にも合点がいった。確かにこの礼服が、宇宙一似合わない女性は彼女に違いあるまい。確信を持って言える。

「一緒に子守、しましょうか？」

「何をすき好んで、この懐かしい面々が揃そろう会場で子守を？」

「失礼ですが、ドム様よりは子供のあやし方、心得ております」

「そうだったな」

　母親としてもベテランの、シアである。

「シゲ坊がこのくらいだった頃が、つい昨日のようだねえ……」

　ノボルを見て、目を細めるシア。

『ふ、母親の顔になった……』

　と、ドムは心中密ひそかに微笑む。

『あの、シア・ハスがなあ……。結婚式の時、ヤマモトは宇宙一のボランティア男などと呼ばれたものだが、これなら結構幸せであったかも知れぬ』

「ノボル殿下は可か愛わいいですか？　ドム様」

「ああ」

　シアと並んで腰掛け、頷くドム。

「何と言っても、陛下の御み子こだからな」

「そうじゃなくて、子供一般としてですよ」

「子供は皆可愛いものだ。だが、わけてもノボル殿下は、アザリン様の御子であることを抜きにしても、可愛いと俺は思う……」

　本音だろう。

「ドム様にも、これくらいの御子がいても、おかしくないですよ。いや、それどころか、今頃は立りつ派ぱに成人した跡取りがいても──」

「昔のことだ！」

　と、ドムは急に不機嫌になって言った。

「俺自身、忘れかけていたものを……」

「いつまでサリア様に、純潔を貫くおつもりですか？」

　一瞬無防備になった急所にズバッと、言葉の短剣を突き込むシア。

「────!?」

「死ぬまでですか？」

「かもな……」

　と、ドム。

「別に、サリアに忠義立てしているわけではないぞ。なんとなく、独ひとり身が板に付いてしまっただけのことだ。不自由はしておらぬ。それに、相も変わらぬ多た忙ぼうでな、色恋などしている暇はない」

「相変わらず、噓をつくと構えてしまうのですね、ドム様は……」

「何が噓なものか。サリアはサリア、死んだ者に恋焦がれてもせんのないことだ。いずれは逢える……」

「生きた者と、血の通った生活を築くのも、楽しいものですよ。たとえそれがどんなに、忙しい戦争のような毎日だとしても……」

「変わったな、シア・ハス。本当に変わった」

「たはは……よく言われます！」

「この分では、ヤマモト家は今以上の大所帯になるな」

　確信とともに、ドムは微笑んだ。

「結婚しましょうよ、ドム様」

　と、シアは少女のように瞳ひとみを輝かせ、言った。

「サリア様は、ドム様が『再婚』したからといって、冥めい途どで目くじら立てるほど、御お心こころの狭い御方ではないはずです。それはドム様が、いちばんわかっていらっしゃるはず」

「確かに……」

　と、ドム。

「実は、私が何となく独り身を通している理由は、まさにそれかも知れんな。咎とがめるようなサリアではないからこそ、他ほかの女に食指も動かぬのだ」

「なるほど。道理ですな……。男心を摑つかんで離さぬ秘訣は、そんなところかも知れませんね。あたしにゃ無理だ」

　最後のところは、苦笑しながらシアは言った。

「ヤマモトは、浮気でもするのか？」

「しません」

　と、シア。

「素そ振ぶりでも見せたらこのあたしが、生かしちゃおきません。ただ、お付き合いが多くてね。マコちゃんはあの通り、断り切れない性格だから……」

「愛しているな」

「ん……まあ……」

　ぽっと赤面して、うなだれるシア。

「結婚せずに、子供だけ作れればよいのにな」

　と、ノボルを肩車しながら、ドム。

「何を笑っている……」

「あ、いや……」

　吹き出しそうになるのを必死にこらえながら、シア。

「あまりにも、絵になっていたので……。その、バツイチパパのようだったので……」

「絵になっていたか？」

「え、ええ……まあ……」

　遂ついにこらえ切れず、横を向いて爆笑するシア・ハス。その発作が収おさまるのを、ドムは辛しん抱ぼう強く待った。

「で──」

　と、ドム。

「多忙な私に、アルトマンの会員になれとでも言うのか？」

「ドム様の条件でしたら、引く手数多あまたです。背も、収入も、地位も高いですからね。ルックスもまあまあ、性格はやや過激ですが根はいいし……。あ、なんなら銀河中央テレビの人気結婚番組、『巡り逢い銀河』に出場申し込みしてみませんか？」

「ああいうのを、見ているのか？」

「主婦ですから……」

「その言葉、無敵だな。そうまでして私を、所帯ずれした中年男のレベルにまで引き摺ずり降ろしたいか？」

「見てみたいです、素直に──」

　今のシアなら、かつての上司にも面と向かって、言える。

「職業・国防長官、四十ン歳の名札を付けて、『巡り逢い銀河』に出演するドム様をね」

「生涯サリアに純潔を誓ちかうことにした」

　と、ドム。

「私の決意は固いぞ、シア・ハス」

「はいはい……」

　想像しただけで、笑い転げるシアであった。

「ま、そうそういい出逢いなど、そこら辺に転がっているわけは──」

　ドムの表情が、一瞬にしてひきつった。

「シア・ハス……」

「はい」

「結婚したくない理由が、またひとつ増ふえた……。こういうのが日にち常じよう茶さ飯はん事じになっては、かなわぬ……」

「はい……」

　ノボルはドムに肩車されたまま、おもらししてしまったようだ。ドムのマントは肩から背中にかけて濡ぬれ、あまつさえ湯気が立っていた。

「どうやら私のイメージは、家庭とは相容れぬようだ」

「ぷ──」

　これが笑わずにおれようか。シアはドレスを着たまま転げ回った。

「はい、着替えていらっしゃい」

　と、ひとしきり笑った後で、ノボルを受け取り、シアは言った。さすがに母親だけあって、慣れている。

「陛下に、伝えておいて欲しい」

　と、遠慮がちにドムは言った。

「畏おそれながら、おむつを外はずすのは、ほんの少しばかり早かったとな……」

「はいはい」

　シアは微笑んで、そっとノボルの耳に囁ささやいた。

「よくやったぞ、おまえ……。この調子で、ドム様を抜き差しならない結婚にまで、追い込もうな！」




「今出て行った黒マントは、ドム君じゃないか？」

　と、宇宙一の有名人がきょとんとして言った。

「ええ。何だか血けつ相そうを変えていましたね」

　と、連れのカトリが言った。

「何かあったのでしょうか？」

「僕と違って、忙しい人だから……」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーは一瞬後には、いつものにこやかな笑顔に戻っていた。

「ま、好きで忙しがっている者に、寛くつろげる時はないよ。さ、懐かしい顔に再会しようか」

「そうですね」

「パコパコ！」

　レセプション会場に入ると同時に、彼を見付けたアザリンが飛び付いてきた。

「元気そうじゃな!!」
















「陛下こそ……」

　心の底からの微笑みで迎える、珍獣パコパコ。

「ますます御ご壮そう健けんではありませぬか。安心しました」

「朕との間で、他人行儀はよさぬか」

　と、アザリン。

「そちらしゅうない。昔のままに、アザリンちゃんで結けつ構こうだ」

「十四を頭かしらに八人の子持ちの母親に、アザリンちゃんもないもんでしょう……」

「皆の心の中では、永遠のアザリンちゃんなのじゃ」

「なるほど……」

　臆おく面めんもなくそう言われれば、タイラーは頷くしかなかった。

「映画を撮っておくのでしたな。『ローマの休日』のような……」

「映像なら、ある」

　と、アザリン。

「そこらじゅうの戦争記録映像を見てみろ。ひとつの例外もなく、若い頃の朕が映っておる」

「今度セレクトして、ディスクにまとめておきましょう」

「そんな話をしたかったのではない！　この一年で、そちに伝えたいことが、山のように増えたのじゃ！」

「私もです、陛下。でも、陛下は機関銃のように喋しやべりまくって、私に話す時間を与えてくれないのでしょうなあ。いつものように……」

「そうじゃ。覚かく悟ごせいよ。実はな──」

「やれやれ」

　と、付き人の重責から解放されたカトリが、肩を竦すくめる。

「この二人の間にだけは、余人が入り込む隙すき間まはないんだな。それが奥さんや、旦だん那なでも……。陛下とパコパコ……特別なんだ。羨ましい」

「野や暮ぼなこと言わないのよ」

　カトリの肩を叩たたいた者がいる。誰あろうタイラーの愛妻、ユリコであった。

「奥さん……」

「あぶれた者同士、一杯飲やりましょ」

　ブランデーグラスを差し出す。

「いいんですか？　妬やけませんか？」

「何を今更……」

　と、ユリコは慣れたものであった。

「パコパコの心は、陛下のものね。でも、ジャスティ・ウエキ・タイラーの心は……」

「はいはい。僕が野暮でした」

「いっつも貧びん乏ぼう籤くじね、カトリ君は……」

「言わないでください。後悔はしてません。僕が馬鹿だったんです……」

「別にあなたの結婚のことを、言ってるわけじゃなかったのに──」

　他に何があると言うのだ。

「あなたの、一生の不覚だなんて……」

「いいんです……」

　見るも無む惨ざんに意気消沈する、ハロルド・カトリ。

「僕は僕で、強く逞たくましく生きてますから──」

「頑張ってね」

「はい……。そう言えば、思い出しました。初めてタイラー閣かつ下かに逢った時も、あなたと御一緒でしたね」

「覚えていてくれたの、嬉しいわ！」

　瞳を輝かすユリコ。

「忘れられるもんですか」

　と、カトリ。

「なにせ、車でガードレールから飛び出して、九死に一生を得ましたからね。一晩中岩棚で過ごして、救助のヘリが来てくれた時は、仏に見えましたよ」

「そうだったわね」

「あれからしばらくの間、タイラー艦長には言われ続けましたよ。何かあると、『つれないよ、カトリくぅ～ん、一緒に一晩過ごした仲じゃないか』って」

「あら、私にもよ」

　とユリコ。

「で、どうしました？」

「もちろん、張り倒してやったわ」

「やっぱり……」

「何を二人で、楽しそうに話しとるんじゃ」

　振り返ると、忘れようのない顔。

「ドクター！」

「や、ひさしぶり……」

「本当に──!!」

　ドクター・ヒデザブロー・キタグチ軍医総監は、あの頃と少しも変わってはいなかった。少なくとも、外見上は──。

「やっと外見相応の、年齢になってきましたね」

　とカトリ。

「どういう意味じゃ。あまり医者を馬鹿にすると、あの頃の恥ずかしいカルテを公表するぞい」

「ははは……」

「ワシ自身としては、大いに変わったがね」

「どこがです？」

　と、ユリコ。

「酒量が、増えた……」

「肝臓、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、心配そうに尋たずねるユリコ。

「安心せい。十年前に、人工肝臓に換装してある!!」

　胸を叩いて言った。医学の進歩は不可能と言われたコンパクトな人工肝臓をも、可能にしていた。

「おかげで一いつ斗とでも二斗でも、飲める！　今では必要なカロリーすべてを、酒で賄まかなうことも可能じゃ」

「はあ……」

「眼めだけじゃなく、とうとう肝臓まで……」

「おかげで体調は、万全じゃ。じゃが、困ったこともある」

「何です？」

　どうせろくでもないこととは知りつつも、ついつい尋ねてしまうカトリであった。

「人工肝臓のアルコール分解能力が高すぎて、いくら飲んでも酔えんのじゃ。こないだも、ふと昔のように悪酔いしてみとうなって、純粋エチルアルコールに亜硫酸ソーダと砒ひ素そと青酸カリと、トイレの洗浄剤を混まぜて飲んでみたが、たちどころに分解されてピンピンしておる。面おも白しろいからいろいろ飲んでみるが、さっぱり酔えん。つまらんから、分解能力を多少下げて、微量のアセトアルデヒドは血中に流れ込むように調整しようと思うておるところじゃったりする」

「ど、どうか今のままで……」

　と、思わず後じさりするユリコ。

「ところでな、ユリコ君」

「はい？」

「君ンとこの、キサラじゃが、ルクサー行きのおしおきという話は、本当なのか？」

「本当です」

　とユリコ。

「母親の私が言うのもなんですけれど、自じ業ごう自じ得とくですわ」

「それはいいんじゃが、惑星ルクサーには、未だに質たちの悪い風土病が残っておる。出発前にワシの所へ来て、予防接種をしておくように、言っておきなさい」

「恐れ入ります」

「なあに、これも仕事じゃよ。なにしろ、キサラを取り上げたのはこのワシじゃ。言わば娘のようなもんじゃよ」

「そう言えば、そうだったんだ」

「あの頃から、人の手を煩わずらわせるのが大得意じゃった……。ワシをあそこまでてこずらせおった赤ン坊は、他におらん」

「なんか、後こう生せい恐るべしって感じですね……」

　とカトリ。

「うちの子なんか、手がかからないのだけが取とり柄えって感じで──」

「逃げてるだけでしょ。父親が……」

　ユリコもなかなかに辛しん辣らつだ。

「でもあの子のことだから、惑星ルクサーでも、多分大丈夫でしょう。なにしろあのタイラーの娘ですからね。病気の方で逃げるわ」

「ユリコさんが言うと、説得力ありますねえ……」

「それより心配なのは、一緒に島流しにされるシゲチヨ君よ。彼、病気に好かれそうな体質だから……」

「確かに見るからに……って、感じですよね」

「お守りを、持たせてあげないと」

「なんかユリコさんは、キサラちゃんよりシゲチヨ君の方が可愛いって気、しません？」

　カトリがドクターに、そっと尋ねる。

「そうかも知れん」

　と、ドクターは言った。

「キサラは、生まれた時こそ大難産じゃったが、それ以降は健康そのもの。周囲の手は焼かせても、育てるには手のかからん子供じゃったからなあ……」

「シゲチヨ君も、虚きよ弱じやくというのではないんですがねえ……」

「母親のスパルタ教育が、裏目に出た典型じゃ。じゃが、ああいう育てられ方をした割には、奇跡のようによい子に育っておる」

「そのよい子で、すべて言い表されてしまうところが、彼の悲しさなんでしょうね、きっと……」

「まったくじゃ」

　カトリとドクターとは、顔を見合わせて、ため息をついた。

「ともかく──」

　気を取り直して、一いつ升しよう瓶びんを開けた。

「シゲチヨの前途に幸さち多からんことを祈って、乾かん杯ぱいじゃ！」










　第八章　反省してます




「シケタ惑星だなあ……」

　と、衛えい星せい軌き道どう上じようを回る連絡宇宙船の船せん窓そうから、惑星ルクサーを見下ろしキサラはぼやいた。

「噂うわさには聞いていたけど、噂以上に不毛な惑星らしいや。開発も、遅れているらしいし……」

　ただそれだけで、先進惑星育ちのキサラはもう気が滅め入いる。

「それだけ手付かずの自然が、ふんだんに残されているってことじゃないかなあ……」

　こちらは、キサラの隣となりで瞳ひとみを輝かせるシゲチヨ。

「大自然があって、鳥や動物がいて、虫や魚にも、親しめるんだろうなあ……。ちょっと楽しみだぞ」

「物は言い様ようだなあ、シゲチヨ」

　シゲチヨの肩に手を回し、ニヤリと笑うキサラ。それはいじめの前ぜん兆ちようであった。この笑顔が、怖こわい。

「手付かずの大自然か、いいよなあ……。まったく都会人のデリカシーを理解しない田舎いなかモンの無神経には、ムカつかさせてくれるゼ」

　そう言って、拳げん骨こつでシゲチヨの赤い頭を、グリグリする。

「今度あたしの前で、大自然とか言ってみな。その時は、首まで底無し沼の中に突っ込んで、おまえの好きな大自然、たっぷりと堪たん能のうさせてやるゼ。わかったか!?」

「はい……わかりました……」

　涙目で頷うなずく、可か哀わいそうなシゲチヨ。

「……ったく、誰のせいでこんな片かた田舎いなかの辺へん鄙ぴで未開発の辺境惑星に飛ばされたと思ってるんだ。少しは反省しろ！」

「はい……」

　本当は、自じ業ごう自じ得とくである。そもそもシゲチヨは、ここに来なくても済んだのだ。

「おい、シゲチヨ！」

「はい……」

「おまえ、本当ならもっと軽い懲ちよう罰ばつで済んだくせに、自みずからあたしと一いつ緒しよにルクサー行きを志願したんだってな」

「そ、そうなんだ……」

　とシゲチヨ。

「ここに、来たいと思ったんだ。君と一緒に……」

「おまえにしちゃ、殊しゆ勝しような心掛けじゃねえか」

　ほっと、シゲチヨが安あん堵どしたのも、束つかの間まであった。

「あたしが『お勤め』を終えて帰って来た時の仕返しを恐れるあまり、いい子ぶりやがったな。昔からおまえは、そうなんだよ。本心でもないくせに……。だけどそんなもんで許して貰もらおうなんて姑こ息そくな考え、甘えんだよ！」

　そう言って、シゲチヨの両こめかみに拳こぶしを当て、両側からグリグリした。旧ふるくからある地球の伝承では、この拷ごう問もんを『みさえ攻撃』と呼ぶらしい。

「そんなおまえを見ていると、ますます無む性しようにいじめたくなるんでい!!」

「あ、ああ……」

　どこまでいっても、救われないシゲチヨであった。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー、シゲチヨ・ハス・ヤマモトの両名！」

　連絡船座ざ乗じようの、女性士官が二人の名を呼んだ。

「そろそろ、娑しや婆ばの見み納おさめですよ。準備をなさい。荷物の準備と、心の準備をね」

「覚かく悟ごはできてる。さあ殺せ！」

　構かまえるキサラ。

「ルクサーは、いい所ですよう」

　と、微笑ほほえみながら三十過ぎの女性士官は言った。彼女にとって、それが密ひそやかな楽しみでもあるようだ。言ってみれば彼女は、三さん途ずの河の渡し守みたいなものだった。

「支し度たくは、もうできています」

　とシゲチヨ。

「それでは規約により、荷物を点検します。わかっているでしょうが、ルクサーは酒、煙草たばこ、その他一いつ切さいの嗜し好こう品ひんは持ち込み禁止です」

「わかってるよ。何もない、辺鄙な惑星なんだろ。せめて自然を楽しめってか？」

「何か勘かん違ちがいしているようですね。タイラー候補生」

「は──？」

「ルクサーは、辺鄙なのではない。ただ故意に、開発を遅らせているのです。最低限の開かい墾こんと、農業だけでね。そのために、惑星連合が官費で買い取ったのです」

「何のために？」

「ひとつには、あなたのようなろくでなしを更こう生せいさせるための矯きよう正せい施設として……」

「ふん……」

「もうひとつは、人類に残された、最後のサンクチュアリ（聖域）として、自然を保護する目的のために。ここは、太たい古この地球にとてもよく似た環境が保たれているのです」

「つまり、懐古趣味の鑑別惑星ってわけですか？」

「そういうことです。おや？」

　と、彼女はキサラの荷物の中から、ヘッドフォンステレオと３Ｄヴァーチャルゲーム機を取り上げて、

「これは何です？」

　と、律りち義ぎに問い詰めた。

「見りゃわかるでしょ」

　と、キサラは涼しい表か情おで言った。

「ウォーキーに、ゲームガイです」

「当方の趣しゆ旨しを、御理解いただけなかったようですね、タイラー候補生」

　そう言って、意地悪く微笑む女性士官。

「没ぼつ収しゆうします」

「なんで？」

「ルクサーには、一切の文明機器は持ち込み禁止です。必要最低限の医療用品と、通信施設以外には、極きよく力りよく持ち込ませない方針を取っていると、何度も船中で説明しませんでしたか？」

「さ、さあ……」

　と、とぼけるキサラ。

「忘れました」

　ケロッとして、シラを切る。

「ともかく、承知でこれを持ち込もうとした以上、懲罰は免まぬかれませんね」

「野郎！　シゲチヨ!!」

　と、キサラは、やにわにシゲチヨの頭を小脇に抱かかえ込み、脳天をグリグリした。

「てめえ、あたしの荷物に御禁制の文明の利器を紛まぎれ込ませやがったな！　なんて悪知恵の働く奴だ。この抜け荷野郎め!!」

「はぁ～っ」

　と、女性士官は大きなため息をついた。

「もうおやめなさい。わかりました。この件は不問にします」

「聞いたかシゲチヨ！」

　と、キサラ。

「なんと寛かん大だいな御処置だ。これというのも、咄とつ嗟さにあんたを庇かばってやった、あたしのお陰だ。感謝するんだゼ」

「とほほ……」

　もう何も言いたくない。

「どうやらあなたには、徹底した矯正が必要なようですね」

「そうだとも。たっぷり反省するんだぞ、シゲチヨ」

「そうじゃなくて……」

「大気圏降下、十分前です。さっさと準備なさい」

「惑星上に降下するだけで、準備が必要なんですか？」

　と、不思議そうにキサラ。

「シャトルで降りるだけでしょう？」

「ルクサーには、宇宙港、及びそれに類する施設はありません」

「へ──!?」

「これも環境保全のためです。衛星軌道上に、中継用のステーションがあるきりですが、それも緊急時以外には使用を認められていません」

「じゃあ、どうやって降りるんですか？」

　シゲチヨが尋ねた。

「まさか、宇宙船も降りられないなんて……」

「大気圏突入用の、パラシュート付きカプセルです」

　と、ここぞとばかりに女性士官は笑って言った。

「人類が最初に宇宙から帰還した時からの、由ゆい緒しよある手段ですの。光栄に思いなさい！」

「うげ──!!」

　とキサラ。

「あれってば、もしも万が一に突入角度が浅過ぎたら大気圏に弾はじき飛ばされ、永遠に宇宙の孤児となり、逆に深過ぎたら、摩ま擦さつで燃え尽きちゃうのと違う？」

「ごく希まれにはね……」

　と、これもおそらくは演出された、お決まりの返事なのであろう。にやあっと笑って、女性士官。

「あまり聞分けのない懲罰者の場合には、わざと角度を狂わせることもありますよ。じわじわと死を待つのと、一瞬にして燃え尽きるのと、どっちがいい？」

「結けつ構こう悩むな……」

　と、真剣に考えるシゲチヨ。

「悩むな！」

　とキサラ。

「どっちも嫌いやです!!」

　きっぱり言った。

「宜よろしい！　だったら少しは反省なさい」

「何も悪いこと、してません！」

　これもきっぱりと言った。冗談でなく、キサラは本当にそう思っているのだった。

「でも、いまどき大気圏突入カプセルに乗るなんて、ここでしかできない貴重な体験かも知れないな……」

　どんな時にもメゲたりしないのが、ほとんど唯ゆい一いつ、キサラのいいところであった。

「ちゃんと、海に降下させてくれるんでしょうね？」

「その点は心配ないわ。降下時間と予想地点は、地上に伝えますから、すぐに船で、拾いに来てくれますよ」

「すぐにって、どれくらい？」

「そうね……銀河標準時間で三時間以内には……。二時間くらいの誤差は日にち常じよう茶さ飯はん事じですけど」

「場合によっては、五時間も、海の上を漂うんですか!?」

「カプセルが流されて、二十八日間、漂流した受刑者もいます。でも安心なさい。万が一の場合を想定して、カプセルには一か月分の食糧と、海水を真水に変えるフィルターキットが常備されています」

「シゲチヨと一か月も、二人きりで海の上なんて、御ご免めんです！」

　キサラは猛然と反はん駁ばくした。

「襲われたら、どうするんです！　可愛い顔して、こいつはケダモノなんですよ!!」

「それは……ないよ……」

　と、小さな声でシゲチヨは反論した。

「絶対にない……。逆はあってもね……」

「わからんぞ。こいつは根は、スケベだからな」

「万が一ですよ、万が一！」

　呆あきれる女性士官。

「でも、少々の遅れは覚悟なさいね。なにしろ船と言っても、木造船なんですから……」

「木造船!?」

　二人は声を揃そろえて驚きよう嘆たんした。

「木の、お船……」

「そうですよ。極力環境に悪影響を及ぼさないように、ルクサーでは内燃機関の使用は認められていません。むろん、核分裂エネルギーも、核融合もね。だから船も、帆はん走そう船せんか手て漕こぎボートの類たぐいに限られます」

「手漕ぎかあ……」

　と、キサラ。

「じゃあ、ガレー船の下甲かん板ぱんに鎖で数珠じゆず繫つなぎにした奴ど隷れいを並べて、オール持たせて鞭むちでしばいて、『漕げ漕げ～、死ぬまで漕げ～！』ってのは、ありなんだ……。よかったなあ、シゲチヨ。おまえ向きだぞ」

「どういう発想をしてるんですかッ!?」

　女性士官は、キレた。

「ともかく。それほど環境を大たい切せつにすることでは徹底したルクサーです。今から覚悟を決めておかないと、向こうに着いてから苦労しますよ。突入カプセルだって、自然に還かえるよう、特殊な紙と、木と、有機プラスチックだけで出来ているんです。もちろん、強度的には何の問題もないけれど、かえってコストはかかっているんですよ」

「そうまでして、守らなきゃいけない自然って、何なんですか？」

　キサラには、わからなかった。

「教えてください」

「初めて、素直に疑問を口にしましたね」

　女性士官は微笑んで、言った。

「それは、あなたがルクサーに着いて、自分で考えて、答えを出しなさい。ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……」




「何で、そんなに、楽しそうにしていられるんだよ!?」

　と、キサラにはシゲチヨの落ち着きが、無性に苛いら立だたしい。

「こんな辺鄙な、何もない惑星なんだぞ！」

　見渡す限りの大おお海うな原ばら、着水したカプセルの中で迎えを待つ心細さときたらない。

「だからいいんだよ」

　とシゲチヨ。

「何もない。だけど自然は、いっぱいある。人間が本当に人間であるということを、再認識することができる惑星ルクサー。ここは素す晴ばらしい所だよ。僕はここを、懲罰惑星だなんて思ってないよ。むしろ人じん為い的てきな物のまったくない、最高のリゾートさ。正直白状するけどね、キサラ、僕はずっと前から一人でも、ここに来たかったんだ。だから君がここに来ると決まった時、自らルクサー行きを志願したというわけさ」

「ふ～ん」

　ニヤリと笑って、キサラ。

「そうかそうか。哲学者だな～、シゲチヨ……」

　そう言って、首筋を後ろから抱かかえ込んだ。あのクライバーン大佐直じき伝でん、完かん璧ぺきなスリーパーホールドだった。決まった。

「だったら、あたしがいなきゃ、もっとよかったろ!?　気の毒にの～」

「そ、そんなことは……」

　シゲチヨは、五秒で落ちた。

「あたしは、嫌だ、こんなとこ……」

　と、キサラはカプセルの天てん井じようを開いて、空を見上げた。紺こん碧ぺきの空と、群ぐん青じようの空。たまに群れ飛ぶ、灰色の、地球のカモメに似た海鳥……。他には、何もない。見事なまでの、水平線であった。

「来たくなんてなかった。あたしの二度とはない青春を一年間も、こんな惑星で埋もれさすなんて……嫌だ。すぐにでも帰りたいよ～！」

　海に向けて、叫んだ。もちろん返事はない。空を見上げる。その瞳には、人前では死んでも見せない、真珠色の滴しずくが光っていた。

「あたしの本領は、ギラギラした人間たちの欲望の間でしか、光り輝かないんだ……。こんな場所じゃ……」

　キサラは父親譲りである自分の資質を、誰に教えられるでもなく本能的に知っていた。まさに乱らん世せの女じよ傑けつなのである。

「おい……」

　気絶したシゲチヨを、見下ろす。

「動機は気に入らないけど、よく一緒に付き合ってくれたな……」

　滴が一粒、シゲチヨの額ひたいに落ちて弾けた。

「たっぷり八つ当たりさせてもらうけど、承知の上だよな。それで満足なんだろ、おまえ……」

　ちょっぴり怖こわいかも知れない。

「いつまでも、あたしの可愛いサンドバッグでいてくれよ、シゲチヨ。そのためには、あたしは全力で、おまえを守ってあげるから……」

　やがて水平線に、白い帆ほが見えた。




「船長の、ドルトン・ドレイクです。通称ＤＤで結構」

　と、麻布で作った貫かん頭とう衣いを着て、髭ひげを伸ばした四十がらみの男が、二人に握手を求めた。

「惑星ルクサーへようこそ！　ここは素晴らしい場所ですよ」

「ふん……」

　キサラは断固としてその手を拒こばんだが、蘇そ生せいしたシゲチヨは、

「宜しく……キャプテンＤＤ」

　と、気恥ずかしそうにではあるがドレイク船長と握手した。

　船員たちの着ている服は、どれも目の荒い麻か木綿であり、それも無着色無漂白であった。環境保護の観念が、そこまで徹底しているのだ。装飾はおろか、ボタンすら用いられていない。これがいわば、この惑星の『制服』といったところか。

　とにかく、少しでも自然を害すると思われるものは、徹底して排除してあるのだった。ここに来た者は、船員たちのその格かつ好こうを見ただけで、あだや疎おろそかにはできないと思ってしまう。確かにそれだけの効果はあった。

「見たかシゲチヨ」

　だがキサラは、意に介した様子もない。シゲチヨに、そっと耳打ちして言うことには、

「連中のあの格好……。揃そろいも揃って、ダサい服着てるじゃん」

　だが、甲板に現れた中年の女性が、

「ようこそ」

　と微笑んで挨あい拶さつしたあと、二人に、

「さ、二人とも、これに着替えてくださいな」

　と言って、彼らと同じ服を手渡した時は、さすがにキサラの表情はひきつった。

「嫌だ！」

　と、言げん下かに叫さけんだ。

「断固拒否する!!　それともルクサーでは、嫌がる者に無理やり、囚人服を着ることを強制するのかよ!?」

「それはそれで構いませんけど……」

　当惑しながら、彼女は言った。キサラの母のユリコと同じくらいの年齢だろうか。だが横幅は二倍はある。ただし、昔はさぞや美人だったろうと思わせる、片へん鱗りんくらいはあった。

「ここでは、浮いてしまいますよ」

　老ろう婆ば心しんから、そう言った。

「浮いたって、構わない！　好きな服を着る権利は、誰にもある！」

「でも、この服は慣れればとても、着心地がいいんですよ」

「それがいつもの、おまえらの手だな」

　とキサラ。

「このズダ袋を着慣れた頃には、ルクサー教に洗脳されているという寸法だ」

「まあまあ……」

「ぼ、僕は着ます……」

　とシゲチヨ。

「ほう……着るのかシゲチヨ。この裏切り者！」

「う、裏切り者と言われても……」

　板いた挟ばさみのシゲチヨ。辛つらい。

「でも、郷ごうに入っては郷に従えって言うし……」

「相変わらず、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで主体性のない奴だな。そんなことだからいじめの標的にされるんだぞ」

　いじめている当の本人に言われていれば、世話はない。

「じゃあ、あなたは着るのね。はい」

　と、手渡され、

「あ、ありがとう……おばさん……」

　思わず微笑んでしまうシゲチヨ。

「アムジアよ」

　と、にっこり微笑んで彼女は言った。

「でも、おばさんでもいいわ。気が向いてくれたら、おかあさんでもいいの。ここではみんなにそう呼ばれているわ。あ、言い忘れたけど、陸おかに着いたら、二人の寮りよう母ぼさんになります。宜しく」

「よ、宜しく……」

　どぎまぎするシゲチヨに、

「おまえ、ホンットに、ああいうタイプに弱いのな」

　と、悪魔の表情でキサラが囁ささやいた。

「いつも正反対のタイプに、揉もまれているせいかなあ……、なあ？」

　これは一種の誘導尋問であった。うっかりシゲチヨが『うん』とでも頷うなずこうものなら、

『なんじゃ、コラ！』

　と半殺しにされることは火を見るよりも明らかである。キサラの、常じよう套とう手しゆ段だんなのだ。

「そ、そんなことはないよ……」

「この野郎、逃げるのがうまくなった……」

　そう言って、シゲチヨの脳天を、グリグリ攻撃だ。

「そりゃ、何度もやられてればね……」

「なんじゃと!?　コラ！」

「し、しまった……!!」

「うりうり！」

　まだまだ甘い、シゲチヨであった。

「まあまあ、仲がいいのねえ……姉弟みたい」

　微笑むアムジア。

「そ、そうじゃなくて……」

　涙ぐむシゲチヨ。

「じゃ、あたしは港に着くまで、甲板の下にいるから、何かあったら呼んでね。それにしても、優しそうなお姉さんだこと。オホホ……」

「な、なんかズレてる……」

「船の上にいる間は、ゆっくりと寛くつろいでいたまえ」

　と、ドレイク船長。

「陸に上がれば君たちは勤労奉仕活動に従事することになるが、船の上ではお客さんだ。何でも尋ねていいぞ」

「じゃあ、この船を動かす仕組みを、見せてください」

　すかさずシゲチヨ。キサラから逃げたい一心もある。

「帆はん船せんには、とても興味があるんです」

「いいとも！　案内してあげよう」

「船長が!?　光栄です！　嬉うれしいです……」

「さてはおまえ、帆船おたくだな」

　とキサラ。

「よっ、ヒラガー二世！」

「男は大たい概がいそうだよ」

　一緒にいたくないシゲチヨ。だがキサラは放してはくれない。放すはずがないのだ。誰よりもシゲチヨに依い存ぞんしているのは、キサラなのだから……。

「この『メトセラIV』は、六百九十トンの、木造帆船なんだ」

　と、ドレイク船長。

「二本マスト……地球の旧ふるい分類で言えば、ブリックということになるね。帆走オンリーだが、設計自体はコンピューターによる最新のものだから、追い風なら十四ノットは出るんだ。なかなかどうして、大したものだろう？」

「ええ、凄すごいですね」

「たった十四ノットじゃないか」

　と、キサラ。

「どんな鈍どん速そくの宇宙船だって、その一万倍は出るじゃない。自転車より遅いわ」

「そうだね」

　人間の出来た船長は、キサラの無ぶ礼れいな言葉にも怒るどころか、微笑んで頷いた。

「だけどね。その十四ノットの速度を実感してごらん。たとえ亜高速で宇宙空間を疾しつ走そうする宇宙船からだって、星は止まって見える。だけどね、この船上で、肌に感じる十四ノットというのはね──」

『メトセラIV』が、帆を上げた。その瞬間に、ふわっと潮しお風かぜが、ブリッジにいる三人の頰ほおに当たった。

「どうだい!!」

「凄い!?」

　シゲチヨは手放しで絶ぜつ賛さんした。

「どんな宇宙船より、速く感じる！」

「錯さつ覚かくよ」

　とキサラ。

「あたしは、こんなことくらいで懐かい柔じゆうされたりはしないわ」

「いいでしょう。お嬢さん……」

　と船長。

「君くらい頑がん固こな方が、本当に目覚めた時には頼もしいかも知れないね。ルクサーでは一年かけて、たっぷりと君の目から、鱗うろこをこそぎ落とすことになるだろう……」

「もう、目から鱗が落ちっ放しですよ！」

　とシゲチヨ。

「そうか、この帆船の心ここ地ち好よさがベースにあったからこそ、人類は宇宙を目め指ざしたんだなあ……。実感したぞ!!」

「穏おだやかな海ばかりじゃないぞ」

　と、船長。

「一度、時し化けの時に海に出てみたまえ。また人生観が変わるよ」

「その機会があれば……」

「あるさ」

　と、船長。

「たっぷりあるよ。どうやら君は、船乗り向きのようだな。よかったら管理事務局に配置転換を申請するかね？」

「ええ。是ぜ非ひそうします！」

「やれやれ、まったくたやすく洗脳されるガキにも困ったものだ……」

　肩を竦すくめるキサラ。

「子供だな」

「子供で結構」

　と、初めてキサラに逆らってまで胸を張るシゲチヨ。

「僕は心の広い、海の男でいたいんだ」

「だ～れが……」

　シゲチヨにクライバーン直伝アキレス腱けん固めをかげながら、キサラ。

「心の狭い女だって……」

「はい……」

「本当に君たちは、いいコンビだね」

　と、微笑む船長。

「そ、そうでもないです……」

「見ていて羨ましいよ」

「よければいつでも、代わりますけど……」

「はっはっはっ、やめとく！　そのお嬢さんには、僕も敵かなわないだろうからね」

　賢けん明めいであった。

「あっ！」

　と、その時キサラが初めて驚いて、思わずシゲチヨを離した。

「今の……潮……」

「見えたかね」

　と、ウインクするドレイク船長。

「今のが──」

「噴水みたいだった！」

　と、シゲチヨ。

「あ、また!!」

　海面に、白い潮が噴ふき上がり、そして一瞬だが灰色の岩のようなものが垣かい間ま見えた。その上空には、鳥がいっぱい群れている。

「あれは……」

「まさか……？」

「そう」

　頷く、船長。

「鯨くじらだよ」

「クジラ………」

「もう銀河のどこに行っても、ここでしか見られない。地球はもちろん、他の惑星でも悉ことごとく絶滅してしまった……」

　慈いつくしむように、ドレイク船長は言う。

「だが、このルクサーには、たくさんいる。本来、ルクサーには、海洋性の哺ほ乳にゆう動物はいなかったのだが、多くの種しゆを近隣の惑星から集めて放したのだ。元の惑星では乱らん獲かくにより絶滅したが、ルクサーの環境が彼らに適したのだろう、ここでは順調に増えている」

「そうだったんですか……」

　と、感心するシゲチヨ。

「ここは本当に、最後の楽園なんですね」

　その時、クジラが大きくジャンプした。その雄大な全容は、彼らを驚かせずにはおかなかった。

「凄い!!」

　叫ぶシゲチヨ。

「今のは……地球原産のザトウクジラですね。あんなにジャンプするクジラは、他にいない」

「そうだ、よく知っているな。それにしてもラッキーだったね」

　と、頷きながら船長。

「今のような豪快なジャンプは、毎日海に出ていても滅めつ多たに見られないんだ。君たちは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスに当たったんだ。クジラも君たちを歓迎している」

「歓迎ついでに……」

　と、キサラが言った。

「今夜の歓迎会は、鯨ステーキと、さらしクジラで決まりね！」

　ドドッとコケる、甲板上の乗組員たち。

「キサラ!!」

　と、見るも無残に狼ろう狽ばいするシゲチヨ。

「何てことを──!?　クジラが絶対保護動物で、密漁者は、発見され次第即座に射殺されても文句言えないことは、知らないわけじゃないだろ!?」

「馬ば鹿かにするな！　もちろん知ってるわよ」

　と、キサラ。

「言ってみただけ、言ってみただけ」

「冗談にもほどがある!!」

　さすがに温厚なドレイク船長も、これには呆あきれ果てたを通り越して激げき怒どした。

「君は我われ々われルクサーの住民が、どれほど大たい切せつにクジラを保護しているか、知っているのかね!?」

「ははあ、さては……」

　と、キサラ。

「あなたたち、クジラを食べたこと、ないわね。そうでしょ？」

「う──!?」

　諭さとすつもりが逆に突き付けられ、一瞬顔がん面めん蒼そう白はくから、しどろもどろになる船長。

「な、ない。ないが……君は食べたことがあるのか」

「何度もあるわ」

　と、胸を張って勝ち誇ほこるキサラ。

「あ、あんな高価な物を……。どうやって？」

「パパがいつも、闇やみルートの鯨肉やクジラベーコンを、買って来てくれたからね。そういうところには、強力なコネがあるのよ」

「そ、そうなのか……」

　驚く船長。

「どんな味がする？」

「ちょっと口では、言えないなあ……」

　と、ニタニタするキサラ。ここに至って、完全に立場は逆転した。

「ステーキや大和やまと煮にも最高だけど、酢す味み噌そに漬けた鯨の皮の薄切りや、辛から子し味噌を詰めた鯨の腸なんて、もう最高よ」

「う、じゅるる……」

　思わず船長の口の端から涎よだれが──。

「ま、毎日鯨を見ているが、食べたことは一度も……」

「船長！　しっかりしてください!!」

　シゲチヨに叱しつ咤たされる始末だ。

「キサラも、何てことを……」

「お黙り！」

　とキサラ。

「シゲチヨ、あんただって同罪よ。いつもうちで、晩御飯を盗ぬすみ食いしてたでしょ!?」

「お相しよう伴ばんだよ」

「盗み食いも同然よ。だって、一度もお金を払ってないじゃない」

「そ、それはそうだけど……」

「タイラー家はね、米も味噌も、豆とう腐ふも、有機栽培の高級品しか食べないの！　それに、あんた我が家の食膳に、クジラが載のった時に限って来てたよね。まともに買ったら、クジラがいくらすると思ってるの。百グラムで五万ギガタイラスは下らないのよ!!　それを、知らないとはいえバクバクバクバク、美う味まそうに食いやがって──!!」

「そ、そうだったのか……」

「質素に見えても、我が家の食費は吟ぎん味みされた食材で、月に三百万ギガタイラスはかかっていたんだから……」

「な、並の公務員の給料の三か月分が、一回の食卓に……」

　驚き呆れる船長。これはもう次元が違うと言う他はない。

「やっぱりね……」

　蔑さげすむように船長を見る、キサラ。

「鯨肉を食べたこともない者が、やれクジラの保護だとか、偉そうなことを言わないでちょうだい！」

「は、はい……」

　キサラの勢いに竦すくめられ、何も悪いことをしていないのに思わず萎い縮しゆくしてしまう船長。彼女はやはり、あのタイラーの娘であった。

「しかし、そうして見ると、あれがステーキの塊かたまりに見えてくるから、不思議だ……」

　と、遊ゆう弋よくするクジラを、横目で見る船長。

「美味そうだな」

「クジラが逃げて行く！」

　とシゲチヨ。

「さては気け配はいを察したな……」

　とキサラ。

「敵もさる者だ」

「うんうん」

　と船長。

「頷かないでくださいッ!!」

　とシゲチヨ。

「頭のいい動物だからなあ……」

「少なくともシゲチヨよりは、学習能力がありそうだ」

　とキサラ。ミもフタもない。

「しかし、どんな味がするんだ？」

　キサラを問い詰める、ドレイク船長。捕鯨業者に宗しゆう旨し変がえする日も近いかも知れない。

「さあ……。口で説明しろと言われても。それに、士官学校に入学して以来、クジラも滅多に食べられなくなったからなあ……」

「そこを何とか!!　あの味を知らないうちは、眠れそうもない！」

「あたしの記憶が確かならば……クジラの味に関する秘訣はこうだった。鯨でいちばん美び味みなのは、ヒゲクジラの、顎あごの下の畝うねの肉……。ここはプランクトンやオキアミを海水と一緒に吸い込んだり、髭ひげで漉こしとった水を吐き出したりする時に、収縮するからね。よく動いている部分ほど美お味いしいという理屈よ」

「うんうん……」

「それと、鯨の妙みようは、皮の下三センチ。ここには南氷洋の冷たい水にも耐える、厚い皮下脂肪がある。それがまた、ベーコンにした時に美味なんだ……。そう、繰り返し言おう、鯨の妙は、皮の下三センチ！」

「うぉ～っ！」

　船長が絶ぜつ叫きようした。

「もう辛抱たまらん!!」

「せ、船長……ＤＤ船長……」

　為なす術すべもなく、ただ右う往おう左さ往おうするシゲチヨ。

「明日から、仲間を集めて、鯨を漁とり放題じゃあ!!」

「できるの？」

「ふ、なめるなよ、小娘」

　すっかり表情すら変わったドレイクが、中指を立てて言った。

「伊だ達てに二十年も鯨を見てきとらんわい！　保護のために彼らの生態を調べるうちに、詳くわしくなってな。今では連中の数や集まる場所、季節により泳ぐコースは熟知しとる!!　おまけにクジラの方でも、こっちを保護者と思って油断し切っとる！　ワシに密漁をやらせてみい。それこそ一週間で、絶滅に追い込んだる!!　一いち網もう打だ尽じんじゃあ！」
















「で、でも、密漁は死刑……」

　ビビるシゲチヨに、

「なあに、心配するな」

　と、肩を叩いて北ほく叟そ笑えむＤＤ。

「絶対に捕つかまらん。いざとなりゃあ『調査捕鯨』という錦にしきの御み旗はたがあるわい！」

「おう、さすが……」

　思わず拍手するキサラ。

「プロだなあ……」

「ま、そんなもんよ」

「ついでにこの船の名前も、『ピークォード』号に改名した方がいいかもね」

「で、クジラベーコンというのは、どんな味だ？」

「それはですねえ。シコシコとして、香ばしくて、ちょっぴり甘くて……」

「ふむふむ」

「大昔は、ただのように安かったんですけどねえ……」

「今じゃ、同じ目方の金よりも高いからなあ……」

「ま、百聞は一食に如しかず……ということで」

「じゃ、明日にでも、脂あぶらの乗り切った奴を一頭──」

「ええい、やめんかッ!!」

　やにわに、船長の頭を張り飛ばした者がいる。

「それでも鯨保護団体幹部の船長ですかッ!?」

「う……」

「アムジアさん……」

　あの優しそうなアムジアが、肩怒いからせて立っていた。こうなると横幅のある体が物を言う。鬼も裸足はだしで逃げ出す、えらい剣幕だ。やはり女は、怒ると怖い……。

「この罰ばち当たり！　あなたたち、揃そろって来らい世せはオキアミかイカにでも生まれ変わって、クジラに追い掛け回されますよ!!」

「たはは……」

「クジラの身にも、なってごらんなさい。彼らは人間の子供くらいに、知能は高いんですよ」

「そ、そうでした……」

　うなだれるシゲチヨ。

「ごめんなさい」

「おいおいシゲチヨ」

　と、キサラ。

「おまえが謝あやまること、ないんじゃないの？　おまえ、何も悪事に加か担たんしてないんじゃないの？」

「そ、そうだけど……」

　とシゲチヨ。

「どうも、誰かさんのせいで謝り癖ぐせが付いちゃって……」

「船長！」

　と、アムジアがドレイク船長を睨にらんだ。

「あなた、反省しなさいよ！」

「はい……」

　すっかりしょげくり返って、船長は俯うつむいた。

「反省してます……」

「そうそう。わかればよろしい！」

　キサラがポンと、その肩を叩いた。










　第九章　選びし者選ばれし者




　地球、ネオカマクラ──。

　竹ちく林りんの中の豪ごう邸てい、三十畳敷きの一室に、壁に埋め込まれた立体音場型スピーカーから、朗ろう々ろうとした音響が響き渡る。曲はモーツァルトの『アヴェ・ヴェルム・コルプス』であった。竹林から漏もれる蟬せみの声と、音楽とが溶け合って、最高のＢＧＭとなっていた。

『天てん衣い無む縫ほう』

　と書かれた高名な書家の手になる掛け軸の前に、白はく髯ぜんの老人が藍あい染めの作さ務む衣えを着て座すわっている。

　アドリアン・アンダーソンであった。

「お祖じ父い様……」

　と、若い女性が現れ、畳の縁へりに手を突いて言った。紬つむぎの和服を着た美女は、孫娘のレン・アンダーソンだ。所しよ作さのひとつひとつが、完かん璧ぺきに絵になっていた。一夜漬けで身に付くものではない。

「御見えになりました」

「うむ。通してくれ」

「はい」

　この部屋に場違いの客人が、ドタドタキュッキュッと、鶯うぐいす張ばりの廊ろう下かを通って現れた。

「ヨッ、しばらくです！」

　と、客人。

「これこれ。つい先日のレセプションで、会ったばかりではないか」

　窘たしなめるアンダーソン。

「気は心ですよ」

　と、タイラー。

　ラクダの上下に、毛糸の腹巻、カンカン帽という奇き抜ばつなコーディネートだが、それがこの男の場合、恐ろしいほど絵になっていた。小脇には、後ご生しよう大事そうに包みを抱かかえている。

「これ、おみやです」

「また『とらや』の羊よう羹かんか」

　と、嬉うれしそうに目を細めるアンダーソン。

「ワシの好物を、よく覚えてくれている」
















「それだけが、取とり柄えでしたから」

　と、カンカン帽を脱ぎながら言った。

「今でも当時の惑星連合宇宙軍の高官と、その好物の一覧表は、暗記しておりますよ」

「わざわざネオアカサカの本店に寄って来たのか……」

　と、包み紙を見て驚くアンダーソン。

「ネオカマクラか、ネオヒラツカの駅前デパートでも買えるのに、わざわざ……」

「貰もらった時の感動と効果が違いますからね」

　と、微笑ほほえむタイラー。

「それだけでも、寄り道の甲か斐いはあるというものですよ」

　勧すすめられもしないのに、畳の上にどっかと胡座あぐらを搔かきながら、タイラーは言った。

「それに、他ほかの人ならいざ知らず、長官とはあと何回、こうして差し向かいで話せるかわかりませんからね」

「こいつめ……」

　アンダーソンは目を細めた。これでまた、一年は生きられそうな活力が出る。まったくジャスティ・ウエキ・タイラーとは不思議な漢おとこだ。

「ここへは、エアタクシーで？」

「まさか。そんな勿もつ体たいない……」

「君は銀河で一、二を争う、億万長者だろう」

「今は京けい兆ちよう長者と言うんです。そうじゃなくて、エアタクシーなんて風ふ情ぜいのない乗り物に乗るのは勿体ないと言っているんです。せっかく復元された、昔のままの江ノ電が走っているってのに……。ネオフジサワからネオカマクラまで、ひと駅毎ごとに寄り道して来るのが、通つうですよ。途中、たっぷり江ノ島にも寄って、これも復元された有料エスカレーターにも乗って来ましたよ。いやあ、おかげで最近復刻されたサザンの唄うたの歌詞の意味が、ようくわかりました……」

「ふむ。道理で遅いと思うたわい」

「しっかし、いいですなあ、ここは……」

　と、竹林を見回しながら、タイラーは言った。

「竹林の賢けん人じんとは言いますが、ここにいると、誰でも少しは賢くなったように見えます」

「人の顔を見ながら言うな」

「長官も、隠いん居きよされてネオカマクラかあ……。私ももう少し年を取ったら本気で考えないと……。知ってますか？　大昔の日本のドラマや小説では、悪の親玉は必ず鎌かま倉くらに住んでいたんです。そういう悪のボスキャラのことを『鎌倉の老人』とか『あの御お方かた』とか言うんですよ。長官もこれで、『鎌倉の老人』の仲間入りかあ……いや羨ましい！　いいなあ、本当にいいなあ……」

「もういい」

　こほんと咳せきをしながら、気恥ずかしそうにアンダーソン。

「それにワシも、もう長官ではない」

「いいじゃないですか」

　と、笑顔でタイラー。

「この私だって、未いまだに元げん帥すいとか、大統領とか呼ばれるんですから……。ヤマモトくんに至っては、未だに『艦長』ですよ。困っちゃいますよねえ……」

「彼の中では、君は永遠に『タイラー艦長』のままなのだ」

「なるほどね」

　ニヤリと笑う、タイラー。我が意を得たり、であった。

「じゃあ『僕』の中でも、長官は永遠に『長官』ですよ」

『こいつめ……』

　アンダーソンは苦笑するしかなかった。

「それに、アンダーソンさんなんて、呼べませんよ」

　しれっとした表情で、タイラーは言った。

「それとも、何て呼びますか？　まさか『御老人』はないでしょ。それとも『御隠居』ですか？」

「長官で……いい」

　ひきつった笑顔で、アンダーソンは渋しぶ々しぶ承知した。

「じゃあ、本題に入りましょうか」

「うむ。初めてくれ」

「ははは、その偉そうな態度が、まさしく『鎌倉の老人』だ！」

「いいから──」

「はいはい」

　タイラーはちょっとだけ態度を改めた。

「先日のレセプション会場で、ちらっとだけ概要は、御説明しましたよね」

「うむ、趣しゆ旨しは大体、理解した」

「その『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』計画のことです」

「大たい層そうな、名だな」

「らしくて、いいでしょ。その方が、乗り気になる連中も多いんです。各方面のいろんな人を、納なつ得とくさせたり、言いくるめたりしなきゃなりませんから──」

「大変だぞ」

「覚悟はしてます。僕も少し、世間の苦労が人並にわかってきましたから……」

「必要な資料は、孫レンに集めさせておいた」

「恐きよう縮しゆくです……。ヒラガー技術中将が、躍やつ起きになって『カール』の開発をしていることは、御存知だと思います」

「例の、『ビッグバン砲』のことかね？」

「『カール』が、正式名称になりました。一撃でジェーンを吹き飛ばせると、豪語しております」

「それは疑ってはおらんが、役に立つのは一万年も先の話だろう……」

「そうですね」

　と、タイラー。

「さぞや盛大な花火になるかと思われますが、残念なことに誰も生きてはおりません。長官はもちろん、この私でもね」

「何代先の、子孫だろうね？　レンの孫の孫の、そのまた曾ひ孫まごでも無理だな」

「いや、その気になれば、長官にも見られますよ」

　挑ちよう発はつするように、タイラーは言う。

「コールドスリープ（冷凍睡眠）でね。ジェーンが『カール』によって吹き飛ばされる、まさにその瞬間に御招待しようというのが、『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』計画の趣旨なのです」

「いや、ワシは遠慮しとく」

　と、アンダーソン。

「それにその話、それだけではないだろう？」

「御ご明めい察さつです、長官」

　団扇うちわでバタバタと、襟えりの中に風を送り込みながら、タイラー。ちなみに、その団扇には『銀河中央信用金庫』と、目立つロゴで書かれていたことは、言うまでもない。

　部屋に流れるＢＧＭは、グレゴリアン聖歌チヤント『神の子羊』に変わっていた。

「言わば一万年後の哀れな子羊たちに、頼れる羊飼いを遣つかわそうというのが、計画の趣旨ですよ」

「やはりそうか」

　アンダーソンは頷うなずいた。

「仮にジェーンを吹き飛ばせるほどの『カール』があったとして、一万年後の人類に、それを使いこなせるという保証はないからな」

「人類のこの後の進化に関して、生物学やら文化人類学やら統計学や経済学、その他ありとあらゆる見地から、試算させてみました。それだけで、六年かかりましたよ」

　と、タイラー。レンが運んで来たお茶を、

「あ、どうも」

　と受け取り、ズズッと音を立てて啜すすった。

「こりゃまた結けつ構こうなお点て前まえで……」

「恐れ入ります」

「いいお嬢さんだ。宅のキサラとは、偉い違いですな」

「まず欠点のない娘じゃ。これでもう少し、覇は気きがあればな……」

「だからって、キサラを手本にしちゃいけません」

　と、茶菓子を貪むさぼり食いながらタイラー。

「ああいうのは、銀河に一人でいい。一人しかいないから、洒落しやれで済む」

「君のようなのも、二人は必要ないよ」

　と、白い眉まゆ毛げの奥で目を細めるアンダーソン。

「試算の結果から申し上げましょう。颱たい宙ちゆうジェーンが再び銀河を直撃する一万年後に、まだ人類が命脈を保っている確率は、五十七パーセントです」

「五十七パーセントか……」

　アンダーソンは唸うなった。

「もう少し、高いと思っていたが……」

「私はむしろ、高い方だと思います」

　この数字を高いと見るか低いと見るかは、見解の分かれるところであろう。

「今までの歴史からすれば、だいたい百年周期ででっかいドンパチがありますからね。千年周期でさらに大きいのが来る。予期せぬ大たい禍かがあるかも知れない。小さな小こ競ぜり合いに関しては、それこそ絶え間がないでしょう。そんな中で人類が一万年も生き延びること自体、奇跡に近い」

「君はオプティミストだとばかり、思っていたんだがなあ……」

「自分に関しては、今もそうですよ」

　と、タイラー。

「僕と僕の周囲に関しては、微み塵じんも心配してません。ただ、一万年後に関しては、僕の威光も威信も、届かない。それこそ責任持てません」

「だからこそ、一万年後に人類存続をかけて、我われ々われの願いと技術とを託すメッセンジャーが必要というわけか……」

「別に、どうしても出さなきゃいけないというわけでもないんです」

　とタイラー。

「どうせ私らには、直接関係のないこと……と言ってしまえばそれまでなんですがね。ただ、人間は喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れますからね。その頃になれば、人類はジェーンの存在すら疑問視する知的レベルにまで、退行しているかも知れない……。五十七パーセントと言ったって、それは辛かろうじて生存している……という程度の可能性までを含めての数字ですから。いずれにせよ、現在以上の技術レベルにあるとは限らないし、まして今より賢くなっているなんて、到とう底てい思えない」

「いくつもの国家に分裂している可能性すらあるな」

　腕組みするアンダーソン。天てん井じようを見上げた。

「未来に行く連中は、大変だぞ。場合によったら一からやらねばならん……」

「そういうことです」

　と、タイラー。

「この計画の難むずかしさは、わかっていただけたかと存じます。しかも、行ったら戻れませんからね」

「いずれにせよ、一人や二人では無理だな……」

「各分野のエキスパートを選よりすぐり、百人程度を、と考えています」

「事情はすべて説明した上で、ありとあらゆる可能性を考慮し、納なつ得とくずくで行って貰もらわねばならん。言わば、未来への単たん身しん赴ふ任にん。しかも二度とは戻れぬ……か。こりゃ、志願制にするしかないな」

「それだけでも、困ります」

　とタイラー。

「ある程度の技術や、精神的タフさも要求されるし、身体的には頑がん健けんで、若くて、やる気があって、それから……これがいちばん大たい切せつだと思うのですが……妙みような野心があっては困る」

「なるほど。未来の宇宙を征服されては、子孫に申し訳が立たんな」

「それなんですよ」

　と、タイラー。

「いずれにせよ、人選は多難を極きわめるでしょうな」

「一人、うってつけの人材がいる」

　と、アンダーソン。

「薄々気付いているとは思うが──」

「駄だ目めですよ、長官」

　タイラーは言われる前から予防線を張った。

「私が行くという案なら、最初から却きやつ下かです」

「どうした？　まだ老ふけ込む年でもあるまい？」

「この銀河に、一時とはいえ平和を築いた功労者は、私だと自負しています」

「確かに……」

「だったらこの束つかの間まの平和の中で死ぬ権利も、私にはあるはずですよ。違いますか？」

「それはそうだ」

「ああ、それから──」

　と、さらに念を押すタイラー。

「僕の直接の知り合いも、なしですよ。残りの人生を台無しにされたくは、ないですからね。特に──」

「皆まで言わんでよろしい」

　と、苦笑するアンダーソン。

「誰もそんな無ぶ粋すいなことは、考えんよ。ただ……」

　老退たい役えき元帥は、隣となりの部屋にいる孫娘の方を、横目で一瞬見た。

「あれは、行きたがっておる」

「人類の、損失ですな……」

「ワシの目から見ても、わかる。誰にも打ち明けてはおらぬが、レンは……既に行くつもりでおる」

「行かせるのですか？」

「本人が、そう言えばな」

　何とも言えぬ表情で、アンダーソンは頷いた。

「ワシに止める理由はないよ。彼女の人生は、彼女のものだ。ただし、ひとつだけ条件がある」

「条件？」

「彼女が未来に向け旅立つのは、ワシが死んでからだ」

「なるほど……」

　この我わが儘ままは、よくわかる。

「となると、大切なお孫さん一人に、保証もない未来で寂しい想いはさせられないな……」

　顎あごに手をやり、何やら思案顔のタイラーであったが、はたと団扇で膝ひざを叩たたき、

「わかりました！」

　と言った。

「僕の身内からも、一人くらいは出しましょう!!」

「キサラは、いかん……」

　と、すかさずアンダーソン。

「いかんぞ、タイラー」

「やはり人格的に、問題ありですか？」

「そうではない」

　と、微笑ほほえみながら首を振るアンダーソン。

「キサラには、この時代で頑張ってもらう。彼女は君の、一人娘じゃないか」

「そうですが……」

　次を作る予定も、取り敢あえずはなかった。人工受精技術の発達した現在なら、いくらでも子孫は残せるが、これ以上粗そ製せい濫らん造ぞうするつもりもない。キサラのようなのを量産して、全銀河に迷惑を及ぼす愚ぐは、さすがのタイラーも弁わきまえていた。

「六人孫のいるワシでさえ、レン一人を手放すのは身を切られるほど辛つらいのだぞ」

「そんな辛さを、親に味あわせてくれるほど殊しゆ勝しような娘なら、よかったんですがねえ……」

　頭を搔かくタイラー。

「馬ば鹿かな子ほど可か愛わいいって、本当ですかねえ？」

「少なくとも、部下に関してはそれは言える」

　と、アンダーソン。

「タイラー、おまえはワシにとって、いちばん可愛い部下だったぞ」

「こりゃ一本、取られましたな」

　カッカッカッと笑う、無責任男。

「しっかし、長官がキサラを、そこまで評価してくれているとは、意外でしたな」

「あれは優しい子じゃよ」

「は──!?」

　タイラーは、我が耳を疑った。

「お言葉ですが、あれのどこが優しいのですか？」

「骨の髄ずいまで、優しいではないか」

「いっぺんヤマモトくんとこのシゲチヨと、とことんまで話し合ってみる必要がありそうですな。なんなら設定しましょうか？」

「キサラの優しさは、宇宙全部を包み込むほど優しい……」

「まさか──」

　タイラーは、自分でこしらえておいてこの意識のギャップに、笑い出したくなるのを懸けん命めいにこらえた。

「あんにゃろ、長官の前では猫を被かぶっていたのですね」

　と、タイラーは早はや合が点てんした。

「でしょ？　なにせ、あいつは妙なところ私似でしてね、力関係を見抜くのが抜ばつ群ぐんにうまいんです。天性の資質と言ってもいいでしょうな。自分の得になる相手には、とことん媚こびを売りますからね」

「父親と一いつ緒しよにするな」

　苦にが笑わらいのアンダーソン。

「そんなことはない。ワシに対しても、『じじい』と呼び捨てだ。正直面と向かってそう言われると、ムカつくこともある……」

「ありゃ～！　そりゃ、とんだ失礼を!!」

　自分の所業に関しては微み塵じんも恐縮したことのないタイラーが恐縮した。

「娘に成り代わり、これ、この通りです」

　と、わざとらしく畳に額ひたいを擦すりつけた。

「よいよい。しかし、キサラはそれとはまったく別の次元で、優しいのだ」

「親としたことが、ち～とも知りませんでした」

「知らぬは親ばかりかも知れぬなあ……」

　ふっと、庭先を見たアンダーソンが、

「今に、わかる……」

　と呟つぶやいた。

「それはそうとして、タイラーよ。キサラを未来に送り届けるとしても、せめて孫の顔を見てからにせんか？」

「はあ……」

「孫は、いいもんじゃぞ」

「でしょうなあ……」

　ピンとこない。

「ワシも頑張って、それくらいまでは生きたいと思う」

「そりゃ、無理ですよ長官」

　と、タイラーは即座に言った。

「いくらなんでも、それは無理です。キサラはあの性格ですからね。嫁に行くのを待っていたら、それこそジェーンが来てしまいます。私でさえ、諦あきらめているんですから……」

「ワシは、意外に早いと思うておる」

「まさか……」

「宇宙には、物好きも多い。蓼たで喰くう虫も好き好きじゃ」

「そりゃち～とばかし、暴言じゃあありませんか？」

　やはりタイラー、なんのかんのと言っても娘は可愛い。手塩にかけて、逞たくましく『仕込んだ』一世一代の自信作でもある。

「今度のルクサー行きは、キサラを変えるだろう」

「無理でしょうな。あれくらいで改心するほどヤワな娘に、育てた覚えはありません！」

　妙なところにこだわりを持つタイラー。

「いずれにせよ──」

　長官は遥はるか遠くのルクサーの空に、想いを馳はせた。

「キサラと結ばれる物好きは、案外近くにいるぞ……」




「へ～くしょい!!」

　大きくくしゃみをするシゲチヨ。使い旧ふるされた、結構安直な古典的パターンである。

「おっかしいなあ……。風か邪ぜひいたかなあ……」

　農作業の手間を休めて、鼻を啜すするシゲチヨ。

「気候の変化だろ」

　と、木陰でくつろいで、弁当を食べるキサラ。

「こんなに温暖なのに？」

　とシゲチヨ。

「気候も人間も、ここは何もかも、変化に乏とぼしく単調なんだ」

　とキサラ。

「つまらないったら、ありゃしない」

「そうでもないよ」

　と、シゲチヨは鍬くわを振り上げる。

「僕は結構充実しているな。何もかも自給自足の不便さが、かえって新鮮だよ」

「バカは単純でいいなあ……。洗脳され易やすくて」

「土をいじって、大地の実りを感謝する。こういう生き方、悪くないよ」

「じゃ、訊きくけどな、シゲチヨ」

　と、キサラは上半身を起こし、おにぎりを頰ほお張ばったまま問い詰めた。

「おまえこんな惑星で、土をいじりっ放しで一生を終わりたいかよ!?」

「う──!?」

　シゲチヨは一瞬、返答に詰まった。

「それは……」

「それみろ！」

　勝ち誇ほこるキサラ。

「その気もないのに、達観したようなこと言うな。覚悟を決めてから物を言え！」

　この場合はキサラが正論かも知れない。

「ま、おまえがそれほど土いじりが好きなら、安心した」

　ごろんと寝返りを打ち、青空を見上げる。

「あたしの分ノルマまで、頼むわ。その代わりと言っちゃなんだが、弁当はおまえの分まで、食べといてやるからな。不ま味ずいけど……」

　などと言いつつ、既に二人分、あらかたたいらげた後だったりする。

「あんまりだ～!!」

　うるうるするシゲチヨ。いじらしい。

「しっかし、菜食主義とは徹底してるぜ……」

　いい加減、うんざりしているキサラ。

「牛も馬もいるのに、農作業用と、肥料を取るためだけとはね……。あ～あ、鯨くじらとは言わないけど、せめて血の滴したたるステーキ喰くいたいなあ……」

「贅ぜい沢たくだよ、キサラ」

　と、額に汗して大地と格闘するシゲチヨ。本当にキサラのノルマまでやるつもりでいた。

「僕は、ルクサーに来て、パンやジャガイモがこんなに美お味いしいものだということを、初めて知ったんだ。肉が恋しくないと言ったら噓うそだけど、菜食だけで充分に満足しているよ。体には、むしろこっちの方がいいんだろ。なにしろ、天然有機栽培だからね」

「その分、雑草取りが大変だ」

　と、キサラ。

「せめて、コンバインとか使って、飛行機で農薬撒まいて、できないのかなあ……」

「仕方がないよ、奉仕活動なんだから……、効率は度外視なんだ」

「万ばん事じそれだ。それがいっちゃん、気に入らないね」

　しかし、考えようによってはキサラをルクサーに送ることに決めたキム校長の決断は、まさに卓たつ見けんであったかも知れない。うんざりして暗あん澹たんたる気持ちになるからこそ、懲ちよう罰ばつとしての効果も絶大なのだ。

「ルクサーに来て一週間。ここでいいことといったら、昼寝が気持ちいいことくらいかなあ……」

「おい」

　見上げると、三人の不細工な顔が、キサラを見下ろしていた。例の麻で織った『制服』を着ている。

「奉仕活動もしない生意気な新入りというのは、おまえか!?　可愛い顔して、いい度胸してるじゃねえか！」

　キサラは最初、てっきり男かと思ったのだが、三人とも♀であった。それも、キサラと同世代の少女であった。だが、キサラと同じなのは生物としての種と、性別と、年頃くらいであった。あとは似ても似つかないというか、実に対照的。三人とも互いに識別が困難なほどによく似ていて、恐ろしく横幅がある。体格と腕力には恐ろしいほど恵まれ、容姿には恵まれていなかった。

「そういう不ふ穏おん分ぶん子しには、相応の扱いをしてあげないとねえ……」

「立ちな。あたいたちが、『教きよう導どう』してあげるよ」

「たっぷりとね……」

「面おも白しろい！」

　キサラは立ち上がった。

「退たい屈くつしきってたとこだ」

　まさにこういう状じよう況きようこそ、キサラの望むところであった。娯楽の皆かい無むなルクサーでは、ほとんど唯ゆい一いつにして最大の娯楽と言っていい。

「こいつ、やろうってのかい!?」

「やるッ」

　と、キサラ。

「おい、シゲチヨ」

　と、心配そうに見守るシゲチヨに、声をかけた。

「手、出すなよ。変に出したら承知しないよ！」

「い、いけないよ、キサラ……」

　おろおろするシゲチヨ。

「暴力沙ざ汰たなんて……」

「そこまでいけば、いいけどねえ」

　余裕で言う。

「こいつら、あんまり強くなさそうだ」

「何ィ!?」

　目を剝むいた。

「おまえ、半殺し決定！」

「望むところよ」

　決して気負ってはいない。むしろ淡々とした声で、キサラは言った。

「シゲチヨ、教官呼びたかったら、呼んで来ていいよ」

「え、でも……」

「戻って来るまでに、カタは付いてる」

「なめんじゃねえ──!!」

　三人の大女は、同時に殴なぐりかかった。




「予想以上だったな」

　失望した表情で、キサラ。

「それにしても、一分ももたないなんて、おまえらでかい図ずう体たいして恥ずかしいと思わない？」

「つ、強え……」
















　一瞬にしてノックアウトされ、積み重ねられた三人組。

「こんな強えの、見たことねえ……」

　それきり失しつ神しんした。

「少しは手加減してあげたら？」

　とシゲチヨ。

「君の格かく闘とう技ぎは、クライバーン大佐の直じき伝でんなんだから……人間凶器なんだよ」

「うん。なんだかんだ言って、あたしにしばかれて死なないのはシゲチヨ、あんたくらいのもんだかんね」

　と、ため息をつくキサラ。

「それにしても、歯は応ごたえがなさすぎる。つまらない……。やっぱりルクサーは、不良ひとつ取ってもレベルが低いよ」

「どうする？」

「医務室に運ぶのは、嫌いやだよ」

　と、キサラ。

「こいつらを運ぶには、それこそ牛か馬でもないと……。シゲチヨ、おまえ運ぶ？」

「遠慮したいな……」

「それより、こいつらの弁当、おまえ食っていいよ」

「いいの？」

「あたしはちょっと、食べ過ぎた。腹ごなしにも、なりゃしない……」

　失望した目で、気絶した三人を見下ろし、それから腹はら癒いせにさらに踏み付ける。

「あたしを倒したかったら、戦車でも持って来な！　ルクサーにあればの話だけどね……」

「これはどういうことですか!?」

　と、女性の教官が血けつ相そうを変えて飛んで来た。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー！　説明なさい!!」

「見りゃわかるでしょう？」

　小こ馬ば鹿かにしきった表情の、キサラ。

「喧けん嘩かにも、なりませんでした」

「ほ、本当にあなたがやったの!?」

　目を白黒させ、半信半疑の教官。

「ワーニャ、アンヌ、ジェネットの三人組を……」

「はい。あたしがやりました！」

　胸を張って答える、キサラ。

「ちなみに尊敬する人物は、ジョージ・ワシントンです!!」

「本当なら……一週間の反省房入りですよ」

「望むところです!!」

「そう。そうなの……。そんなに入りたいなら──」

「待ってください！」

　叫さけんだのはシゲチヨである。

「僕も加勢しました。キサラが反省房入りというのなら……僕も同罪です！」

「出たな妖怪点数稼ぎ」

　とキサラ。

「言っとくけど、あたしのブルーチップは一万ポイント集めたって、耳みみ搔かき一本にしかならないわよ！」

「よ～く、わかりました」

　キレた教官。

「二人とも、十日間の反省房入り！」

「ええっ、一週間じゃあ……」

　ビビるシゲチヨ。

「ほんのサービスです」

　ニコッと笑って、教官。

「真人間になって、出て来ましょうね」

「真人間と言うなら、今のあたしたちは一いつ体たい何？」

「決まっています！」

　と、教官はキサラに指を突き付け、言った。

「ニンゲンダマシ……おわかり？」




「なあ、シゲチヨ……」

　隔かく離りされた、一畳ほどの反省房。ただ、隣となりの房と互いの声だけは届く。

「ここって、家賃いくらかなあ……」

「さあ……？」

　と、もうどうでもいいやという声の、シゲチヨである。

「狭くて北向きで、日当たりはよくないけど、一応洗面台とトイレ付きだからね」

「汲くみ取り式トイレなんて、大昔の遺跡だけだと思ってた……」

　所在なげに、キサラ。

「ルクサーの宿舎を見た時、こここそ宇宙でサイテーの物件だと思ったけど、下には下があるものね」

「うん……」

「泣くな！」

　大声の叱しつ咤た。

「自分で選んだ道を、後こう悔かいするな!!」

「そうじゃない……」

　と、シゲチヨ。

「僕は君に、同情しているんだよ、キサラ」

「シゲチヨ……」

「こんなんじゃ、君はいつまで経たってもここの生活に馴な染じめないよ」

「端はなから馴染むつもりなんてない」

　膝ひざを抱かかえて、キサラ。

「こうなったら、暴走する豚の群むれにでも乗って、脱走してやろうかな？」

「どこまで行っても、ルクサーはルクサーだよ」

　とシゲチヨ。

「ここで生きるしかないんだ。一年間……」

「その前に、あたしがあたしでなくなっちゃうよ！」

　キサラにとって、それは何よりも切実な恐怖であった。

「キム校長、戻ったら真っ先にお礼参りだわ!!」

「ははは……」

　ひきつった笑顔を浮かべるシゲチヨ。

「あ──!?」

「どうした？」

「月……」

　と、呟くシゲチヨ。トイレの小窓から、レモン色の月が見える。

「ルクサーの、月だ」

「衛星ナコルだな」

　とキサラ。

「驚くことはないよ。ルクサーには、大小合わせて二十七個も衛星があるんだ。晴れてりゃ、どれかは見えるでしょう。衛星同士の蝕しよくだって、しょっちゅうだって聞いてるわ」

「へええ………」

　感心したように、シゲチヨ。

「キサラって、けっこうルクサーのこと、調べてたんだ。なんのかんの言って、気にはなってたんだな。自分の行く場所……」

「そ、そんなんじゃない。一般常識だ、そんなの……」

「ふ～ん」

　キサラの噓うそは、すぐにわかるシゲチヨである。なにしろ付き合いは長い。

「僕に、隠さなくてもいいよ、キサラ」

「あ、この野郎！　今あたしに対して、一瞬とはいえ優越感を抱いだきやがったな！」

「そ、そんなことは……」

「おまえの噓も、すぐにわかる！」

「うん、そうだね……」

「ここを出たら、必ひつ殺さつ技わざの稽けい古こ台だいにしてやる！」

「いいよ……」

　と、シゲチヨ。

「なんでえ、ビビらないのか？」

「いつものことじゃない……」

　と、微笑ほほえみすら浮かべて、シゲチヨは言った。

「ここは、確かに最低だよ。でも、君がいれば、僕は我が慢まんできる。僕がどうしてわざわざ、ルクサー行きを志願したか。君がいれば、そこは僕にとってのパラダイスだからだ。逆に、どんなにいいところでも、君がいないと僕には殺さつ伐ばつとして感じられる」

「シゲチヨ……」

「今の僕には君のかけてくれる必殺技の痛みさえ、懐なつかしい。待ち遠しいよ……」

「そうか。前々から、薄々感じてはいたんだ」

　ため息をついて、キサラは言った。

「おまえやっぱり──」

「うん……」

「真性の、マゾだったのな」

「ちが～う!!」

　シゲチヨの絶ぜつ叫きようが、月夜の反省房に谺こだました。










　第十章　丘の上のピープル




「起きなさい、キサラ。今日きようも元気よく、奉仕活動の時間ですよ」

　口調こそ優やさしいが、有う無むを言わさぬ寮りよう母ぼアムジアの『おはようタイム』だ。起き床しようはルクサー時間で午前五時。まだ暗いうちから、布ふ団とんを剝はがされる。

「まったく、ここで生活してると健康過ぎて適かなわないな……」

　ぼやきつつ、寝ぼけ眼まなこを擦こするキサラ。あと五分の有り難がたみが、痛いほどわかる。

「早寝早起き、腹八分目……。わかっちゃいるんだけど、面おも白しろくない」

「何言ってるんです。健康は何物にも代え難がたい財産ですよ。さ、顔を洗ってらっしゃい。オートミールができてますよ」

「またか……。もう飽きたわ」

「などと言いつつ、いつもお替わりするくせに……。シゲチヨはとっくに起きてますよ」

「たく、あいつのせいで、こっちまで迷惑すんな。腹はら癒いせに、後でリンチだ」

「何てことを。あんないい子なのに──」

「あいつが頑がん張ばるのは、人が見てる時だけ。アムジアさんもあいつに騙だまされて表面ばっかり見ていると、本性を見損なうわよ」

「よく言うわ」

「それよりアムジアさんこそ、いつも何時に起きるの？」

「あたしはこの二十年間、三時起きを欠かしたことはないわ」

「うげ──」

　よくやってるわという感じだ。

「ここで失業しても、お豆とう腐ふ屋さんにとらばーゆできるわよ」

「考えとくわ」

　微笑ほほえむアムジア。

「そうそう、キサラ」

「なに？」

「朝食が済んだら、お願いがあるの」

「やなこった……なんてことは言わないわよ」

　どうせ、無理にもやらされるに決まっている。いつもニコニコしているアムジアだが、彼女にはなんとなくキサラも逆らえない。その菩ぼ薩さつ顔がおの下に、夜や叉しやが隠れていることを、知ってしまったからである。

「そこにある古着と、野菜を持って、山菜と交換して来てちょうだい」

「はいはい」

　と、キサラ。

「毎度おなじみ、物々交換ね。でも、今日は朝市の立つ日じゃないでしょう？」

「今日は月に一度、丘の上の人たちが降りて来る日なの」

「あ、あの丘の上にある寺院……」

　それとなく見て、知ってはいた。

「あの丘の上には、どんな人たちが住んでいるか、気にはなってたけど……」

「会ってみなさいな」

　と、アムジア。

「きっと新鮮な驚きがあるわよ」

「だといいけど……」

「丘の上の人たち……『ピープル』とあたしたちは呼んでいるけど……は、このルクサーでも特別な人たちよ」

「『ピープル』……」

「あたしたち以上に、禁欲的な生活をしていて、自みずからに厳しい日課を課して、徹底的な不ふ殺せつ生しようを貫いているわ。肉はもちろん、穀類も食べない。一般人と交まじわることもほとんどない。山菜を採とって、それを月に一度だけ麓ふもとで野菜や古着と交換するだけ……」

「なるほど」

　頷うなずくキサラ。

「要するに、麓の連中にたかって生きてる、新興宗教団体ってわけね」

「そ、それを言ったらミもフタもない……」

　汗をかくアムジア。

「とにかく、行って来なさいね」

「こんなに一人じゃ、持てません」

　山のように衣類と野菜の入った籠かごを見ながら、キサラ。

「シゲチヨ君を連れて行って、いいわ」

　とアムジア。

「ただし、半分は持ってあげなさいね」

「あいつを甘やかすと、ロクなことはないよ」

　とキサラ。

「シゲチヨの、獣けもののような本性を侮あなどっちゃいけないわ」

「そ、そうかしらね……」

「あいつは、大人ウケだけは心得ているから──。その点、あたしは裏表なく、常に自分の本心の赴おもむくままに生きてるの。立りつ派ぱでしょ？」

「はぁ～」

　ため息をつくアムジア。

「あなたは立派だわ。誰もそこまで、自分を正当化できないでしょう……」

「いや～、それほどでも……」

　照れるキサラ。

「褒ほめてない褒めてない！」

　追い払うように、キサラを食卓に促うながすアムジアであった。

「ったく、どういう神経しているのかしら……」

　と、独ひとりごちだ。

「それとも、もしかして、キサラには『神経』がないのかも……」

　考えるだに、恐ろしいことであった。その考えは否定できない。

「ルクサー始まって以来の、異端分子ね。でも、それだけに、一度立ち直りのきっかけを摑つかめば、あれほど頼りになる子も……」

　ただし、アムジアが『立ち直り』と考えていることは、当のキサラにとっては『堕だ落らく』でしかないことに、彼女は気付いてはいなかった。




「『ピープル』には、僕も興味があるな」

　と、籠を担になって歩きながら、シゲチヨは言う。

「実に真しん摯しで、禁欲的な人々らしいね」

「何が楽しくて、生きているのやら……」

　手籠をひとつ提さげて、キサラ。彼女には理解できない。

「エッチのかけらもない生活なんて……。シゲチヨ、あんただって嫌いやだろ？」

「さあ……」

　笑って誤ご魔ま化かすシゲチヨ。

「わりゃ、もちょっと自分の本能に、正直にならんかい!!」

　キサラにグリグリされて、

「はい……」

　と、泣きながら頷く。

「嫌いやだよ。でも、『ピープル』たちは、そうした煩ぼん悩のうから、隔かく絶ぜつした高次元の世界に生きているんだと、思う……」

「そういう半はん可か通つうが、いちばん気に入らないね」

「そうかい」

「自分に正直に、生きりゃいいんだ。それを押し隠して、聖人ぶるなんて、傲ごう慢まん以外の何物でもないよ」

「そうかなあ……」

「ま、実際にこの目で判断してやるさ」

「それがいいよ」

　頷くシゲチヨ。

「でも、先入観は捨てた方がいいと思うな」

「あんたは何様？」

　シゲチヨの脳天を、踵かかとで踏み付けながらキサラ。

「言ってみそ」

「はい……。僕はゴミですカスです人間の屑くずです廃はい棄き物ぶつです……」

「よ～し」

　丘の麓には、木を組んで作られただけの、門ゲートが立てられていた。言わばここが、『ピープル』と『一般』とを隔へだてる結けつ界かいだ。何となく、鳥とり居いのようにも見える。

　交換相手は、もうそこに来て、待っていた。

　若い、男である。青年と言うよりも、少年と言った方が近い。キサラとそう変わるまい。粗そ末まつな麻布を袈け裟さのように体に巻き付け、蔦つたで編んだサンダルを、埃ほこりだらけの足に履はいている。頭は青々と剃そり上げていた。睫まつげが長く、よく見るとなかなかのハンサムであった。だが、その表情に俗ぞく世せの垢あかはない。綺き麗れいに『脂』の抜けた、涼やかな表情が実に印象的である。

「お待ちしていました」

　二人を見るなり合がつ掌しようして軽く会え釈しやくし、彼は言った。澄んだ声であった。

「丘の上の人？」

　キサラが尋ねる。

「はい」

　彼は頷いた。

「私は修行者……。クム・ナンと申します」

「クム・ナンね……」

「いつもいつもの施ほどこし、誠まことに有り難がとうございます」

「わかってるじゃないの」

　と、腰に手を当て、尊大なキサラ。

「謙けん虚きよでよろしい！」

「き、キサラ……」

　慌あわててシゲチヨが、袖そでを引っ張る。

「これだけ丁てい寧ねいに対応してくれてるんだから、もうちょっと……」

「知ったこっちゃない」

　と、キサラ。

「獣のような本性を押し隠して、接しているのかも知れないだろ」

「この人の目を見てよ、キサラ」

　懸命に訴えるシゲチヨ。

「そういうふしだらで、邪よこしまな目に見える？」

「だからおまえは甘い！」

　キサラは一いつ刀とう両りよう断だん、斬きって捨てた。

「目だけで何がわかるもんか！　パパがいつも言ってた。人を上うわ辺べで信用するなって……。一件おとなしそうな奴ほど、とことん疑ってかかれって。あんな父親だけど、あたしはそれだけは正しいと思ってる」

「だからこういう娘になるんだな……」

　一いつ緒しよにいたくない。

「こいつだって本当は、禁欲生活でムラムラが溜たまって、たまんないかも知れないだろ？」

「まさか……」

「例たとえばだな。あたしだって一応女の子だから──」

「キサラは可か愛わいいよ」

「出たなシゲチヨ十八番、姑こ息そくなポイント稼ぎ！」

「そ、そこまで言わなくても……」

「こいつだって、あたしを見た途と端たんにムラムラッときて、思わず押し倒してだな……」

「そんなこと、誰も考えるわけないよ！」

　必死になって抗弁するシゲチヨであった。

「キサラを押し倒すなんて、そんな無む謀ぼうな！　命がいくつあっても足りないよ!!」

「なるほど。そうか！」

　ポンと手を叩たたくキサラ。

「気付かなかったよ」

「そ、そうだよ、ハハハ……」

　笑うシゲチヨ。

「そうだよ。ハハハハハ……」

　笑うキサラ。

「墓ぼ穴けつを掘ったのう、シゲチヨ」

　次の瞬間、シゲチヨはキサラにボコボコにされて、半はん死し半はん生しよう虫の息で路上に転がっていた。

「惨むごいことをなさる……」

　クム・ナンが静かに言った。

「見ればたおやかな女によ性しようなのに……。顔に似に合あわず」

「似合ってなくて、悪かったね」

　むくれるキサラ。

「あんたもボコボコにされたい？」

「それで、あなたの気が晴れるならば──」

　クム・ナンの澄んだ瞳ひとみが、正面からキサラを見た。

「どうぞ、お気の済むまでに……」

「こいつ……」

　決して責めるとか咎とがめるといった眸めではないのだが、キサラは思わずその瞳に吞のまれてしまった。気け圧おされたのだ。

『あ、あたしとしたことが……』

　これほど静かな、しかも威圧感に満ちた瞳を見るのは、それこそ初めてであった。

「気に入らないわねェ！」

　負けず嫌いがそう言わせた。

「何様のつもり!?」

「施しで生きる、托たく鉢はつの者です」

　と、何の躊躇ためらいも衒てらいも気負いもなく、クム・ナンは言った。

「ただ、道に外はずれたことはしません」

　そう言って、シゲチヨを介かい抱ほうする。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、ええ……。いつものことですから──」

　目を回しながら、頷くシゲチヨ。痛ましい。

「施しを頂いただいておいてこんなことを言うのは何ですが、隣人を虐ぎやく待たいするのは、感心しませんね」

「ほっといてちょうだい!!」

　キサラは猛もう然ぜんと嚙かみ付いた。この似え非せ聖人を、屈くつ服ぷくさせてやりたかった。

「ねえ、あなた」

「はい」

「あんた本当に、性欲ないの？」

「ありますよ」

　と、言げん下かにクム・ナン。

「私の中にも、そういう邪じや念ねんの炎ほむらは燃えています。人間ですから……。ただ、それをコントロールする術すべを修行によって会え得とくしているのです」

「言ったね」

　と、キサラ。

「じゃあ本当に会得しているかどうかを、あたしがテストしてあげようか!?」

「き、キサラ……」

　半死半生のシゲチヨが、思わずビクンと反応する。

「まさか……」

「やっぱりおめーは、ケダモノだよ！」

　容よう赦しやなく、足あし蹴げにする。

「あんたは見ちゃダメ！」

「はい……」

「私は、別に、見たくありません」

「あんたには、どうしても見て貰もらう！　そうじゃなきゃ、あたしの気が済まない!!」

　キサラはほとんど、意地になっていた。

「い、いけないよ、キサラ……」

　向こうを向いた上に目を瞑つむり、その上から手で覆おおって、叫さけぶシゲチヨ。

「いけない！　君の貞てい操そうは……」

『僕だけに!!』

　と叫ぼうとした自分に気付き、一瞬愕がく然ぜんとなるシゲチヨであった。

「いいわよ、見せたくらいで減るもんじゃなし……。それに士官学校の女子寮じゃ、いつもお互いに見せっこしてたから、このくらいどうということないわ」

「そ、そうだったのか……。僕も女に生まれたかった……」

「やっぱり変態だな、おまえ……」

「そ、そういう意味では……」

「無む駄だです」

　と、静かにクム・ナン。

「おやめなさい」

「逃げないでよ！」

　と、キサラ。

「あたしはただ、純粋に知りたいのよ。あなたの悟さとりが、どの程度のものか……」

「────」

「五ご分ぶの条件で、やらない？」

「五分と申されると？」

　首を傾かしげるクム・ナンに、

「あんたも脱ぐの」

　と、キサラは容赦なく言った。

「キサラ！」

　シゲチヨの絶ぜつ叫きようは、ほとんど悲ひ鳴めいに変わっていた。

「いけない！」

「そうじゃないよ」

　とキサラ。

「勘かん違ちがいするな。あたしが胸をはだけて前を見せる。この生なま臭ぐさ坊ぼう主ずも服を脱いで、オチンチンを見せる。それだけのことさ」

「どこがそれだけだよ!!　僕だって見たい！」

　これは本ほん音ねだ。悲痛な本音だ。

「あんたには、見せる必要はないんだ、シゲチヨ。結果はわかりきってるからね。あんたは絶対、一発でビンビンのビンだ」

「そ、そりゃそうだけど……」

　想像しただけで前が固くなったシゲチヨ。もうしゃがんでもいられない。

「こいつとは、真剣勝負だ。あたしの貧ひん弱じやくなヌードでも、こいつがビンビン状態になればわかるように、パンツを脱いで貰もらう。それくらい、いいだろ？　で、こいつが立ったら、あたしの勝ち、立たなかったら、こいつの勝ちだ」

「そんな意地を張るなよ！」

　泣き出すシゲチヨ。

「どこにそれだけの、価値がある」

「こいつの修行がどれほどのものか、知りたいんだよ」

　キサラはキサラなりに、知りたかった。

「あたしが負けたら、素直に謝あやまろうと思ってる。だけど、あたしが勝ったら、こいつには丘を降りて、俗ぞく世せに塗まみれての生活に戻って貰う。どう？」

「愚おろかな……」

　クム・ナンは呟つぶやくように言った。

「たわごとは、勝ってから抜かせ！」

　とキサラ。

「どう。やるのやらないの。はっきりしてよ！　でも受けて立たなかったら、あたしはあんたが逃げたと見み做なすからね!!」

「やりましょう」

　そう言って、クム・ナンは体に巻き付けてあった、粗末な袈裟のような麻布をさっと脱ぎ捨てた。思ったよりも均整の取れた、逞たくましい上半身であった。あとは下した履ばき一枚である。それに手をやる。

「本当に、宜よろしいですか？」

「望むところよ」

「見せ損ですよ、きっと……」

「後悔しないわ」

　キサラはボタンに手をやった。ルクサーに来て三週間経たつが、今も彼女は例の『制服』を着ることを頑がんとして拒こばんで、私服で通している。

「一、二の三で、お互いに見せっこよ、いい？」

「どうぞ」

「ゴクン」

　と、目を瞑とじたままのシゲチヨが、喉のどを鳴らした。

「じゃ、いくわよ」

「はい」

「一、二、の……」

「三！」

　両者はまったく同時に、前をはだけた。

「あ──!!」

　その瞬間に、キサラは叫んだ。

「あ、あなた……」

「どうしました？」

　静かに言うクム・ナン。だがその口調には、僅わずかながら勝利の高揚があった。

「驚いたようですね」

「そ、そりゃ驚くわよ」

　慌ててブラジャーを戻し、ボタンを閉じながら、キサラ。

「だって、ないじゃない、何も……」

「はい」

　静かに微笑む、クム・ナン。

「あなたも、どうぞ……」

　慌てて振り向いて、シゲチヨはクム・ナンの股こ間かんを見た。そして愕がく然ぜんとした。

　クム・ナンの、本来あるべき場所には、何もなかった。ただつるんとした、滑なめらかな皮膚があるだけだった。

「これじゃ、勃ぼつ起きのしようもないじゃない」

「だから言ったでしょう。無駄だと……」
















　下履きを身に付けながら、クム・ナン。

「しかし、あなたの胸も可愛いなりに、形はよかったですね。私が『男』だったら、きっと興奮したでしょうね」

「き、君は……女？」

　シゲチヨが訊きいた。

「違います」

　と、クム・ナン。

「私は、ケルテ人です」

「あ……」

「聞いたことがあるわ」

　と、キサラ。

「ミラ星域に細々と棲すむ、古いにしえの種族ね」

「はい」

　頷く。

「私はその星の、最後の王位継承者の一人です」

「ケルテ人……初めて見る」

　シゲチヨは、思わず唸うなった。

「雌し雄ゆう同体で、単為生殖する種族……」

「俗に、宇宙のナメクジ人間と呼ばれ、蔑さげすまれています」

「ごめんなさい……」

　と、キサラ。

「理由はともかく、あたしの負けよ……」

　彼女が素直に負けを認めるのは、稀け有うなことである。

「我々は、性行為をしません」

　と、クム・ナンは言った。

「人間の性器に相当する器官は、脇わきの下にありますが、我々の交合は、ただ遺伝子を交換するだけの目的で行われる、例えば地球人類などから見れば、味も素そっ気けもないものです。互いの脇と脇を合わせて、ものの数秒で終わってしまう……。しかもお互いが雄おすであり、雌めすでもある。味気ないでしょう？」

「僕も、ラアルゴンの血が半分流れているけど、君たちとの間では、交配も成立しないね」

　唸うなるシゲチヨ。

「我々は進化の収しゆう斂れん作用によって、たまたま姿形が人間に似ているだけで、ラアルゴン人や地球人といった、地球起源のヒューマノイドとは、何の近縁関係もない種族です。この頭も、剃っているのではなく、もともと我々の種族は無毛なのです。ただ、『自己』と『宇宙』との関係を認識するだけの知能を持った、高等生物ではありますがね……」

「人間だよ」

　と、シゲチヨ。

「種族は関係ない。それがわかっていれば、もう人間さ」

「丘の上の人たちは……」

　と、キサラが尋ねた。

「みんなあなたと同じ、ケルテ人なの？」

「いいえ」

　クム・ナンは静かに首を振った。

「ケルテ人は、私一人です。大半は地球人ですが、ラアルゴン人も、アシュラン人も、それらのハーフやクォーターもおります。ですが皆、私をケルテ人と知った上で、何の分け隔へだてもなく、接してくれます。私は、彼らが大好きです。彼らも私が好きだと、信じています」

「あたしも──」

　と、キサラ。

「たった今、あんたと友だちになりたくなった……」

「喜んで……」

　と、クム・ナンは微笑んだ。

「改めて自己紹介します。クム・ナンです。本当の名前はもっとずっと長いのですが……。ケルテ人は先祖の名前を全部、繫つないで持っていますからね。新しく生まれた子供は、先祖代々の名前に、さらに新しい自分の名前を加算していきます。ですが通常は、ひとつ前の親の名前と、自身の固有名のふたつだけで呼ばれます。私の『父』は通称パッ・クムと呼ばれていました。私はその子なので、パッ・クムのクムを取って、通称クム・ナンです。もし私に子供が生まれれば、その子はナン某なにがしという名前になるでしょう」

「面白い命名法だね」

　とシゲチヨ。

「はい。この方法の利点は、本名を辿たどっていけば自分の先祖がすぐにわかるということです。私の場合は、七百六十七代前の名前まで、わかっています」

「あたしはキサラだ」

　と、キサラは言った。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー。あたしの名前も、結けつ構こう長いと思っていたけど、あなたには負けるわね」

「僕はシゲチヨ。シゲチヨ・ハス・ヤマモト……」

「性格はマゾで趣味は女装……」

　キサラが言った。

「変態だけど、根はいい奴だ」

「だから、違うと言うに……」

　涙ぐむ。

「ま、とにかく仲のいい友だちになれそうだね」

「さあ、それはどうでしょうか？」

　とクム・ナン。

「どういうこと？」

「丘の上の『ピープル』は、今日のような月に一度の交易以外、麓の一般人とのおおっぴらな交こう渉しようを禁じられています。互いに干渉しないのが、暗黙のルールなのです。いくつか抜け道はありますが……」

「例えば？」

「最もわかりやすいのは、あなた方が『ピープル』になることです」

「やめとく」

　実にあっさりと、キサラはその可能性を放ほう棄きした。

「今でさえいい加減うんざりしてるってのに、これ以上禁欲的な生活なんて……」

「ええ。私も敢あえては、勧すすめません」

　微笑みながらクム・ナンは言う。

「一度『ピープル』になってしまえば、原則として死ぬまで丘を降りられませんからね。つまり、このルクサーからも出られない。よほどのことがない限りは……」

「うへ！」

　キサラは思わず尻しり込ごみした。それだけは丁てい重ちように御ご辞じ退たいしたい。

「もうひとつの可能性は、あなたたちが『ピープル』と、我々が『コミュニティ』と呼んでいる麓の人々との、連絡役になることです。こちらは、ずっと現実味がありますね」

　静かに微笑みながら、クム・ナンは言った。彼（彼女でもあるのだが）の微笑みには、確かに不思議な魅力があった。キサラでさえ、惹ひき付けずにはおかない。

「連絡役になれば、あなた方は半なかば公然と、丘の上の寺院にも出入りできますよ。入用な物のリストを受け取ったり、それを調達したりと雑用は多いですが、それだけ我々と交渉する機会も増える」

「そもそも、連絡役というのは、雑用係みたいなもんだろうしね」

　とキサラ。

「ま、雑用はシゲチヨ一人に任まかせて、あたしはあなたとダベってるわ」

「私にも、日課というものがあるのですがね……」

　苦笑するクム・ナン。だが、キサラにとっては知ったことではない。

「あたしは、あなたに興味が湧わいたの。あなたのことを、色々と知りたいの」

「それは、どうも……」

　キサラに好かれることは、その者の不幸を意味するのだが、知り合ったばかりのクム・ナンに何がわかろう。

「では、私はこれで……」

「もう行っちゃうの？」

「丘の上の日課は、厳しいんですよ。時間厳守です」

　微笑んだまま、クム・ナンは言った。

「しかし皆喜き々きとして、修行の日々を過ごしています」

「信じるよ」

　と、キサラ。

「クム・ナン。あなたという不思議な人を、知った今ではね……」

「ありがとう、キサラ。私も、あなたと知り合えて嬉うれしい……」

　お世せ辞じではなさそうだった。そもそもクム・ナンは、噓うそはつかないだろう。

「待っていますよ。あなた方が来るのを──」

「不思議な人だったね……」

　籠を担いで坂道を登る背中を見送りながら、シゲチヨは呟いた。

「うん」

　頷くキサラ。今まで彼女が知らなかったタイプの人間であった。両性具ぐ有ゆうの異種族というだけでは、彼（彼女）の不思議さは説明がつかない。

　あれだけの個性を持ちながら、彼自身のギラギラとした欲望というものが、およそ皆かい無むなのだ。まるで中身のない、巨大な器だ。いくらでも物が入りそうに思える。

「クム・ナンか……。妙な奴だけど、面白いな。ルクサーに来て、初めて退たい屈くつを忘れたわ」

「僕も──」

　とシゲチヨ。

「さっそく寮に戻って、アムジアさんに相談してみよう。丘の上の『ピープル』との、連絡係にしてもらおう」

「それは、あたしが言い出したんだからな」

　と、キサラ。

「アムジアにお願いするのも、あたしが自分で言うよ」

　シゲチヨもそれには、喜んで従うつもりでいた。




「難むずかしいですね」

　戻って来た二人から話を聞いてアムジアは、眉み間けんに皺しわを寄せて渋じゆう面めんを作った。

「それは難しい相談です。キサラ……」

「どうして？」

「『ピープル』との連絡係には、特に厳しい資格審査を通過せねばならないのです。ルクサーの掟おきてで、それは最も厳格な不ふ文ぶん律りつともなっています」

「はあ……」

「我々の基準で、そのテストをパスしなければ、連絡係にはなれません」

「そんなに難しいですか？」

「あなた、自分がこのルクサーで、模範的な奉仕者だと胸を張って言えますか？」

「言えます！」

　と、キサラは胸を張った。

「自分では……。でも、みんなそうは認めてはくれそうにもないわね……」

「改めなさい」

　と、アムジア。

「悔くい改めるのです。そうすれば、道は拓ひらけます」

「なんだか宗教の時間みたいに、なってきたわね」

「すべての生活態度を一から改めなければ、あなたは『ピープル』たちと付き合う資格を得られないでしょう。できますか？」

「難しい相談ですね」

　と、キサラは首を捻ひねった。

「でも、クム・ナンとはお付き合いしたいんだよね……。ま、やってみますか……」

「やってみなさい」

　と、アムジア。

「ま、無理でもともと。それであなたが、少しでも『善』なる存在に近付けるなら、その努力もあながち、無駄ではないでしょう」

「僕も頑張ります！」

　と、シゲチヨ。

「あなたはいいの、シゲチヨ」

　と、微笑むアムジア。

「あなたは誰の目で見ても、資格審査の基準を軽くクリアしています。後は、キサラが頑張りさえすれば……」

「そ、そうですか……」

　瞳を輝かすシゲチヨ。

「自惚うぬぼれるなよ、シゲチヨ」

　と、キサラがその脇腹を、小突く。

「じきに追い越して、やるからな」

　その目がキラリ、輝いた。




「大変です！」

　と、土ど砂しや降ぶりの雷らい雨うの中を、教官が駆かけて来た。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーが──!!」

「また何か、しでかしたのですか？」

　と、アムジア。

「今け朝さ、起こしに行ったらベッドが蛻もぬけの殻だったので、珍しいこともあるものだと思っていたんですよ。あのキサラが、誰に起こされるでもなく自分から午前三時に起きるなんて……。でも、やっぱり何かよからぬ事を企たくらんでいたんですのね」

「そ、それどころじゃありません！　ちょっと、来て見てください」

「は？」

「キサラが、キサラが、自ら進んで農作業に従事しているんです！」

「なんですって!?」

「それも、誰もが嫌がって手もつけなかった、北の森の荒地を、一人で……」

「まさか──!!」

　アムジアは我が耳を疑った。

「あそこは、大の男でも敬遠してたのに……」

「とにかく、百聞は一見に如しかずです」

「え、ええ……」

　促されるままに、アムジアは傘かさを持って走った。

　そこに、キサラがいた。

　全身泥どろ塗まみれになり、雨の中で汗だくになって、あれほど嫌がっていた農作業を自ら率先してやっていた。

　鍬くわを片手に、荒地を十アールばかりも開かい墾こんし、頑がん強きように抵抗する木の根と一人で格かく闘とうしていた。

　そのキサラを遠巻きにするように、他の奉仕活動者や教官たちが、眺ながめている。珍しい物でも見るように……。いや、実際その通りだった。

「奇跡です……」

　と、アムジアは思わず合がつ掌しようした。

「一体キサラの中で、何が起こったのでしょう？」

「何も起こってはいません」

　隣となりにいたシゲチヨが、言った。

「キサラはキサラのままです。何も変わっちゃいませんよ。いつものことです」

「あれが、いつものことですって!?」
















　教官が目を丸くする。

「どこが、そうなんです!?」

「キサラは時々、発ほつ作さを起こすんですよ」

「発作？」

「ええ。一いつ旦たんその気になると、一いち念ねん発ほつ起きしてあの通り、それまで見向きもしなかったことに邁まい進しんするんです。もうああなったら、誰にも彼女を止められません」

　長い付き合いの、シゲチヨである。

「彼女は、目標を見付けたんです。一度ああなってしまったら、もう僕らが手て伝つだうと言っても、断るでしょうね」

「信じられない……」

「何と、極端な……」

「そうです」

　我が意を得たりと、頷くシゲチヨ。

「何かにつけ、極端から極端なんですよ、キサラは……。だから僕も……いえ、みんな、キサラのことを誤解していましたね」

「そ、そうですが、まさかあれほどとは……」

「頑張れ！」

　それまで、キサラを快く思っていなかった連中までが、声援を飛ばす。

「頑張れ！　キサラ！」

「キ・サ・ラ！　キ・サ・ラ！」

　期せずしてキサラ・コールが湧き起こった。

「キ・サ・ラ！　キ・サ・ラ！　キ・サ・ラ！　キ・サ・ラ！」

「夢を見ているようです」

　と、瞳をうるうるさせる、アムジア。

「私たちの熱意が、キサラの心に奇跡を起こしたのですわ!!」

「違うと思うけどなあ……」

　とシゲチヨ。キサラは変わる時には誰のせいでもなく、自分で自分を変えていく。だがまあ、ここはアムジアの言う通りということにしておいてもよい。その方が、彼女が資格審査をパスし易やすくなるであろうことは疑いない。

「雨が降らなきゃ、いいけれど……」

「もう降ってます」

「嵐になったりして……」

　その瞬間、雷らい鳴めいが轟とどろいた。そして、ルクサーに時折見られる天候の激変が起こった。空から、キラキラと輝く棒状の物が、降って来た。傘すらも楽に貫通するそれが、ズブズブと地面に突き刺さる。氷柱のような、ルクサーの雹ひようだった。

「槍やりが降って来た！」

　退避しながら、シゲチヨは叫ぶ。

「慣れないことをするから──」

「一日に、奇跡ふたつ……」

「後は、三日坊ぼう主ずにならなきゃいいんですけどね……」

　不安そうに言う、アムジア。

　彼女の予感は、図はからずも的中する。キサラの突発的な頑張りは、確かに三日しか続かなかった。しかし、その三日間で、彼女は北の森の荒地を、独りで残らず開墾してしまったのである。










　第十一章　救世主養成所メサイアズ・フアーム




　惑星連合宇宙軍情報部・遊撃七課。

　ユリコ・タイラー（旧姓スター）大佐の現在の職場である。

「ああ、課長、お早うございます」

「お早うございます!!」

　と、出勤して来た彼女に、課員が総出で挨あい拶さつした。

「凄すごいわね」

　と、ユリコ。

「定刻より三十分前に、課の全員が揃そろってしまうなんて……」

　ユリコは遊撃七課の課長ではあるが、『重役出勤』はしたことがない。しかし、定刻の三十分前に出勤して、自分が最後の一人とはよもや思わなかった。

　今け朝さは、特別なのだ。課員たちは一人の例外もなく、やる気になっている。

「全員揃いました」

　と、課長補佐のピエッタ・レナンディ中佐が敬礼して言った。

「新しい課長殿を迎える準備は、万ばん端たん整っております」

　レナンディ中佐は遊撃七課の名物男で、ユリコがもっとも信頼する部下である。情報部一課勤務の頃からだから、もう十数年来の付き合いになるだろうか。新しく遊撃七課が創設されることになり、ユリコがその長に抜ばつ擢てきされた時、同じ職場から引き抜いたのだ。それほどまでにユリコは、彼の手腕と、それ以上の彼の人当たりのよさを買っている。

「ところで大佐、お聞きになられましたか？」

　と、レナンディはユリコに、そっと囁ささやいた。

「ルクサー経由の、情報？」

「はい」

　情報部には、他のどの部署よりも早く、銀河各方面のホット・ニュースが飛び込んで来る。

「お嬢さん、なんと『ピープル』との連絡係に、自みずから志願して容いれられたそうですよ」

「そう」

　と、ユリコ。

「予定通りね」

「なんだか、ここまで筋書き通りだと、怖こわいくらいですなあ……」

　感服するレナンディ。

「全すべて、シナリオを書かれた新しい課長殿の、布ふ石せきに沿ってピタリピタリと嵌はまってきます」

「宇宙軍が総力を上げての、大おお芝しば居いよ」

　と、ユリコ。

「結局、我が家は総出で、それぞれの役割を演じることになってしまったわ……」

　感慨深げに言う。

「そうですね。しかし、やはり凄い方だ、新しい課長殿は……。早く会いたいです」

「彼の赴ふ任にんで私は課長補佐に、あなたは係長に格下げになるのに、そんなに嬉うれしい？」

「嬉しいです」

　と、眼鏡めがねの奥で微笑ほほえんで、レナンディ中佐は言った。

「あの人に、私の淹いれたコーヒーを、差し上げられるかと思うとね」

　レナンディのコーヒーは、天下一品である。彼は別名、『惑星連合宇宙軍の人間ユニマット』と呼ばれるくらいの、コーヒー通なのだ。ユリコにさえ舌した鼓つづみを打たせる絶妙のレシピは、並ではない。

「賭かけましょうか？」

　と、ユリコ。

「あなたの淹れるコーヒーと、あたしの淹れるお茶のどちらを多く、彼が欲しがるか……」

「いいですね」

　やる気満々の、レナンディである。

「負けませんよ」

　件くだんの新課長は、定刻通りに現れた。

「気を付け！」

　レナンディが号令をかけ、ユリコ以下の全員が一いつ糸しの乱れもなく、姿勢を正した。

「新課長閣かつ下かに、敬礼!!」

「ヤッ、ド～モ！」

　懐かしい声が、十数年ぶりで古巣の宇宙軍に帰って来た。

「諸君、そう固くならんでもいいよ。気楽にいこうよ、気楽に、ネッ!!」

　ジャスティ・ウエキ・タイラーは十六年ぶりに袖を通す元げん帥すいの大礼服が、相変わらずちっとも様さまになってはいなかった。虫むし喰くいだらけだったのを、ユリコが一晩がかりで繕つくろったのだ。新しいのを仕立て直してもよかったのだが、

「これがいいよ」

　と、タイラーは譲らなかった。

「君が、大たい切せつに保管しておいてくれて、愛情を込めて繕ってくれた、この服がね。それに、こいつには、あの頃の思い出が詰まっている。あだや疎おろそかにはできないよ」

　ユリコは繕い物をしていて、思わずじんときた。

「しかし、前ぜん代だい未み聞もんでしょうね……」

　と、レナンディがユリコに囁ささやいた。

「名誉元帥の課長だなんて……。上の連中より、偉いんですから……」

「ええ」

　微笑むユリコ。

「もっと別のポストを新設しようという意見も当然あったのよ。でも、あの人は名目だけの名誉職なんだから、これでいいって。昔から、飾り物に徹するのが好きな人なのよ」

「でも、あんなにうまく飾り物に徹し切れる人は、いませんよ」

　伝説の無責任男を目の前にして、レナンディが、いや、課の全員が、熱くなっていた。

「まさか、一いつ緒しよに仕事ができるとは思いませんでした……」

「言っとくけど、彼は仕事どころか何もしないわよ」

　とユリコ。

「見事なくらいに、何も……。主婦の立場から言わせて貰もらえば、あれは宇宙一の家庭内粗大ゴミよ。職場じゃ、判はん子こ捺おしマシーンと呼ばれたこともあるわ」

「構かまいません」

　とレナンディ。

「それでいいんです。君くん臨りんすれども統とう治ちせず……最高じゃないですか」

「物は言い様ようね」

「え～、僕は新任課長のタイラーだ」

　これほど威厳のない、しかしこれほど皆から嘱しよく望ぼうされる上司もいないだろう。彼は挨拶を始めた。

「無理を言って、この職場に机を割り込ませて貰った。せっかくの仕事場を狭くしてしまって、済まんね。ま、窓まど際ぎわ課長とでも、呼んでくれたまえ」

　誰もが瞬まばたきもせずに、真剣に聞いている。

「長い話は苦にが手てなんだ、おしまいッ！」

　心よりの盛大な拍手が、寄せられる。

「で、今日からこの情報部遊撃七課は、新しいプロジェクトのバックアップ機関としての活動を開始する。説明はこれまた苦手だ。ユリコ、頼む」

　そう言って、愛妻を見た。

「課長……困ります」

　と、ユリコ。

「ここでは、タイラー大佐と呼んでいただかなくては……」

　課員たちが、ドッと沸わいた。

「君のことを、タイラー大佐とは呼びにくいなあ……」

　と、頭を搔かき搔き、タイラー。

「かといって、家にいる時のように『おい』とか『ねえ』なんて呼ぶわけにもいかないだろうし……」

「当然です……」

　平静を装いつつも、穴があったら入りたいユリコ。仕事には妥だ協きようせず、厳しい女ひ性とで通してきた前課長の面目、丸まる潰つぶれである。

「そうだ！」

　タイラーは閃ひらめいた。

「いいこと思い付いた!!」

『どうせまた、ロクでもないことなのよね』

　ユリコには、わかっている。

「君のことを、結婚前と同じように、旧姓でスター大佐と呼ぶことにするよ」

「え、あの……」

「いいね、スター大佐」

「は、はい……」

　ユリコに異存はなかった。

「それで宜よろしければ──」

「じゃあ、さっそく概要を説明してよ、スター大佐」

「はい」

　ユリコは襟えりを糺ただし、説明を始めた。

「今、銀河では新しいプロジェクトが、発動しています。我々情報部遊撃七課は、一万年後のジェーン再来の脅きよう威いに備えるべく、壮そう大だいな未来への人材派は遣けんプロジェクトとでも言うべき、『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』計画をバックアップし、専もつぱらそれのみを担当することになりました。宇宙軍の役立たずとか、暇人バンクだとかの、汚お名めい返へん上じようですね。この任務は各員多た忙ぼうを極きわめると思いますよ。今から覚かく悟ごなさい」

　全員の表情が、自ずと引き締まった。

「レナンディ中佐、後はあなたからお願い」

「はいっ」

　ユリコの概がい要ようを受けて、レナンディ中佐が続けた。

「現在、宇宙軍は各星域に極ごく秘ひで、人材養成機関を設立しています。単なる養成機関ではなく、『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』計画で未来に派遣すべき人材を育成するための、非常に希少かつ重要な機関です。そのうち、もっとも有望なもののひとつとして──」

　部屋のスクリーンが一瞬にして、全天銀河図に切り替わった。レナンディはそのうちの一点を指さし示し、

「ここ、惑星ルクサーが、挙あげられます」

　と言った。

「ルクサーの丘に設立された寺院とは、世を忍ぶ仮の姿……実はここにあるのは、未来に派遣される人材団の、そのリーダーを養成するための機関なのです」

　軽いどよめきが、課員たちの間から漏もれた。

「言わば、我々人類全体の『意志』を、未来に伝えるための、オピニオンリーダーを選ぶわけですから、その人選は厳正かつ、公正なものでなければなりません。完かん璧ぺきな人格など有り得ないことは承知の上で、少しでも高潔な人格者を、リーダーとして選ぶことが我々に課せられた、辛つらい、しかし重要な使命だと認識しています」

「なかなか、大変だね」

　と、タイラー。

「行く人も、それを選ぶ人も、それなりに苦労が多いよ」

「未来への旅人、人類の救世主メサイアたちを束たばねるリーダーです」

　と、レナンディの口元も、自おのずと引き締まる。

「その選ばれしリーダーのことを、我々はコードネームで『ブラフマー』と呼ぶことになるでしょう。誰がブラフマーに選ばれるのか、それこそは神のみぞ知る……と言ったところでしょうか……」

「違うよ」

　と、タイラーは言った。

「それを選ぶのは、我々だ。なんならレナンディ中佐、君の一存で選んでしまってもいいぞ」

「そんな重責は、考えただけで胸が潰つぶれそうです」

　と、冷汗を拭ぬぐいながら彼は言った。

「なにしろ、人類の未来がかかっていますからね。間ま違ちがった人選をしてしまったらと思うと、夜も眠れません」

「それが重責だと言うなら、いっそ阿あ弥み陀だ籤くじで選んでもいいんだ」

　と、タイラー。啞あ然ぜんとする一同に向かい、

「どうせ運命なんて、神任まかせなんだから……。カッカッカ」

　と豪ごう快かいに笑った。

「ネ！」

「あなた!!」

　思わず激げつ昂こうするユリコ。

「おっとスター大佐」

　と、余裕で制するタイラー。

「ここは職場だぞ。タイラー元帥閣下と呼びたまえ」

「────」

「あのう……」

　若い中尉が、おずおずと挙きよ手しゆした。

「質問があります。閣下……」

「言ってみたまえ」

　ニコヤカな表情で言うタイラー。

「この計画を、惑星連合宇宙軍の他の部署は、どの程度把は握あくしているのでしょうか？　たとえば、司令長官のイサム・フジ元帥などは……？」

「何も、知らない」

　と、タイラーはあっさり言った。

「教えても、やらん」

　小さくはない、どよめき。

「そんな……」

「いいんだよ」

　と、タイラー。

「その方が、やり易やすい」

「しかし、フジ元帥は……」

「いいんだ。イサムなんか、この僕から見れば小僧の、遣つかいっ走りでしかないんだから……」

　それはそうであろうが──。

「だが、君たちには、しっかり把握しておいてもらいたい。自分たちが、何を為なすべきなのか」

　締めるところは、締める。

「それから、この計画になくてはならないメンバーを、もう一人紹介しておこう」

　タイラーは言った。

「入りたまえ」

「失礼します」

　惑星連合宇宙軍の制服に身を包んだ美女が現れた。無意味に短い──反論も多々あるが──スカート丈が、彼女のために誂あつらえたのではないかと思われるほどに、似合っていた。

「彼女は、情報面で今回の作戦に、必要不可欠な存在となるだろう」

　と、目を細めてタイラーは言った。

「男性スタッフの、目の保養にもね。ウッシッシ……」

　これが他ほかならぬタイラーの発言でなかったら、セクハラものである。

「自己紹介したまえ、レン」

　と、タイラーは彼女に言った。

「君はもう、課の一員だ」

「はい」

　適切な角度で会え釈しやくして、レンは言った。

「銀河情報サービスより出向して参まいりました。レン・アンダーソン……少佐です」

「彼女の姓を聞いてピンと来た人は、四十近いはずだ」

　と、微笑みながらタイラー。

「彼女はあの、名将と呼ばれたアドリアン・アンダーソン元司令長官の、お孫さんだよ。彼女を入れたのは、僕の一存だ。ただし、言っておくが断じて祖父の七光りではない。純粋にその能力で、スタッフに選んだ。それだけは、理解してくれ」

「七光りだなんて、とんでもない！」

　と、レナンディ中佐が言った。

「大歓迎ですよ!!」

「それを聞いて安心した」

　と、タイラー。

「でも、予あらかじめ言っておくが、いざ計画が発動したら、彼女を口く説どいている暇なんかないぞ。もっとも、口説き落としたところで、彼女のお祖じ父いさんのお眼鏡めがねに適かなうのは、並なみ大たい抵ていのことではないだろうがね。ふふ……」




「ナン！」

　手を振りながら駆け寄って来たキサラに、竹たけ箒ぼうきを持って寺院の庭を掃はいていたクム・ナンは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「やあキサラさん……、シゲチヨさんも」

　嬉うれしそうに二人を見る。

「やはり、来てくれましたね。信じていましたよ」

「審査なんて、チヨロイもんだったよ」

　と、キサラ。

「これであたしは一躍、模範生ね。ここを出られる日も早まりそうだけど、今となったら帰りたくない感じ……」

「それは嬉しい」

　心からの笑顔を見せる、クム・ナンであった。

「私もせっかく知り合えたキサラと別れるのは、辛つらいなあ……」

「あれ、クム・ナン？」

　と、シゲチヨが目め敏ざとく、彼の変化に気付き、首を傾かしげた。

「この前会った時より、心なしか瘦やせてない？」

「あ……。そう言われてみれば──」

　キサラもその変化に気付いて、

「瘦せたというより、なんか角が取れて、丸っこくなった。前会った時はこんなに、撫なで肩じゃなかったよ」

「わかりますか……」

　静かに頷うなずく、クム・ナン。

「そうなんです」

　さらに声も、角が取れて丸みが加わっていた。妙みように艶つやっぽいのだ。

「風か邪ぜをひいたわけじゃ、ないわよね」

「ええ……」

「言っちゃ悪いけど、あなたなんだか、カマッぽいわよ」

「でしょうね」

　怒るどころか微笑むクム・ナン。

「まだ、完全に変化しきったわけではないですから……。今は過渡期なんです。あと一週間もすれば、完全に女性体型になりますよ。その時に逢あえば、もっと驚かせられたかな？」

　悪戯いたずらっぽく笑う。こんな表情もするのだ。

「我々ケルテ人はこの変化を『陰陽期フエゴン』と呼んでいます」

「フェゴン………」

「雌し雄ゆう同体、両性具有の我々は、半年周期で体が男性から女性に、また男性にと、変化を繰り返すのです。面おも白しろいでしょう」

「面白い！」

　と、即座に叫さけぶキサラ。

「正真正銘、これが本当の『変態』よね」

「き、キサラ……」

　ひきつるシゲチヨ。

「もうちょっと、言い様ようってものが、ねえ……」

「構いませんよ」

　女性的な声と仕し種ぐさで、クム・ナンは微笑んだ。

「その通りですから……。地球人から見れば奇異に見えて当然です」

　さすがにクム・ナンは、人間が出来ている。もとより美形なので、あと一週間もすればさぞや別べつ嬪ぴんになるに違いない。髪の毛がないことが、かえってその整った美しさを引き立てることだろう。頭の形そのものが、理想的な卵形なのだ。

「ひょっとして、心も変わるわけ？」

　と、キサラの素そ朴ぼくな質問。

「多少はね」

　とクム・ナン。

「どうしたって、心は体の影響を受けますよ。考え方まで、いくぶん女性的になるんです。だから、男と女、両方の気持ちがわかるんです。両方の、ときめく動機もね。この丘の上にいる人たちは皆修行を重ねた人格者ですが、それでも女性期に入った私を、見る目が違うのがわかりますもの……。努めて一定の距離を置くようになりますね」

「そんなものかな……」

　と、シゲチヨ。

「僕には皆かい目もく、見当もつかないや」

「じゃあ、女でいる時のあなたは──」

　キサラが突っ込む。

「いい男を見ると、ときめくわけ？」

「ええ」

　微笑む。

「この前逢った時は、キサラ、私はあなたにときめきました。けれど今は、シゲチヨさんにちょっぴり心ときめいています」

「気持ちわる……」

　思わず淫みだらな想像をしてしまう、キサラ。

「イリナが知ったら、恰かつ好こうの同人ネタね」

「なんです、それ？」

「あ、あなたは知らなくていいの！」

　一生彼──今は彼女──は、そういうヨコシマな世界とは無縁であって欲しい。

『そう言えば、今頃銀河の中央では、シリウスメッセでギャラクシーコミケの時期なんだなぁ……』

　とキサラは思った。

『イリナたち、ブースは取れたのかなあ……？　毎年スタッフ入場できたのが、今年はあたし一人、こんな辺境だもんね』

　それを思うと、ちょっぴり哀かなしくもある。

「あなたは反応がストレートだから、好きです」

　と、クム・ナン。

「妙みように気持ちを誤ご魔ま化かす人よりも、むしろ好感が持てますね。私には、わかってしまいますから……。あなたは正直者ですね、キサラ」

「そ、そうかなあ……」

　自分でも、妙に照れ臭くさいのだ。

「そうそう、いい物持って来たんだ」

　と、思い出したように微笑む、キサラ。

「これ焼いて、食べようと思って……」

　懐ふところから取り出したのは、麓ふもとで採とれた、サツマイモであった。荒地用の農林百三号。品種改良により成長は驚異的に早い。キサラが凄すさまじい頑張りで開かい墾こんした、あの畑から最初に採れた収穫である。

「ちょうどお誂え向きに、落葉も集まってるし……」

　クム・ナンが掃はき集めた枯葉を見ながら、舌なめずりするキサラ。

「焚たき火びで焼いたおイモは、味が全然違うのよねえ……」

「せっかくですが……」

　とクム・ナン。

「もうじき、午後の声しよう明みようの時間なのです」

「そんなの、すっとばしちゃいなよ」

「そうもいきません。日課ですから──」

「珍しくあたしが、大地の実りに感謝する気持ちになっているのになあ……」

「夕方には、またここへ来ます。そうしたら一いつ緒しよに、話しましょう」

　そう言って、微笑んだ。

「あなたのこと、私のこと、シゲチヨのこと、そして宇宙と生命のこと……。話したいことが、たくさんあるのです」

「いいよ」

　と、キサラ。

「待ってる……」




「何もかも、不思議な人だなあ……」

　キサラと並んで腰掛け、焼きイモを頰ほお張ばりながらシゲチヨは言った。熱いイモをくるんであるのは、糊のりで筒状に丸めた新聞紙、基本である。

「それに、綺き麗れいだし……」

「おい、シゲチヨ」

　と、キサラがシゲチヨを睨にらんだ。

「おまえ、クム・ナンに、ムラムラッとしてるだろ!?」

「そ、そんな……」

　しどろもどろになるシゲチヨに、

「隠しても、無む駄だだよ。わかってるんだよ！　あんたがケダモノだってことは!!」

「で、でも彼は異種族だし、第一僕たちとは交配できないんだよ」

「だから、よけいに邪よこしまなんじゃないか」

　と、キサラ。

「考えようによったら、それは好こう都つ合ごうだぞ。妊娠させちゃう心配がないからな」

「い、言われてみれば……」

「そら、本性が出たな！」

　と、鬼の首を取ったようなキサラ。

「このケダモノ！　見境いなし!!」

　そう言って手にした焼きイモを、力任まかせにシゲチヨの口に突っ込む。

「♪今日の焼きイモ食えるのも、キサラさんのお陰です。それイッキ、イッキ！　イッキ!!……」

「うぐぐ……もう嫌いや、こんな生活……」

　涙を流すシゲチヨ。

「とにかく、相手が誰でも、たとえクム・ナンでも、あたしをないがしろにして色目を使ったりしたら、承知しないよ。半殺しくらいで、済むと思うな！」

「はい……」

　でも、その言葉の裏に隠された意味合いに、希望の色を看みて取って、ちょっぴり幸せを嚙かみ締める、シゲチヨであった。

「それにしても、半年周期とは、恐れ入ったわね。これじゃこっちも、半年毎ごとに接し方を変えなきゃいけないかな？」

「その必要は、ないんじゃないかな」

　と、シゲチヨ。

「そういうのって、クム・ナンは嫌がると思う。男の時も、女になっても、変わらぬ付き合い方が、理想だよ」

「なるほど……。千に三つくらいは、いいこと言うなシゲチヨは」

「も、もうちょっとあると思う……」

「でも男と女で付き合いを変えないってのも、難むずかしいかも……」

「僕は努めて、変えないつもりでいるけどね」

「そうか？」

「うん」

「それはつまり……」

　やにわにシゲチヨに、コブラツイストをかけるキサラ。

「女になったクム・ナンに、邪な感情を抱いだくということじゃの、ワレ！」

「ち、違うって……」

　ルクサーの空に、綺麗な紫色の夕焼けが迫った。厳密にはカラー見本で、Ｍ40＋プラスＣ20に微量のＹを加えたくらいの色調である。

「おまたせ……」

　声明の日課を終えたクム・ナンが、約束通り戻って来た。

「おや、どうしました、シゲチヨさん？」

　傷だらけで伸びているシゲチヨを見て、首を傾げる。

「いやちょっと、腹ごなしの運動をね」

　と、微笑むキサラ。

「焼きイモ、食べ過ぎちゃって……」

「この先のテラスが、ちょっとした展望台みたいになっていて、見晴らしがいいですよ。行ってみませんか？」

「いいわね」

　確かにそこからは、キサラたちが住んでいる麓の集落が一望できた。

「凄すごいわ」

「空気の澄んだ、ルクサーならではです」

　と、クム・ナン。

「私はあと何回、この夕焼けを見て、死んでゆくのかなあ……」

「そんな、縁えん起ぎでもない！」

　とキサラ。

「その若さで、そんなこと……」

「そう先のことでも、ないんです」

　ふっと寂しそうに微笑んで、クム・ナンは言った。

「我々ケルテ人の寿じゆ命みようは、地球人やラアルゴン人と比べると、かなり短いんですよ。大体五十年といったところでしょうか……」

「人間五十年……信長なみね」

「あなたは私より四、五十年は長生きするんでしょうね」

「そんな寂しいこと言わないでよ。私は二百まで生きるつもりなんだから……」

「だったら、私より一世紀後の世界が見られるんだ。素す晴ばらしいことですね」

「世界は堕だ落らくする一方だって、いつも父さんは言ってたけどね……」

「あなたがいれば、それだけで素晴らしい世界ですよ」

「ははは……」

　苦笑したのはシゲチヨであった。

「そうかも──」

「案外、あたしの方が先に死んじゃったりして」

「まさか──！　だったら哀しいな……」

　と、クム・ナン。

「しかし、人生は単純に長さではないでしょう。どれだけ生きたかより、どう生きたかの方が重要なはずです」

「それって、あたしに対するあてつけ？」

「さあ……。でも、私は『道』がわかれば、いつ死んでもいいんですよ。それがわかるなら、今殺されても、じたばたしません」

「ほんとかな？」

　そういうことには、結けつ構こう懐疑的なキサラなのである。

「そういう奴に限って、ジタバタするんだってよ。これも父さんの受け売りだけど……」

「キサラのお父上は、なかなかに達観されておられるようですね。それはなかなかに、真実かも知れませんよ」

　と、クム・ナン。

「一度、逢ってみたいな」

「逢わない方が、いいと思う」

　と、辛しん辣らつなキサラ。

「イメージって、大切よね」

「『道』って何？」

　と、シゲチヨが尋ねた。

「生命の『道』、真理です」

　と、クム・ナン。

「生命はどこから来て、どこへ行くのか……。私はそれが知りたい……とても……」

「そんなの、死ねばわかるよ」

　とキサラ。

「それをできれば、生きているうちに極きわめてみたいのです」

「いずれは死んじゃうんだし、その時になればわかることよ」

　と、キサラ。

「あたしはそういうことで、悩まないことにしてるんだ。悩んだって、仕方がないし、自分が生まれてきたことに責任なんて持てっこないんだから──」

「確かに、キサラはなかなか鋭するどいですね」

　と、馬ば鹿かにするではなしに、クム・ナンは言った。

「それはそれで、正しいかも知れない……。キサラはもしかしたら、哲人かも知れませんね」

「よしてよ」

　一笑に付ふすキサラ。

「それより、あたしたちは今生きてるのよ！　そして、若いのよ!!　今はそっちの方が、よっぽど重要な問題だと思うな。『道』だかなんだか知らないけれど、そんなことのために悩んで、若さを無駄にしてしまうことの方が、よっぽど問題じゃない」

「むむ……」

　クム・ナンが一瞬、やり込められた。

「あたしだって、若さが一瞬でうつろい易やすいものだってことは、重じゆう々じゆう承しよう知ちしてるわよ。だからこそ、『今』なんじゃない。人間は結局、『今』しかないのよ。手で触れられるのは、『今』だけじゃない！」

「確かに……」

　クム・ナンはキサラを見た。

「私こそ、あなたに学ぶことは多いかも知れない──」

「ま、難しい話は、パス！」

　と、キサラは言った。

「今一瞬、この夕焼けの中にあなたといられる瞬間が、あたしは好きよ。信じられるわ」

「あのう……」

　と、シゲチヨ。

「僕は？」

「あ、ついでにシゲチヨも……」

「つ、ついで……」

　シゲチヨの周囲半径一メートルだけ、空気がどよ～んと重く沈んだ。

「いいんだいいんだ、どうせ僕なんて……」

　いじけるシゲチヨ。

「ええい、鬱うつ陶とうしい奴じゃのう!!」

　容よう赦しやなく、しゃがみ込んだシゲチヨの背中を蹴け飛とばすキサラ。

「せっかく、高こう尚しような話をしてんだ。レベルを下げるんじゃない！」

「あなた方を見ていると、ほっとする」

　と、クム・ナンは言った。

「本当の人間を、見ているようだ」

「そんな御ご大たい層そうなもんかな？」

「そうですよ」

　と、『彼女』は言った。

「私から見れば、実に羨うらやましい。ルクサーに来る前の私の前半生は、実に殺さつ伐ばつとしたものだった……」

「ねえ、クム・ナン」

「はい？」

「あなた、確かケルテ人の、王位継承者だとか言ってたわね」

「はい。言いました」

「それがどうして？」

「話せば長い、しかし実に単純な理由からです」

　自じ嘲ちようの嗤わらいを漏もらし、クム・ナンは言った。

「王位継承のごたごたが、嫌になったんです。私は候補の一人でしたが、何人かのライバル……特に兄上に疎うとまれましてね」

「半年周期で『姉上』になるわけね」

「そうです。女性である時期は、特にヒステリックになっていけません」

　そう言って、苦笑した。

「手段を選ばず、他の候補者を抹まつ殺さつしようと画かく策さくしますからね。それで私は、このルクサーに、修行という名目で、逃げて来たんです。王位継承者のレースからは、リタイヤしたつもりだったのですが、それでも許してくれそうにありません」

「あなたは人格者だからね」

　と、キサラ。

「何となく、守り立ててあげたくなるのよ。他のライバルから見れば、そんなところが脅きよう威いなんじゃないのかなあ……」

「なるほど。気が付きませんでした」

　慎つつしみ深いことが、かえって玉ぎよく座ざを近付けることもあるのだ。その逆も──。

「あたしはあなたの兄上を知っているわけじゃないけど、どう考えたってあなたの方が、王様向きだと思うもの」

「そんなものなのでしょうか……」

「自覚がないのは、ひょっとしてあなただけだったりするわけよね」

「はあ……」

「勿もつ体たいないなあ……。こんなところで人生棒に振るなんて……」

「私は王位などに、興味がありません。ただここで『道』に近付きたいのです」

「それはわかるけど、結局それって、エゴよね」

「エゴ？」

「そうじゃない」

　と、キサラは言った。

「『道』を極めるっていったって、それは結局、あなた独ひとりの幸福でしかないわけでしょ」

「────!?」

「それよりも、いい王様になって、万ばん人にんの幸福を追求した方が、よっぽど効率的だと思うな。あなたにはそれができるのに、勿体ないわよ」

「な、なるほど……」

「単にそれだけじゃなくて、あなたにとっても、その方が『道』に近付く早道じゃないかしら……？」

「やれやれ……修行が足りなかった」

　クム・ナンの表情から、さらに一枚、苦悩のベールが剝はがれたようだった。

「キサラの方が、よっぽどわかっていたとは──」

「自分に自信がないならともかく、王位継承者として自分の方が優すぐれているとわかっているなら、どうして劣おとっていると思う者に、遠慮することがあるの!?　名めい君くんになれる自信があるなら、敢あえて暴力に訴えてでも、暴君は断固として排除しなさい！」

「き、キサラ……」

　シゲチヨが感心した。

「どこで、そんな高尚な理論を──!?」

「父さんがね、これだけは読んでおけって、マキャベリの『君主論』と『国家論』、それにクラウゼヴィッツの『戦争論』をね……。中学の時に読破したわ」

　キサラはこれでも、ＩＱ一八〇あるのである。

「さ、さすがはタイラー提てい督とく……先見の明だなあ」

「しかし、もうこの道を選んでしまった以上、逆戻りはできませんね」

　と、クム・ナン。

「私はこのルクサーに、骨を、埋めます。その覚悟で来たのです。生なま半はん可かな意志では、ありません!!」

　確かにその決意の表情は、固かった。

「キサラ、あなたの気持ちは痛いほど有り難いのですが──」

「おおい！」

　と、その時である。クム・ナンと同じ格かつ好こうをした修行僧が、大おお慌あわてでこちらに駆けて来るのが目に映った。その濃い髪かみと髭ひげの剃そり跡から、ラアルゴン人であるということはすぐにわかった。

「ここにいたのか、クム・ナン。大変だ!!」

「どうしたのです、ブラザー・ゾラン」

　と、クム・ナン。

「『道』を歩む者は、けしてうろたえたりしないものですよ」

「それどころじゃ、ない。たった今、君の故郷の惑星ケルテから、緊急電報が届いてな」

「電報……」

　ルクサーでは非常の場合を除いて、他惑星との電報のやり取りは禁じられている。

「君の御父上が、亡なくなられた」

「父上が……崩ほう御ぎよ……」

「まあ周期的には、女性の時期だったようだが……。そんなことはどうでもいい！　ケルテは、次の後継者を巡めぐって泥沼の内戦状態だそうだ」

「クム・ビク……兄上なら、そうするかも知れない。父の寿じゆ命みようはそろそろ尽きるとわかっていたから──。前から準備をしていたのでしょう」

「大変じゃない!!」

　と、キサラ。

「どうするのよ、クム・ナン!?」

「どうもしません」

　と、彼女はただ、静かに穏おだやかな表情で言った。

「私はこのルクサーで、日々の日課を守って、これまでと同じように生きていくだけです。『道』を目め指ざしてね。すべて、ある程度予想していたことです。父の死に目に会えなかったことも、兄上が叛はん乱らんを起こすこともね──」

「いけないわ！」

　キサラは叫んだ。

「いけないよ、クム・ナン!!　それは人間の『道』じゃない！」

　拳こぶしを固めて言った。

「闘たたかって、クム・ナン!!」

「キサラ……」

　女性への変調を完了しつつあるクム・ナンは、驚いたように、この乱暴極まりない、しかし正義の少女を見詰めた。



















　第十二章　クム・ナン




「シゲチヨ、キサラはいったいどうしたの？」

　丘の上から戻って来たシゲチヨに、アムジアは尋ねた。どうにも腑ふに落ちないのである。

「夕御飯も食べないで、自分の部屋に閉じ籠こもるなんて……」

「見ればわかるでしょう」

　と、シゲチヨは大きくため息をついて言った。

「落ち込んでいるんですよ」

　そう言う彼自信、キサラほどではないにせよ、かなり落らく胆たんしていることは、その表情からもありありと窺うかがえた。

「落ち込む!?」

　アムジアが我が耳を疑ったことは、言うまでもない。

「キサラでも、落ち込むの？　あの、常にハイテンションでパワーの塊かたまりのようなキサラが!?」

「ええ」

　と、シゲチヨ。いちいち対応するのも辛つらそうだ。

「ごく希まれにね。僕が知っている限りで、生しよう涯がい三度目かな……？　拾って来た仔犬が手当ての甲か斐いなく死んだ時と、ここルクサーに来ることが決まった時……。でも、今回のがいちばんショックが大きいみたいです」

「今回は、何？」

「クム・ナンに、つれなくされたんですよ」

「いつも話してくれる、『ピープル』の人ね」

「ええ。正直彼の返事には、僕もがっかりしましたよ。心の底から、落胆したかも知れない……。特にキサラは、あの人には入れ込んでいましたから……」

「どういうことか、事情を説明してちょうだい」

　と、アムジア。

「あなたたちの悩みは、寮りよう母ぼであるこのあたしの悩みよ」

「はい……」

　シゲチヨが、請こわれるままにぽつりぽつりと話し始めた内容を、要約すると──、




「私は、行けませんよ」

　と、クム・ナンはキサラの意見にも、頑がんとして首を縦に振ろうとはしなかった。普段、あれほど人当たりの柔やわらかい『彼女』が、これほど頑がん固こな一面を持ち合わせていようとは、少々意外である。

「ケルテを出て、ルクサーで出しゆつ家けすると決めた日以来、何があっても二度とケルテには戻るまいと、固く誓ちかったのです」

「でも今回は、事情が事情でしょ!?」

　と、キサラが言えば、

「その程度の事情で曲げるような誓いならば、最初から誓ったりはしませんよ！」

　と、クム・ナンはキサラも驚くほどの強い語気で言った。

「そうでしょう？」

「でも……」

「そんなことで、例外は設けたくないのです」

　と、クム・ナン。

「信仰に懸かける自分の気持ちが、そんなところから瓦が解かいしていくようでね……。蟻ありの穴からダムが決けつ壊かいするように、済なし崩くずしになっていくのが怖こわいのです。誰が許すと言っても、私が許したくない」

「わかったわ。でもね、クム・ナン」

　と、キサラも全身全霊を傾けて説得に当たる。それこそ稀け有うなことだった。

「あなたが節せつを曲げたくない気持ちは、よくわかる。立りつ派ぱだとも思う。けど、あなたが動くことで、何人の人が救われるのかしら？　それを知っていて動かないなんて、立派な『悪』じゃない？　あなたが最も嫌うものでしょう？」

「それは──」

　クム・ナンはぐっと、唇くちびるを嚙かんだ。

「そうです。けれど、私は……駄だ目めなんです。誓いを破ることはできない」

「あなたも相当頑固ね、クム・ナン。そこも気に入ってるんだけど、今回だけは立ち上がって欲しいな。救国の英雄になれるかもよ」

「私は、英雄になどなるつもりはありません！　そんな望みは、疾とうの昔に捨てています。今の私を動かせるのは、信仰の力だけです……」

「でも、ケルテは……」

「あなたに何がわかる！」

　ついにクム・ナンは激げつ昂こうした。

「地球人のあなたに──!?　あ、これは暴言でした。許してください……」

「いいのよ」

　と、キサラ。

「確かに、すっごいお節せつ介かいだものね。けど、わかって欲しいの」

「何をです？」

「それくらい、あなたのことが好きってことよ」

「ストレートですね」

　クム・ナンは思わず微笑ほほえんだ。

「シゲチヨさんが、あなたのことを好きなのも、よくわかります」

「あら、そうなの？　ち～とも知らなかったわ」

「それもまた、あなたらしい……」

　静かに笑うクム・ナン。

「でも、そんなあなたでも私の気持ちは動かせないでしょうね」

「そこを何とか……」

「仮に私が行きたいと思っても『ピープル』の戒かい律りつが私を許さないでしょう。長老が許してくれるはずがありませんよ」

「今度は他た力りき本ほん願がん？」

　と、キサラは詰め寄った。

「いいわ。あたしが長老と、直じか談だん判ぱんしてあげる！」

「手て強ごわいですよ」

「あなたほどのことはないわ！」

「あなたは……見掛けからは想像もつかないほど、恐ろしい人だ」

「恐ろしい？」

　キサラは首を傾かしげた。

「あたしが──!?」

「よく言えば、熱心な説得者、悪く言えば、信仰の敵ですね。こっちの逃げ道を読んで、外そと壕ぼりをきっちり埋めてくる。どんな言い逃のがれも、あなたには通用しそうにもありません。それを本当にやってしまう、パワーもある。あなたを侮あなどっていたかも知れない……。近付けるべきではなかった……」

「わかったわよ」

　と、キサラは端的に言ってのけた。

「あなたって、虫も殺さぬような顔をして、結局のところは究極のエゴイストなのよね！」

「キサラ!!」

　と、シゲチヨが慌てて叫さけぶ。

「いくらなんでも、それは言い過ぎだよ！」

「いいんだよ。本当だもん」

「でも……」

「自分の心に踏み込まれるのが嫌だから、寛かん大だいを装うんだよ！　卑ひ怯きようなやり方さ。それで自分は偉く見えて、誰も傷付かない。だけど、ギリギリのところでは絶対に譲歩しない。それがこの手の『独善者』のパターンなんだ」

「さすがです、キサラ……」

　と、クム・ナンは言った。

「あなたはたったの十分で、この私の心を裸はだかにしてしまった……。全部本当のことです。私くらいのエゴイストはいません」

「じゃあ、その裸になったところで、あなたの本ほん音ねを聞かせて」

「答えは、ノーです」

　と、クム・ナン。

「エゴイストと言われても、本当だから傷付かない。むしろ小こ気き味みがいい……。この一線だけは命に懸けても、譲れませんよ、キサラ。たとえそれが、あなたでもね」

「どうすれば、あなたの心を動かせるの？」

　キサラは尋ねた。

「文字通り、衝つき動かしてください。私の氷のような心の壁を砕くには、それしかありません」

「難むずかしそうね」

「ええ、難しいですよ」

　クム・ナンの微笑ほほえみは、絶望が凝こり固まったものであるかのように、キサラには見えた。

「私はもう随ずい分ぶんと長い間、感動していません。その私を、感動させることができますか？」

「やってみる!!」

　と、キサラは言った。

「一週間、いいえ、三日待ってちょうだい」

「いくらでも、待ちます」

　と、クム・ナンは言った。

「実はいちばん感動したくて居ても立ってもいられないのは、私なのですから……。私に戒律を破るほどのものを啓けい示じしてくださるのなら、このクム・ナン、いつでも信仰を捨てる……かも知れませんよ」




「それで、帰って来るなり、閉じ籠りっきりなのね」

　アムジアは合が点てんがいったという顔で頷うなずいた。

「ええ……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、シゲチヨ」

　と、寮母は微笑んで言った。

「明日になれば、キサラはきっといつも通りに元気になっているから……。心配することはないわ」

「心配してません」

　と、シゲチヨ。

「僕だって、それくらい知ってます。そして、キサラが元気になれば僕だって、元気になるということも──」

「あら、まあ……」

「それに、僕の経験から言えば、明日まで待つことはないと思います」

「え……？」

「シゲチヨ！」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、二階のドアを蹴け破やぶるようにして、キサラが階段を駆け降りて来た。

「行くぞ！　付き合え!!」

「もちろん！」

　喜き々きとして従う、シゲチヨである。

「これこれ、あなたたち!!」

　アムジアがうろたえた。

「どこへ行くんです!?　もう門限は、とっくに過ぎているんですよ！」

「つけといて！」

　と、キサラ。

「門限破り、一ってね」

　宇宙軍士官学校時代から、門限破りの常習犯である。屁へでもない。

「どんな重い罰ばつでも、受けます。だから、行かせてください！」

「どこへ行くの、こんな夜中に!?」

「港よ」

「港？」

「ＤＤ船長に、会うの！」

　止めても無む駄だ、であった。

「これが、キサラなんです」

　と、目を輝かせて、シゲチヨは言った。

「どこまでもついて行きたくなる気持ち、わかるでしょう？」

「じゃ、そういうことで──」

「お待ちなさい！」

　アムジアが叫んだ。

「これを着て行きなさい！」

　麻で織った外がい套とうを差し出す。

「夜は冷えますよ……」

　憮ぶ然ぜんとしながらも、言った。

「アムジアさん、サンキュー！」

「懲ちよう罰ばつは、覚かく悟ごなさいよ。動機はどうあれ、規則は規則、容よう赦しやはしませんよ」

「わかってます！」

　力強く頷く、キサラ。

「そんなことで、あたしを止められますかって……」

「それから、シゲチヨ」

「はい」

「キサラの手た綱づなは、あなたが締めるんですよ」

　そっと囁ささやいた。

「今は無理かも、知れないけれど……」

「努力します！」

　胸を張って、シゲチヨは言った。

「待ってよ、キサラ!!」

「やれやれ……」

　二人を見送りながら、アムジアは肩を竦すくめた。

「あの二人を見ていると、あたしまで青春したくなってくるわ。ドレイク船長に胸をときめかせた頃が、戻ってきたような……」

　そう言って、戸口の所で頰ほおを赤らめた。




「なんだって!?」

　港に停泊していた『メトセラIV』のブリッジで、ドルトン・ドレイク船長はキサラの言葉に目を剝むいた。

「立体テレビの受像機を、調達しろだあ!?」

「ええ」

　涼しい顔で、キサラは言った。

「船長なら、きっとなんとかしてくれると思ってね」

「誰に言ってる!?」

「ルクサー一の船乗り、ドレイク船長によ」

「やれやれ、俺も焼きが回ったかな」

　自じ嘲ちようするようにドレイクは首筋を撫なでつつ苦笑した。

「こんな小娘に、便利屋扱いされるようになったか……」

「ただの小娘じゃないわ」

　と、キサラ。

「暗黒太陽小町……。タイラー大統領の娘よ」

「都つ合ごうのいい時だけ、親おや父じの威いを借りるな。ま、よかろう。その小こ狡ずるさも善よし悪あしは別、逞たくましい……。だがな──」

　そう言って、ドレイクは指を一本立てた。

「小娘、テレビ受像機の密輸が、このルクサーでどれほどの罪になるか、知ってるか？」

「知ってるわよ」

　と、胸を張るキサラ。

「発はつ覚かくすれば無む期き懲ちよう役えき……。つまり一生このルクサーから出られなくなる」

「調べたのか……」

「ええ。でも、要は発覚しなきゃいいのよ。あなたなら揉もみ消すのも簡単でしょ、船長？」

「そりゃま、そうだが……」

「だから頼んでるのよ」

「小悪魔に見込まれたか……」

　ひたすら苦にが笑わらいの、船長。

「だが、俺も同罪だ」

「あなたはいいでしょ。一生をこのルクサーで終わる決意なんだから……」

「だが船長の資格を剝はく奪だつされる」

「だったら陸おかに上がって、アムジアさんと所帯を持ったらいいでしょ？」

「なに──!?」

「知ってるわよ。あなたたち、若い頃は結婚の一歩手前までいったんでしょ」

「お互いもう少し、勇気があればな……」

「あなたに、でしょ！　こういう場合悪いのはほとんど男だって、相場は決まってるわ」

「ふ……。そうかも知れん」

「まだ遅すぎること、ないわ。アムジアさんは今でもあなたの写真を見て、うっとりしているから……」

「他人のことは、よく見えるんだな」

　ドレイクは呆あきれつつ言った。

「だが俺はいいとして、おまえはどうなんだ？　一生をこのルクサーで終わって、いいのか？　元大統領の娘だからって、特例は認められないぞ」

「あたしなら、覚悟はできてる！」

　キサラは言いきった。

「銀河の星がひとつ、それで救われるなら、安いもんよ!!」

「シゲチヨは？」

「僕なら最初から、異存はありません！」

　これも胸を張って言った。

「キサラと離れ離れになる以外なら、どんな罰でも……」

「よし、わかった」

　と頷く船長。

「おまえたちにそれほどの覚悟があるなら、このワシも覚悟を決めねばなるまい……」

　そう言って、船長室のロッカーを開けて、テーブルの上にその機械を、ドンと置いた。

「いつぞや密航者から取り上げた、受像機だ。持ってけ！」

「いいの？」

「覚悟は決めたと、言ったはずだぞ。だがなるべくなら、ドジ踏むな」

「わかったわ」

「ただし、こいつは古いし、ずっとここに入れっ放しだったから、性能までは保証の限りではないぞ！」

「充分よ!!」

　と、キサラ。

「これで惑星ケルテは救われるわ！」




「どうしたのです、こんな場所に呼び出して……？」

　寺院の裏庭、人影のない雑ぞう木き林ばやしの奥にある小さな空あき地。クム・ナンは頭ず巾きんを脱ぎながら、怪け訝げんそうに尋ねた。

「あなたたちのお誘いだから来ましたが、完全に規律違反ですよ」

「いいの。もっと大きな規律を、これから破るんだから!!」

　勝ち誇った表情で腰に手を当て、キサラは言った。

「あなたの決意を、固めさせてあげるわ」

「何があろうと……」

　クム・ナンの表情は、いつも通りの微笑ほほえみだった。

「私の信仰は──」

「それは、これを見てからにして欲しいわね」

　と、キサラは腕時計を見ながら言った。これもドレイク船長から借りた、御ご禁きん制せいの品である。とは言っても、機械式の旧式だ。

「わざわざこんな時間にしたのは、銀河ＣＮＮギャラクシーウォッチの、放送時間だからよ」

「角度はこんなものでいいかな？」

　アンテナ代わりの中ちゆう華か鍋なべの角度を微調整しながら、シゲチヨが言った。

「ルクサーの電波受信状態なんて聞いたこともないけど、距離はそう遠くないから、これで受信できるはずだ」

「私に、何を見ろと？」

「あなたの故郷の、惨さん状じようよ」

　スイッチを入れるキサラ。ブーンと唸うなった旧式受像機が立体映像を結んだ。輪郭はかなりあやふやでノイズも多いが、どうにか見られる。

「ちぇっ、今いま時どきモノクロかよ、旧式め！」

　悪あく態たいをつくキサラ。

「故障かも知れないよ。随分と長いこと、寝かしてあったみたいだから……」

　とシゲチヨ。

「できるだけ修理してみたけど、何しろ部品がないからね」

「始まるぞ」

　テーマ曲とともに、ニュースが始まった。人気ニュースキャスターのトム・ベイガンの顔が、時折空電に歪ゆがみながらもニュースを読み上げる。

「今日も、トップニュースは惑星ケルテからの映像です……」

　と、ナイス・ミドルの典型のようなベイガンが、抑おさえた声と表情で言う。変に興奮するキャスターよりも、よほど事態の深刻さが伝わる表情であった。

「ケルテの惨状は、『目を覆おおいたくなる』などというおざなりな慣用句では、済まなくなってきました……」

「…………!?」

　目を見開いたのは、クム・ナンである。

「首都のバーハムは、一度徹てつ底ていして瓦が礫れきの山に帰した上に、再度の攻撃に蹂じゆう躙りんされました。特に難民キャンプは、故意の攻撃の標的にされ……」

「王おう宮きゆうが──!?」

　映像がスタジオから切り替わるや否いなや、クム・ナンの悲ひ鳴めいは、怒ど号ごうに近かった。

「何ということを──!!」

　キサラは、してやったりと思う反面、自分のお節せつ介かいをひどく後こう悔かいした。クム・ナンには刺激が強すぎるかも知れない。

「現地の特派員ジョー・ベレンジャーからの実況ボイスが繫つながっているようです。ジョー、聞こえるかい、ジョー？」

『ひどいもんだ、トム』

　と、これも人気レポーターのジョー・ベレンジャーが、瓦礫の前でカメラに向かい、言った。

『難民たちは、抵抗する術もなかった……。救護の赤十字部隊とともに、彼らは子供や老人たちも含め、いや、弱い者から重点的に、抹まつ殺さつされた……』

　悲痛な表情で語るベレンジャー。だが映像のこちら側では、それ以上に悲ひ愴そうな面おも持もちで、クム・ナンが、

「私が遊んだ庭だ……」

　と、唸うなっている。

「何ということをしてくれたのだ。思い出のままにしておいてくれれば、一生心安らかでいられたものを──」

　暗にキサラを責める口調である。

「ジョー、クム・ビク王子派は、そこまでやるのか？」

　と、ベイガンが尋ねる。

『クム・ビク王女派だ』

　と、ベレンジャー特派員は訂正した。

『彼は例の変調の時期を迎え、彼女になった……』

「するとこの徹底した破壊は、ヒステリーのなせる業わざかい？」

『否定できないな……』

　笑うに笑えず、ベレンジャー。

『見てくれこの惨状を！　これ以上、何をか言わんやだ』

「宇宙軍は平和維持軍の派は遣けんを、本日最高議会で決定した」

　と、ベイガン。

『そのニュースは、こっちにも届いてる。だが難民たちの反応は、複雑だ。これで助かると思う反面、クム・ビク派の報復テロが恐ろしいという声も、口々に上がっている』

「だろうね……」

『クム・ビクは血に狂った狂人だ。そう言われても反論できんだろう』

「先王パッ・クム派の反応は、どうなんだ？」

『戦せん々せん恐きよう々きよう……といったところだな』

　と、暗あん澹たんたる面持ちでベレンジャーは言った。

『パッ・クム王の死後、王党派にはまったく元気がない。むろん、正しいのは自分たちだとわかっているが、それを声こわ高だかに叫ぶ力もない。誰かが何か言えば、たちまちテロの標的になるからな。皆口にチャックをして、黙っている。平和維持軍が介かい入にゆうして来ても、この状じよう況きようは変わらんだろう。多くの改善は望めん。王党派を後押しするのが正義だとしても、それは内ない政せい干かん渉しようになる。そこまでの口出しはできん。せいぜい難民を保護することくらいしか……』

「正直に質問していいか、ジョー？」

『どうぞ』

「内乱が勃ぼつ発ぱつしてから、今日までに何人死んだ？」

『わからん！』

　とベレンジャー。

『五千万から、二億まで諸しよ説せつ紛ふん々ぷんだ。情報も混乱している。たが、はっきりしているのは、最低でも五千万人死んだという事実……。そして毎日百万単位で死者は増ふえ続けているということだ』

「五千万……」

　クム・ナンは唸った。

「ケルテの総人口は、六億足らずなのに……姉上は一体何を考えて……」

「クム・ビク王女にこの愚ぐ行こうをやめさせ、混乱を収おさめるには、王党派が力を盛り返さねば駄だ目めだということか？」

『そうだ。だが、王党派には彼らをまとめるだけの、中核になる人物がいない。クム・ビクのテロと恐怖政治に対抗するには、相当なカリスマを持ったしかるべき人物でないと……。対抗馬がいれば平和維持軍もそちらをバックアップして、合法的に混乱を収しゆう拾しゆうの方向に向けていくことも可能なのだが──』

「難しいね」

　と、ベイガン。

「最後にジョー、何かテレビのこちら側の人たちに向けて、言いたいことはあるかね」

『ああ。大ありだ。テレビを御ご覧らんの皆さん、この惨状を見て、何か感じたら──』

　ベレンジャー特派員の言葉に、フラッシュバックで、映像が被かぶさった。

　破壊された街、テロで親を失い、自みずからも負傷した子供、飢えと病やまいで、満足な医療も受けられず、死にゆく人々……。

『お金、衣類、毛布、食糧……何でもいい。送ってください。ケルテの人々は、どんなものでも、喜んで──』

　映像は、そこで不意に途と切ぎれた。

「ちぇっ、このボロテレビめ！」

　と、シゲチヨが受像機を叩たたき、蹴け飛とばす。だがこの古典的手段でも、耐用年数をとっくに過ぎたジャンク同然のテレビは直らない。

「いいところで……」

「もう充分です！」

　と、クム・ナンの声は嗚お咽えつに変わっていた。

「もう充分に見せていただいた……」

「何か、ケルテに送りたいものは？」

　と、キサラは訊きいた。

「あればドレイク船長に頼んで、こっそり送って貰もらうよ」

「ええ」

　クム・ナンは涙を拭ふいて、頷いた。

「指導者を、一名……」

　どうやらキサラの荒あら療りよう治じには、期待以上の効用があったようだ。

「私が行かねば、収まらないでしょう……」

「さっそく宗しゆう旨し変えか」

　と、キサラ。

「でも、信仰を曲げていいの？」

「信仰を曲げないために、行くのです」

　と、決然としてクム・ナンは言った。

「この惨状を見てまで動かねば、逆に私の理念に悖もとることになる。万ばん難なんを排してでも、行きます！」

「よく決意してくれた」

　と、キサラ。

「でも、あなたには済まないことをしたと思っている……」

「いいのです」

　と、クム・ナンは微笑む。

「井いの中の蛙かわずの目から、鱗うろこを落としてくれました。見えないふりを決め込もうとした、私は……自分が恥ずかしい。あなたには感謝します、キサラ」

「あたしもまさか、今の映像を見るまではケルテがそこまでひどいことになってるとは思っていなかったよ」

「ええ、ひどすぎる。姉上には何か、あったのかも知れない……。この愚行を止めさせられるのは、自惚うぬぼれかも知れないが、銀河に私一人でしょうね」

「それはまったく正しいよ、クム・ナン」

　シゲチヨが頷く。

「決意してくれて、嬉うれしいよ」

「でも、このルクサーから出ることは、正直難しいでしょうね」

　と、クム・ナン。

「私はすぐにでも、飛んで行きたいのに……」

「大丈夫！」

　キサラが胸を叩く。

「だったら話は早い!!　すぐにでも飛んで行きましょう」

「そんなことが……」

「できる！」

　とキサラ。

「ルクサーに入る時のチェックは厳しかったけど、さすがにこれは見落としたわね」

　そう言って、靴くつの踵かかとから、何かを取り出した。

　ごく小さな、無線機であった。

「まさかこんなに早く、これを使う羽目になろうとはね……」

「それは？」

「直通回線」

　と、キサラ。

「直通回線!?」

「どこと──!?」

　シゲチヨとクム・ナンとの声が、見事にハモった。

「銀河一の、大悪人……」

　そう言って、キサラはアンテナを伸ばし、コールした。

「もしもしぃ？」

　相手はすぐに、出たらしい。

「そ、あたし……。へん！　案の定じよう早くて悪かったわね。あんたのことだ、もう察しはついてるだろ？　だったら、さっさと頼む。このけった糞くその悪い惑星から、さっさと出て行きたいんだ。『運転手』は、カトリおじさん？　え、今はそっちも多た忙ぼうで手放せない!?」

「ど、どうやら……」
















　と、シゲチヨが冷汗交まじりに言った。

「凄すごいところに、繫がっているみたいだね……」

「わかったよ。さっさとしてね。じゃ、その場所で……。三日後だね。約束したよ！　大丈夫、そんなヘマしないから。あんたが手取り足取り教えた悪さだろ。少しは自分の娘を信頼しろって！　じゃな!!」

　通信機をしまう。

「相変わらずだった、親父……」

　と、事もなげに言う。

「しかし、なんだかんだ言って宇宙の陰の首領ドンも娘には甘いね」

「やっぱり……」

　と、汗を拭ぬぐうシゲチヨ。

「で、どうだった？」

「三日後に、迎えをよこすって」

　と、キサラ。

「案の定、あたしがこういう風に動くと読んで予あらかじめ準備してたんだ。喰くえない親父だよ」

「素す晴ばらしい御父上です！」

　と、クム・ナン。

「ジャスティ・ウエキ・タイラー……。やはり宇宙の救世主だった」

「でも、今回は陰に徹するって……」

　そう言うと、キサラはクム・ナンを指差した。

「今回の主役は、あなた！」

「私──」

「そうよ。ジャスティ・ウエキ・タイラー脚本、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー監かん督とく・総指揮、クム・ナン主演、銀河の大スペクタクル『ケルテの嵐あらし』よ！」

「ぼ、僕は？」

　期待しつつ尋ねるシゲチヨ。

「は、端は役やくぐらいはやらせてもらえるよね？」

「決まってるじゃない！」

　と、キサラは言った。

「あんたはカチンコ持ち!!」

「ひ～ん！」

　空気の澄んだルクサーは、八等星まで肉眼で見える。満天星、星の夜空を見上げ、さめざめと泣くシゲチヨであった。










　第十三章　銀河西さい遊ゆう記き




　カツーン、コツーンという冷たく乾いた靴くつ音おとが、廊ろう下かに谺こだました。その足音が、自分の房ぼうの前で止まることを、ここにいる囚しゆう人じんたちは何よりも恐れている。それが何を意味するか……。だから靴音が自分の前を通り過ぎると、心底ホッとするのだ。しかし、いずれは足音が、まさに自分の前で止まる日が来る。それは厳げん粛しゆくな事実であった。一日延ばしの恐怖である。

　足音は、頭から毛布を被かぶってふて寝していた彼の檻おりの前で止まった。

　ガチャガチャと、鍵かぎが開かれ、扉とびらが開け放たれた。

「死刑囚三百八十七号、出ろ」

　と、銃じゆうを担かついだ護衛二名を従えた看かん守しゆが、厳おごそかに言った。

「やっとか……」

　と、彼は四し肢しを伸ばして大おお欠伸あくびをすると、もうどうでもいいやという目で看守を見た。

「ようやく、俺の番か。待ち惚ぼうけたぜ。さあ、さっさとやってくんな」

　どうせ捕つかまった時から、死罪は免まぬかれぬものと覚かく悟ごは決めている。むしろ異様に時間がかかった。おおかた彼の積もり積もった罪状を、逐ちく一いち調べていたのだろう。そうに違いない。

「いいや」

　と、ニッと笑った看守が言う。

「そうじゃない」

「なに？」

「仮かり釈しやく放ほうだ」

「仮釈放──!?」

　それこそ意外であった。

「いったいどこの物好きが……!?」

　素直に知りたいと思った。

「来ればわかる」

「あ、ああ……。行くよ」

　気を吞のまれた状態で、彼は立ち上がった。長身で、頭が低い天てん井じようにつかえそうになる。

「そいつを知るまでは、死んでも死にきれねえんた」

　檻の扉を潜くぐろうとして、思い切り頭を鉄てつ格ごう子しにぶつけた。

「あち──！」

　だがどうやら、仮釈放は夢ではないらしい。

「ぬか喜びなんてことは、ねえだろうな……？」

「さあな……」

　と、嘯うそぶく看守。

「おまえの罪状じゃ、今まで死刑にならなかったのが不思議だ」

「俺もそう思う……」

　彼は頷うなずいた。

「一体、どこの誰が？」

　面会室で、謎なぞの救い主は彼を待っていた。貧ひん相そうな、中年の地球人であった。堂々たるラアルゴン人である彼とは、まことに好対称である。

「誰だ、てめえ？」

　と、彼はいきなりその男を睨にらんだ。

「何を考えて、俺の命を弄もてあそぶ!?」

　そう思ったのも、もっともであった。いずれにせよ、誰の頭で考えても、訳ありには違いないのだ。

「まあ掛けたまえ」

　と、その貧相な男は言った。よく見ると、惑星連合宇宙軍の軍服を着ていた。階級章は付けていない。

　極ごく秘ひの特殊任務か、さもなくばお忍びといったところか。そうでなければどんな物好きが、すき好んでこの銀河特等刑務所に来るだろう。ここは文字通り、宇宙の涯はてだ。

「寛くつろいでくれよ、宇宙海かい賊ぞくドクロク・ド・ラルゴくん」

「寛げだとォ!!」

　ラルゴは目を剝むいた。

「てめえ、俺と同じ状じよう況きようで、寛げるもんなら寛いでみやがれ！」

　さらに目を剝く。

「何者だ、てめえ!?」

「何者だろうね？」

　微笑ほほえみながら彼は言った。天下の宇宙海賊ラルゴに至近距離から睨にらまれてビビらない者はいないのに、こいつは臆おくした様よう子すもない。

「ほう……」

　ラルゴはほんの少し、相手を見直した。

「見掛けによらず、肝きもっ玉は据すわっているようだな」

「君のようなのが、知り合いにたくさんいてね、こわもてへの接し方には慣れてるんだ」

「ついでに、こわもての操縦法にもか？」

「ま、そういうことだ」

　そう言って彼は、ラルゴにコーヒーを勧すすめた。わざわざ自分の魔ま法ほう瓶びんから、直接ラルゴのカップに注いでくれた。

「まさか毒入りじゃ、ないだろうな？」

「何を今いま更さら……」

「それもそうだ。嗜し好こう品ひんが俺様の口に入るのは、何か月ぶりかな？」

　一口啜すすって、驚いた。

「美う味めぇ!!」

「だろう？」

　微笑む。

「俺の舌が、飢うえてたせいばかりじゃねえな……。これは……」

「僕の部下が、淹いれた」

　と、彼。

「彼の淹れてくれるコーヒーは、絶品だからね。どうだい、娑しや婆ばの味がするだろう？」

「するする！」

　と、ラルゴは注がれた一杯目を、一息に飲み干した。

「おかわり!!」

「いくらでもある」

　と、二杯目を注いでくれながら、彼は言った。

「『熱あつ田た』の一件では、娘が世話になったようだね、ラルゴくん」

「へ──!?」

「あれでキサラは、本物の修しゆ羅ら場ばを経験し、だいぶ成長したようだ。君には感謝しているよ。偽いつわりでなく、心からね……」

「ぶ──!!」

　ラルゴは含んだコーヒーを、思い切り吐き出した。

「た、タイラー!?」

「あたり……」

　顔についたコーヒーを、ハンカチで丹たん念ねんに拭ぬぐいながら、タイラーは言った。

「君に会えて光栄だよ」
















「こ、こちらこそ……」

　まさかあれほど逢あいたかった当の本人が、これほど貧相とは思ってもいなかった。なるほど、言われてみればの世界である。それにしても唐とう突とつだ。

「へへ～っ!!」

　否いやも応おうもない。自然に体が平ひれ伏ふしてしまうラルゴであった。

「宇宙一の無責任男様とも知らず、失礼千せん万ばんな振舞いの数々、お見それ致しました。平ひらに、平に御ご容よう赦しやを──!!」

「そんなの、最初から許してる」

　と、タイラー。

「君の反応は、こちらの予想通りでしかも大おお袈げ裟さで、面おも白しろかった……」

　タイラーも人が悪い。

「逢いたかった……」

　恋焦がれる瞳ひとみで、ラルゴは言った。

「もういつ死んでも、思い残すことはねえ……」

「まだ死んでもらっちゃ困る」

　とタイラー。

「君にはキサラのために、一ひと肌はだ脱いでもらわなきゃ……」

「キサラ……いえ、キサラさんのため？」

「そう。嫌いやならいいよ」

「いえいえ、喜んで！　キサラお嬢さんのため、ひいてはタイラー提てい督とくのためならばこのラルゴ、粉ふん骨こつ砕さい身しん喜んで!!」

「じゃ、頼む」

　と、タイラー。

「うまくいけば、本釈放だよ」

「いよっ、大統領！」

「昔の話だ」

　よしてくれよと言わんばかりに、タイラー。

「で、何をすれば宜よろしいんで？」

「結けつ構こう大変な、任務だよ」

「やり甲が斐いもありまさあ。天下のタイラー提督に見込まれたとありゃあ……」

「『西遊記』、読んだことある？」

「ガキの頃に……」

　と、目を丸くして、ラルゴ。

「立体アニメでなら、何度も……」

「あれは恰かつ好こうの、アニメの素材だからね。ある統計によると、パロディやアレンジ物も含ふくめると、有史以来、二万回以上アニメ化されたそうだ」

「それが、どう……？」

「それを、現実にやろうというんだ」

　と、タイラーは言った。真顔である。

「うちのキサラが、孫そん悟ご空くうでね」

「へ？」

　事態がイマイチ、吞のみ込めないラルゴ。

「まさにピッタリ嵌はまり役の三さん蔵ぞう法ほう師しはいる。いつも悟空に苛いじめられる沙さ悟ご浄じようもいる……」

「はあはあ……」

「君には、猪ちよ八はつ戒かいを演じてもらいたい」

「察するに、あんたはお釈しや迦か様ですか？」

「そうだ」

　と、タイラー。

「面おも白しろいだろう」

「そりゃ、もう！」

　ラルゴは欣きん喜き雀じやく躍やくして、

「で、天てん竺じくはどこです？」

　と尋ねた。

「惑星ケルテだ」

「あの、ケルテですか？　雌し雄ゆう同どう体たいナメクジ人間の棲すむ？」

「そうだ。君はニュースを知らないだろうが、ケルテは今、内乱でひどいことになっている。君の役目は、救世主の護衛だ。それこそ身を粉にして、働いてもらうよ」

「喜んで！」

「命がいくつあっても足りない、ハードな任務だ。僕は気休めは言わない。いっそ死刑になった方が、楽かも知れない」

「どうせ他に、道はねえんだ」

　と、ラルゴ。

「断りゃ、死刑ですか？」

「実を言うと、記録では君はもう一週間前に、処しよ刑けいされたことになっている」

　と、タイラー。

「宇宙海賊ドクロク・ド・ラルゴは、表向き死んだのだ」

「じゃ、生まれ変わったつもりで、やりまさあ」

「それが聞きたかった……」

　微笑んで、手を差し出す、タイラー。

「頼むよ」

「へい」

　がっちりと握手が交かわされた。




「なんだ、誰かと思えば、おまえかよ」

　待ち合わせ地点である森の空あき地に着陸した連絡用シャトルから現れたラルゴを、一目見るなりキサラはあからさまな失望の色を浮かべた。

「おまえの顔は、もう見たくないと思っていたんだ」

　ミもフタもない、言い種ぐさである。

「だいたいこのルクサーに島流しにされたのだって、半分はおまえのせいだ」

「残りの半分は？」

「シゲチヨのせい！」

「やっぱり……」

　うるうるするシゲチヨ。

　だが、それだけ言われても海賊ラルゴは、ニコニコしている。

「さ、乗った乗った!!」

　と、三人の『脱走者』を促うながす。ルクサーからの無断の出国は、重罪である。

「おまえ何か、悪いモンでも食くったんじゃねえの？」

　キサラがそう思ったとしても、無理はない。

「そうかも知れねえな」

　笑いながら言う。

「なんか不ぶ気き味みだ……」

「ま、渡りに船だけどね」

　と、シゲチヨ。

「さ、行こうキサラ」

「おいてめえ」

　と、脳天をグリグリしながら、キサラ。

「いっからあたしに命令できるほど、偉くなった!?」

「はい……」

　さめざめのシゲチヨ。

「で、三蔵法師はどこでえ？」

　と、ラルゴ。

「世話になります」

　いまやすっかり『女性』になったクム・ナンが、軽く会え釈しやくした。

「ほ、なるほど。こいつは別べつ嬪ぴんだぜ！」

　と、雀躍こおどりするラルゴ。

「来た甲斐があった……」

「あのね、妙みような気起こすんじゃないよ」

　と、キサラがそっと、耳打ちした。

「いくらそそられても、駄だ目めだかんね。彼女、今は女だけど、半年経たつとあんた、ゲッソリする羽目になるからね……」

「知ってるよ」

　と、ラルゴ。

「救世主メサイアが、ケルテ人だってことくらい。性別なんて、どうでもいいんだ。要は美しけりゃな。それに、半年毎ごとに両方堪たん能のうできるってのも、考えようによっちゃ悪くねえ……」

「あ、そ……」

　宇宙海賊にはその方面の愛好者も多いのを忘れていた。

「両刀遣づかいだったのね、あんた」

　冷たい目で睨にらみ、距離を措くキサラ。

「じょ、冗談だよ……」

「もう遅い！」

　一度でも口にしてしまえば、言ったモン負けである。

「それにしても、綺き麗れいだな」

　と、ラルゴ。

「キサラ、あんたなんかより、数倍女に見えるぜ」

「もういっぺん言うてみ？」

　と、キサラ。

「クライバーン直じき伝でん、延えん髄ずい斬ぎり、かましたろか!?」

「かましてから言うな……」

　涙目の、ラルゴ。

「ま、今の彼女があたしの手て強ごわいライバルだってことは、しぶしぶだけど認めるわ」

　本当は、端はなから勝負にはならない。

「大変なことに巻き込んでしまいましたね」

　と、クム・ナンはラルゴを労いたわった。

「ケルテまで、宜しくお願いします」

「そんな、殺せつ生しようなこと、言わんでくれ」

　と、照れながらラルゴ。

「地獄の底まで、付き合いますよ。どうせ一度は、死んだ身だ」

「ずっと死んでりゃ、よかったのに……」

　とキサラ。

「誰のせいで死にかけたと思ってる!?」

「自じ業ごう自じ得とくでしょ？」

「ひで～娘だ！」

「何を今更……」

　ふふんと鼻で、せせら嗤わらうキサラ。

「嫌いやならお帰り」

「やっとわかった。あんたの性格は、まるで説教強ごう盗とうだな」

「説教強盗？」

「押し入っておいて、戸締まりが悪いと説教する。自分のことは棚上げ棚上げだ」

「あ～ら、やっとお気付き？　ほ～っほっほっ!!」

「やな娘……」

　どよ～んとラルゴの背後に走る縦線、舞い飛ぶ人ひと魂だま……。

「そのうち慣れるよ」

　と、シゲチヨ。

「慣れてしまえば、快感……。離れられなくなるからね」

「兄あに貴きと呼ばせていただきます、師し匠しよう！」

　シゲチヨに一生ついていく決意を固める、ラルゴであった。

「さあ、行きましょう」

　と、クム・ナン。

「ケルテでは、大きな仕事が、私たちを待っていますよ」

「へい」

　離陸する連絡シャトル。

「衛えい星せい軌き道どう上じように、『ギュローメ』を待たせてありやす」

　と、ラルゴ。

「『ギュローメ』？」

　とクム・ナン。

「この性しよう悪わるの、海賊船」

　と、キサラ。

「クム・ナン。あんたなんかこんなことでもなかったら、一生縁のない船よ」

「中を見たら、趣味の悪さにびっくりするだろうね」

　確かにこれほどのミスマッチはちょっとあるまい。

「楽しみです」

　と、合がつ掌しようして微笑むクム・ナン。

「一いち期ご一いち会えの出逢い……。大切にしたいですね」

「なるほど、確かに三蔵法師たあ、言い得て妙みようだ」

　くっくと笑う、ラルゴ。

「なんか、守ってあげなくちゃと思うんだよな」

「あたしは？」

　と、キサラ。

「必要あんのか？」

「ふんっ！」

　キサラのエルボーが、ラルゴの後頭部に炸さく裂れつした。

「や、やっぱり……」

　目の回りにヒヨコを飛ばしながら、ラルゴは唸うなった。

「いざとなったら、キサラに守ってもらおう……」

「『ギュローメ』だ！」

　と、シゲチヨが指差す。

「前に見た時には恐ろしかったけど、こうして見ると頼もしいな!!」

「そうだろそうだろ」

　と、ラルゴ。

「接せつ舷げんするぜ」

　シャトルが『ギュローメ』に接続され、エアロックが開かれる。

「お待ちしておりやした」

　と、海賊式に敬礼したのは、ラルゴのかつての副官、セザンであった。

「お帰りなさいやし、船長」

「ほ、懐なつかしいぜ、セザン」

　と、相そう好ごうを崩くずすラルゴ。

「乗組員は、一人の欠員もありやせん。皆、首を長くして船長のお帰りを、お待ちしておりやした」

「一人も……!?　本当に一人残らず、釈放してくれたのか？」

　驚くラルゴ。

「それどころか、『ギュローメ』もそっくり手付かずで、返してくれましたぜ。調子の悪かった所も、ちゃんと整備して、燃料や武器弾薬、食糧も満タンでさ!!」

「約束を守ってくれたのか……。さすがはタイラー、器うつわが違う……」

　唸るラルゴ。改めて感服させられた。

「とにかく、船長、ブリッジへどうぞ──」

「せっかくだがな」

　と、ラルゴは言った。

「もうこの船の船長は、俺じゃねえんだ」

「と、おっしゃいますと？」

「キサラが船長だ」

「へ──!?」

　目を剝むくセザン。

「この小娘が？」

「だ～れが、小娘だって!?」

　セザンをぐりぐりする、キサラ。

「船長様とお呼び！」

「わかりました……船長……」

「これ、乱暴はいけません、キサラ」

　窘たしなめるクム・ナン。

「乱暴なのは、こいつらの方よ」

　とキサラ。

「宇宙海賊なんだから……」

「今は改心してます」

　涙ぐみながら、セザン。

「しょうがない。勘かん弁べんしてやるか」

　尊大な態度で、キサラは言った。

「言っとくけど、船長には絶対服従だかんね」

「はい……」

　かくして『ギュローメ』は、キサラに牛ぎゆう耳じられることに。

　彼らの救いは、クム・ナンであった。さほど時を措おかずして『ギュローメ』の全員が、クム・ナンの信しん奉ぽう者しやになってしまったのである。

「まるで仏のようだ」

「まったくだな」

「キサラと比べたら、仏と閻えん魔まだぜ」

「そうそう……」

「人間が違う」

　と、こんな具合で荒くれ海賊どもを心の底から心しん服ぷくさせてしまうのだから、その人望も並ではない。

「『ギュローメ』発進！」

　と、船長席でキサラは叫ぶ。

「目標、惑星ケルテ！」

「アイ・アイ・サー！　針路、惑星ケルテ!!」

　自みずから舵だ輪りんを握りながら叫ぶラルゴ。

「帆ほを上げェ！」

　マストに帆が上がる。

「あのう、ラルゴさん……」

　おずおずと、シゲチヨが尋ねた。

「前々から疑問に思っていたんですけど、宇宙空間で帆を上げて、どういう意味があるんですか？」

「訊きくな！」

　と、一いつ喝かつするラルゴ。

「気分よ、気分!!」

　厳密には、この帆は僅わずかながら太陽風を受けて、推進力を生む（らしい）。

「旗を掲かかげろ！」

「これも気分ですか？」

「おう。ちゃんとダクトで風を送って、強制的にはためかせとるわい！」

「エネルギーの無む駄だだ……」

「それは言わない、約束だ!!」

　宇宙海賊は何よりも『気分』を大たい切せつにする種族である。

「出しゆつ帆ぱん！」

　静かに進み始める、海賊船『ギュローメ』。

　目め指ざすは、動乱の惑星ケルテ。

　一行を、何が待つ──!?










　あとがき




　お待たせいたしました！

『暗黒太陽小町』から実に一年ぶりの『無責任キッズ』を、どうにかお届けできました。でもちょっと、これって（吉岡平にしては）間まが空あきすぎだよな、どう考えても……。

　もう、前の話なんか書いてる本人が忘れてるもんね。間に十冊も違うハナシを書いているんだもの……。で、仕方がないからもう一回、書く前に自分で読み直したもんね、『暗黒太陽小町』を──。そうしたら、これがけっこうハマるんだ。いや～、自分で書いておいて、程よく忘れているもんで、面おも白しろかった。これだけ面白きゃ、誰でも続きを期待しちゃうだろうな、なんて思った。ふっふっふ……、ならばやはり私が書かねばなるまいって、当たり前か。

　で、読み返すうちに、ムラムラと新しい構想が湧わいてきたのだ。一年前に『暗黒太陽小町』を書いていた時の構想とは、だいぶ違うような気もするが（その頃の構想が、思い出せんのよ、サッパリ）、ま、面白けりゃいいだろう。こうして誕生した物語が、他ほかならぬ今回の『ＷＨＹ？の嵐』なのだ（なんか、タイトルと内容が全然嚙かみ合ってないような気もするが、ま、気のせいだろう……。因ちなみに作者は、その昔おニャン子にいた、吉沢秋絵のファン）。

　いや～、タイラー親おや父じを筆頭に、『無責任男』シリーズのキャラクターが出たがる出たがる。キサラの話といいながら、半分くらい裏で暗あん躍やくする、タイラー親父のハナシになってしまったな。でも、まあ、これはこれで面白いから許されるだろう。今回はドムも出たし、レナンディなんていうアニメのオリジナル・キャラまで出してしまったな（好きなんだよ、こいつ）。某ぼう同人業界ではユリコの不倫相手ということになっているらしいが、実際にはこの二人、理想的な上司と部下じゃなかろうか。実に仲なか睦むつまじいもんね（あ、それを不倫と言うのか……）。でもやっぱりこいつらに限らず前作からのキャラ、出せば出した分、よく動いてくれるんだ、ホントに。でもまあ、キサラも負けてはいないな。二巻目にして、ようやく本来の性格が出て来たような気がする。同時に、作者もこいつの性格は把は握あくした。シゲチヨとの絶妙のコンビネーションも、うまく確立したような気がする（一巻のあれは、単なるイジメだって非難、多かったんだ結けつ構こう……）。この調子で、明るくカラッと、シゲチヨをしばき倒してもらいたいね（笑）。だってあいつ、それで幸せなんだからしょうがないじゃないか!?




　さて、一巻と二巻との間が空きすぎたと、自分でも反省しているので、二巻と三巻、三巻と四巻の間は、空けずに出そうと思っている。これは結構マジなのだ。この感触を忘れないうちに、続きが書きたい！　間にも某Ｋ川の『妖世紀水×伝』とか、Ａソノラマの吸血鬼ものとかも書かねばなるまいが、作者が今、全力で投球しているのはこの『無責任キッズ』だけ！　あとは気分転換みたいなもんだ（と、富士見の担当のＳ山さんには言っておこう……）。

　そうそう、ついでに『無責任男』の外伝は『ドラゴンマガジン』に連載中なので、こちらの方も宣伝させて欲しい。吉岡平先生の作品が毎月読めるのは『ドラマガ』だけ（笑）！　来年にはこちらも、単行本になると思うので、期待して損はないぞ。両方読めば、面白さも倍増だ!!




　三巻では、いよいよ惑星ケルテに上陸するキサラたち。事態を収しゆう拾しゆうするというか、ますますややこしくするというか、まあそこらへんは行き当たりばったりだな。でも、面白くなることは間ま違ちがいないだろう。

　ちなみに、無責任キッズのオリジナル・キャラの、声のイメージを考えてみたぞ。




　キサラ………国府田マリ子

　シゲチヨ……金丸淳一

　クム・ナン…緒方恵美

　ラルゴ………玄田哲章




　むむ、けっこうハマるでないの。大体作者の頭の中では、ほぼこのキャスティングだと思って間違いない（キサラ・矢島晶子、シゲチヨ・結城比呂という線も捨て難がたいけど……）で、それ以外のキャラはアニメのまんまでいいね（カトリやタイラーやコジローやアザリンが、どこまで老ふけ声になれるかどうか等々課題もあるが……。特にアザリン。ま、可か愛わいけりゃいいか……）。

　そう言えば、最近僕が目にしたタイラー系の同人誌で、声優さん遊びっていうんですか、そういうのを扱ったのが妙に面白い。一例を挙あげると、タイラーの声で「忍は誰にも渡さない」とか、「今年こそ翔陽がナンバーワンになる年だ」とかいうの（あと、秋葉原博士に「俺に勝ちたかったら、死ぬほど練習して来い！」とか言わせたのには笑った）。最近辻谷耕史さんは、芸域が広がっているようで（偏かたよってきたという意見もあるが……）、主役の声を演じていただいた身としては慶よろこばしい（僕の中では未いまだに『戦え！オタキング』の人なんですけどね……）。でも『リューナイト』での悪役ぶりは、この人があのタイラーを演じた人と同一人物かと思うと、なかなかにカタルシスがあります。




　それから、この本が出る頃には、発売されているはずのオリジナルビデオ『無責任艦長タイラー特別編』、あれも一応宣伝しとくかあ……。最高です！　音楽は!!（笑）この『ＷＨＹ？の嵐』を書いている最中のＢＧＭは、ずっと『船乗り』だったりするんですが、真下監督の詞が素す晴ばらしい！　思わずフランス語の辞書を引いてしまったでないの（『消す癖くせ』って、なんだろ？　とかね）。しかし、質量変換爆弾って、あれなんか意味あったんですかね？　バリヤーを解除されたら、通常攻撃に切り替えればいいだけのハナシでないの？　私がドムなら、唄うたなんか無視してそうしますがね。実際、第二次大戦中の大西洋では、追い詰められてヤケクソになって艦内で『リリー・マルレーン』を大合唱しているＵボートを、容よう赦しやなく爆雷攻撃で沈めた英えい駆く逐ちく艦かんのエピソードとかもあったりしますが……。

　でも、そういうアラが気にならないくらい、いい出来ですから、騙だまされたと思って、まだの人は是ぜ非ひ買ってください……なんて全然説得力ねえか（笑）。でもまあ、本当にアニメとしては高い完成度を誇っていることは事実です。『完結編』に突っ込んだ内容のノベライズを自分で書こうかとも思ったが、『ハミバ』みたく全部に辻つじ褄つまを合わせると、ほんまシャレにならんしなぁ……。




　とにかく（なにがだ？）来年早々にも発売される（かも知れない）次巻には期待してください。シゲチヨの『シ』の字は辛しん抱ぼうのシ。彼の一心に耐える姿は必ずやお茶の間に（ウソ）感動を呼ぶことでしょう。次刊・『シゲチヨ』、脚本、橋田壽賀子（大ウソ）。さあシゲチヨの、明日はどっちだ!?（違うって……。あ、この部分、声は三石琴乃さんね♡）





都内某所・九月某日　作者












無む責せき任にんキッズ②




ＷＨＹ？の嵐あらし








吉よし岡おか　平ひとし





[image: ]





平成26年2月13日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp/





(C)1994 Hitoshi Yoshioka, Tomohiro Hirata





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『無責任キッズ②　ＷＨＹ？の嵐』平成6年12月25日初版発行

平成7年10月20日第5版発行















item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg
BREFVIQ

WHY 2Dk

152N FHES
ELRIPVIVTXE






item/image/p035.jpg





item/image/p077.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p189.jpg





item/image/p227.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p107.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第七章　レセプション



		第八章　反省してます



		第九章　選びし者選ばれし者



		第十章　丘の上のピープル



		第十一章　救世主養成所



		第十二章　クム・ナン



		第十三章　銀河西遊記



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/k002-003.jpg
"R (S, BHEE TSRDERICRARLFEELLDLES D, BURTYTID,

BORECER, DY Yy, BERNUEEZZ, LYy E5915—RK
ZdEofz. MRABEY —ERLDEBLTED&E U, LY - PYI—VY
o DETT ) (B+—8 HEERAA)






item/image/p135.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/k001.jpg
TP ()

WHYS D

TESHZESD BEERB~, YTFI) FD5E0C, BHEERZIND
HAZRANE, BDY S N—VKEBIE, TEBY—/N—KR—LREZ>7
(BN\®E RALTEY)





item/image/k004.jpg
SN SRS

AN BRSO}, Z22a0TWB, &k, BofBEolk Il =A
DBREEZERT . WIY—hOORKEEE. EFTHD
(F+=% |AFHR)






item/image/p217.jpg





